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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　今後への不安とソーシを取り巻く事情









　私立轟ごう岳がく館かん学がく園えん──瀬せ戸と内ない海かいの海上に作られた人工島イカロス、通つう称しよう学園島に存在する学園である。小等部から大学までを内包する巨きよ大だいな学園であり、全ぜん寮りよう制せいで島内には学園の生徒職員が日常生活を送るのに必要な設備が全すべて整えられている。設備の充じゆう実じつ振ぶりは下手な地方自治体のレベルを超こえており、一部からはいつでも日本から独立できると揶や揄ゆされるほどだ。

　空く我が山やまソーシはこの春から轟岳館学園高等部に入学した。全国屈くつ指しの名門校には子供のころから入学したいと思っていた。それはソーシ自身の目的のためにはこの学園へ来ることが一番の近道だったからだ──それは事実だ。

「そうだ……なのになぜ俺は今、こんな町中にいる？　明日からは一年生最初の期末テスト、進学校であるこの学校で期末の割合はかなりデカい。俺だって高校生になって遊びたい気分をぐっとこらえ、テストにそなえて勉強もしたし今日は最後の追い込みをするつもりだった。なのになんでこんな……」

『ソーシ君、ごめん、そっちいった！　気をつけて！』

「あぁ、わかってるよ、ちくしょう、期末テスト直前に町に出てバケモノ退治なんて、俺はまさにマンガの主人公だな！」

　ソーシはマンガやゲームといったものが昔から大好きだった。いわゆるオタクである。マンガの主人公になりたいと夢想したことも今まで何十、何百回とある。だが現実にそれに近い立場になってみると、妄もう想そうしていたほど楽しいものではない。むしろ理想と現実のギャップを突つきつけられて苦しさが倍増する。最近の流行だとやる気のない主人公とか面めん倒どくさがりな主人公が増えてきたが、なるほど、現実を考えるとそうなるのもしかたないかな、と思ってみたり。

　そんな現実逃とう避ひをしても現実は変わらない──ソーシの目の前には、人気のない大通りをドシドシと駆かけてくる怪かい物ぶつが存在した。それは四つ足の獣けものだ。一見すると猪いのししのようにも見える。実際ソーシは、最近まで山奥で暮らしていたので野生の猪を何回か目もく撃げきした経験もある。しかし目の前の獣は猪よりも遥はるかに巨大だ。乗用車並みの大きさがある。しかもその頭は、まぶたのないギョロ目が輝かがやき、短い牙きばの生えそろった口、扁へん平ぺいな顔立ち、それは魚のような顔だった。頭は魚で体は獣。そんな生物地球には存在しない。明らかな異い形ぎよう。ソーシはその怪物が『侵蝕者デイストラクタ』と呼ばれる存在であり、人類の天敵であると理解していた。

『侵蝕者デイストラクタ』には、人類の持つあらゆる武器が通用しない。『侵蝕者デイストラクタ』を倒たおす方法は今のところ二つだけ。『侵蝕者デイストラクタ』の天敵である『保全者パラミシア』が戦う。または──

「刃じん無ない流りゆう古こ道どう術じゆつ、壱いち式覇は山ざん！」

　叫さけび、ソーシは怪物の顔面めがけ、跳とび蹴げりを放った。ソーシの足は『侵蝕者デイストラクタ』の鼻先に刺ささり、その顔面が歪ゆがむ──そう、刃無流古道術という対たい魔まのための戦せん闘とう術を身につけたソーシが戦うこと、それが『侵蝕者デイストラクタ』を倒す数少ない方法なのだ。

　ソーシの蹴りをまともにくらった怪物だが、その突とつ進しんは止まらない。乗用車並の巨きよ体たいが高速で突っ込んでくるその突とつ撃げきを、ソーシはまともに食らった。ソーシの体が弾はじかれ、宙を飛ぶ。

「ソーシッ！」

　誰だれかがソーシの名を呼ぶのを、ソーシは宙を舞まいながら聞いた。世界が一回転して、頭上に地面が見える光景もやけにゆっくりと見える。

「おのれ、よくもソーシを……ソーシの、弔とむらい合がつ戦せんだ！」

　いや、俺は死んでないから──内心でそう思うソーシだが、声が出ない。怪物の体当たりはもう乗用車と激突するのと変わらないレベルだ。そんなものをくらえば大ケガはまちがいない。

「我が『幻装咒式レジエンダリ』、〈禍マガ津ツ屍シ鬼キ號ゴウ〉！」

　凜りんとした声が周囲にひびいた。同時に一いつ閃せん──怪物の巨体を光が通り過ぎ、真っ二つに切断された。怪物の遺体は地じ響ひびきと共に道路に倒れると、その形を崩くずし、最終的には煙けむりのようになって消えてしまった。

　と、たった今怪物を切断してみせた少女は大振りな刀を鞘さやに戻もどすや、慌あわててソーシに駆け寄ってきた。

「ソーシ、大だい丈じよう夫ぶ!?　傷は浅いわよ！」

　轟岳館学園の制服を来た少女、ソーシの同級生、神か実み月つきモモカだ。長い銀ぎん髪ぱつが特とく徴ちようの、幻げん想そう的な美び貌ぼうを持った少女である。今年の春に出会った彼女とは前回の事件がきっかけで親しくなり、今はこうして一いつ緒しよに『侵蝕者デイストラクタ』と戦う仲になった。ソーシにとって、数少ない同年代の女友達である。

「モ、モモカ。あまりゆらさないで……」

「たいへん、ケガしているわ！　誰か、すぐに医者を呼んで！　いえ、いいわ。ワタシが医者のところまで運んでいくわ！」

　言うやいなや、モモカがソーシを両手で抱かかえ上げ、走り出そうとする。ソーシはそこまで大おお柄がらではないものの、同年代の男子高校生に比べれば鍛きたえているのでそれなりに体重もある。モモカはソーシより小こ柄がらであるにもかかわらず、ソーシを軽々と持ち上げている。女子高生としては破格の腕わん力りよくだが、そもそも彼女は人間ではない。彼女は『保全者パラミシア』と呼ばれる異世界人であり、人類以上の身体能力と頭脳を持った超ちよう人じんである。

　モモカだけではない。ソーシの周囲には他にも『保全者パラミシア』が何人もいるのだ。轟岳館学園とは、極ごく秘ひ裏りに『保全者パラミシア』たちを受け入れるための組織でもあるのだ。轟岳館学園で特待生に分類される生徒たちはほとんどが『保全者パラミシア』である。ソーシも一応特待生だが、ソーシ自身は人間だ。特待生にしてもらえたのも、『侵蝕者デイストラクタ』と戦うための特別措そ置ちである。

「ちゃんモモ、慌てすぎぃ。そんな必死にならなくてもオタっちならだいじょぶっしょ」

　軽い口調で声を掛かけてきたのは明るい髪かみをした現代風の女子高生──ソーシたちの同級生、篝かがり火び灯萌ともえだ。灯萌もまた『保全者パラミシア』であり、共に戦う仲間だ。

「オタっちのことだからたいしたケガじゃないでしょ？」

「あぁ、たいしたことはない」

　モモカの手から離はなれ、自力で立つソーシ。手足が少し痛むが、どれも軽傷だ。たいしたことはない……しかし、自動車並みの怪物の全力の体当たりって、自動車と衝しよう突とつしたのと変わらない衝撃のはずだ。それを食らって軽傷で済むあたり、ソーシも人間離れしているのかもしれない──刃無流の修しゆ行ぎようにおいて、師し匠しようからは受け身や防ぼう御ぎよ術を徹てつ底てい的に教えられたから、それが原因かな、と内心で思うソーシ。

「ツバでもつけておけば治るんじゃない？　ほら」

　なにを考えたのか、灯萌は自分の指先をペロリとなめるとその指先でソーシの傷口をつついてきた。地味に痛い。

「なっ、なにしてるのよ灯萌！」

「なにって、消毒？」

「そんなのないわ！」

　モモカが赤い顔で割って入ってくる。どうしたのだろう？　モモカがいつになく必死だ。

「そ、そんなの不潔、そう、不潔よ！」

「えー。大丈夫だって、アタシ毎食歯は磨みがいて虫歯ないし、口こう臭しゆうケアもしてるし汚きたなくないって。ね、オタっち？」

「俺に振ふるなよ！」

　言われてみれば灯萌の吐と息いきはフローラルな香かおりがして、不快感はない……これが潔けつ癖ぺき症しようの人間だったら他人のツバをつけられたら気絶するのかもしれないが、ソーシはその程度気にしない。

「ずるいわ！　だったらワタシも舐なめるわ、ソーシの傷を！」

　と、モモカが自分の舌をペロリと出す。短く出されたピンク色の舌はかわいくて、愛あい嬌きようがあるようにも見えた。

「……いや、さすがに直接舐めるのはやめてくれないか、モモカ？」

「灯萌はよくて、なんでワタシがダメなの、ソーシ？　そんなに灯萌にペロペロしてもらいたかったの？」

「し、してないし。アタシ、別にオタっちなんかペロペロしてないし」

　なぜか灯萌が顔を赤くして否定する。いや、ペロペロがなんのことなのか正直よくわからないが、そんないかがわしい響ひびきの行こう為いは別にしていない。

「みんな、さわがしいけどどうしたんだい？」

「撤てつ収しゆう準備が始まっていますよ。はやく来てください」

　と、冷静な声の二人がやってくる。高たか伏ふせ乖かい人とと七なな有う美み亞あ彌や歌か、やはりソーシの同級生である二人だ。

「ソーシをちょっと舐めてあげようとしていただけよ」

「ちょっ、モモカ、説明不足！」

　モモカの発言は誤解を招きかねないものだ。だがそれを聞いた乖人は至し極ごく真ま面じ目めな表情で聞き返してきた。

「ソーシ君を、舐める……それは慣用表現的な意味で？　それとも物理的に？」

「もちろん後者ね」

「ソーシ君、君って人は……」

「やめろ、乖人、そんな目で見るな。俺は別に好きでやっているわけじゃないんだ」

「なんでボクを呼んでくれなかったんだい？　ボクならいつでも舐めてあげたのに。そう、ソーシ君の体に汚い部分なんてないんだから……」

「ふざけるな！」

　おもわず反射的に乖人のことを突き飛ばすソーシ──乖人のことは友人だと思っているが、この変人はたまに背筋がゾワッとくるようなことを平気で口にするのだ。冗じよう談だんが過ぎる……冗談だよな？

「まったく……空我山君、いいかげんにしてください。ケガをしたのでしょう？　ふざけていては治るケガも治りませんよ」

「ふざけてって、俺が悪いのかよ」

　ソーシがふざけたわけではないのに、なぜか怒おこられた。腰こしに手を当てて眉まゆを吊つり上げた亞彌歌は、かわいい顔なのになぜか迫はく力りよくがある。

「来てください。車に救急キットがありますから、ケガの手当てをします」

　そして彼女は面めん倒どう見みもいい。だてにクラスの委員長をやってはいない。

「手当ならアタシがやったげるよ？」「ワ、ワタシも手伝うわ」「ボクも」

「そんなに人手いりません。あなたたちはあちらの撤収準備を手伝ってください。早く戻らないと、学習時間がとれませんよ」

　てきぱきと委員長が指示を出すと、みんな指示通りに動き出した。モモカはどことなく不安そうにこちらを振り返ってくるが、たいしたことはないと手を振ってみせた。

「空我山君、こっちに」

　委員長に連れられ、車へと移動する──ソーシたちがここまでの移動に使用したマイクロバスだ。委員長の言葉通り、中に救急箱が用意されていた。

「傷を洗ったあと、絆ばん創そう膏こうをしておきますね」

「消毒しないのか？」

「モイストヒーリング用絆創膏ですから、必要ありません」

　最近はそういうものが市し販はんされているらしい。便利だ。

「それはそうと、空我山君。モモカさんのこと、大丈夫ですか？」

「なんのことだ」

「モモカさん、過保護なくらいあなたのことを心配していましたよ」

　それは、ソーシも気づいていた。ソーシが『侵蝕者デイストラクタ』に傷つけられたとき、モモカは激高していたし、傷ついたソーシを一番心配していたのもモモカだ。

　モモカとは前回の事件の結果、より親密な関係になったことが原因だろう。

「少し過か剰じようにも思えます。余計な口を出すべきではないかもしれませんが、このままだとあまりよくないと思います」

「……そう、なのかな、やっぱ」

　その点はソーシも少し気になっていた。モモカはソーシに対してなにかと気き遣づかってくれるのだが、最近はその気づかいが必要以上に大きくなっている気がする。ソーシは同年代の女友達がほとんどいなかったので、距きよ離り感がつかめずこんなものかと思っていたが、傍はたから見ても少しおかしいようだ。

「モモカさんは前回の事件で強く責任を感じているようです。とくに空我山君に対しては大きな負い目を持っています。それが原因ではありませんか？」

「……かもな」

「モモカさんの不安を取り除いてあげてください」

「俺に、できるかな？」

「できるかどうかでなく、やるのです。あと、篝火さんのこともなんとかしてください」

「なんとかって？」

「モモカさんと篝火さんに言い寄られて鼻の下伸のばしていい気になるな、と言っているのです」

　あれ、なんだろう。委員長とは世間話をしているつもりだったのに、いつのまにかソーシが罵ば倒とうされている？

「女の子を二人もはべらして、ハーレムアニメの主人公にでもなったつもりですか？」

「そんなつもりはないぞ。ただ、二人とも仲よくしてくれるから、なんとなく……」

「そういう環かん境きようをクラス内で作られると、クラスの風紀が乱れると思います。早急に解決してください。具体的には、おつきあいをするならどちらか一人にしてください」

「わかった、なんとかする」

「期待していますよ？」

「……でも、今は期末試験だから、それが終わった後でな？」

　委員長がジト目でソーシの顔を見てきた。そして、パシン、とソーシの傷口を平手で叩たたく。地味に痛い。

「痛いぞ、委員長」

「知りません、治ち療りようは終わりました。私たちも撤収準備に行きますよ」

　なぜか委員長の機き嫌げんが悪くなってしまった。別にソーシも、委員長の言うようなハーレムアニメの主人公並みに鈍どん感かんなわけではないが、同年代の女子の気持ちというものがさっぱりわからない。

「空我山君」

　と、委員長がチラリと振り返ってきた。

「自力ではどうしようもないなら、いつでも言ってください。私でよければ相談に乗ります」

「いいのか？　ありがとう……けど、なんでそんなことまでしてくれるんだ？」

　正直委員長にそんなことをするメリットはないはずだ……そこでソーシははたと気づく。そう、自分は鈍感系主人公ではないのだ。女の子の好意に気づかない男は地じ獄ごくへ堕おちろと思う。そう、これはつまり……

「委員長、もしかして俺のことが好き……とか？」

「…………」

　委員長は無言だ。無言なのがこわい。というか、委員長の眼まな差ざしがジト目を通り越こして生ゴミでも見るようなものに変化した。もしかして怒っている？

「空我山君。私があなたの相談に乗るのは、それが委員長の務めだからです。それ以上でもそれ以下でもありません」

「ですよね……はい、ごめんなさい、調子乗りました」

「ただ、あなたのような人のこと、個人的には好きですよ」

「だよね、俺の勘かん違ちがいだよね……って、ウソっ！」

「ウソではありません」

　委員長が、ひどくマジメな表情で告げた。

「あなたのような救いようのない人、私はある意味好きです。そういう人に手をさしのべて相談に乗ってあげることは、私の生き甲が斐いです」

「…………」

　委員長、マジメな顔してけっこう毒を吐はくな。委員長の意外な一面を知った気分だった。

「では、いつでも相談に来てください」

　そう告げ、委員長は静かに立ち去っていった。ソーシもそれに遅おくれて車から外に出る。

　委員長に言われたからではないが、モモカのことは個人的にも気になっていたし、どうにかしたいとも思っていた。だが、問題もある。ソーシは軽く嘆たん息そくしてつぶやいた。

「解決しようにも、そもそもなにも覚えてないんだからどうしようもないよな……」




　前回の事件でソーシは最強の『侵蝕者デイストラクタ』である第五階梯レベル５と戦い、撃げき破はした。その代だい償しようとして、ソーシは過去の大切な記き憶おくを失った。失った記憶の中には、モモカと出会ってからのやり取りも含ふくまれていた。

　もちろんその後、周囲の人間から情報を得て、失った記憶もある程度補完はできた。だがそれはただ過去の記録を丸暗記しただけで、実感の伴ともなわない、他人の記憶のような違い和わ感が未いまだにある。その影えい響きようのせいか、モモカはソーシを慕したってくれるのに、ソーシはモモカにうまく答えられていない気がする。

　記憶を失ったといっても、失った記憶は一部だけなのでソーシの日常生活には影響がない……と言いたいが、実はあった。

　そもそも自分は、なぜ轟岳館学園に入学したのだろうか……轟岳館学園は日本有数の進学校で、入学はかなりの狭せまき門だ。ソーシはそこに入学するため、中学時代は必死に勉強をした。さらに勉強と同時に、師し匠しように課せられた刃無流の修しゆ行ぎようもやっていたのだから、中学時代のソーシはかなり多た忙ぼうだった。自分でもムチャをやったと思う。

　それらの努力の末、無事学園に入学できたのだが……あれだけの努力をしたモチベーションがなんだったのか、今となってはよくわからない。

　いや、原因はわかっている。ソーシは幼い頃ころ生き別れた妹の手がかりを求めて学園に入学した……らしい。だがその辺りの記憶がない。理事長の桜さく夜やから説明を聞いたが、やはりそれは実感の伴わない他人の記憶のようなものだった。

　その結果どうなったかというと──いわゆる燃え尽つき症しよう候こう群ぐんとでも言えばいいのだろうか。学園に入学して以来、ソーシは形容しがたい虚きよ脱だつ感を感じていた。








第一章　凡ぼん人じんと秀しゆう才さいと天才と寝ね坊ぼ助すけと









　一学期最後の期末試験──轟ごう岳がく館かん学がく園えんでは試験結果の順位が発表される。といっても、最近は個人情報がなんのかんのと問題視されるので、生徒全員の順位が大々的に公表されることはない。個人成績表に自分の学年順位が書かれているだけだ。

　とはいっても進学校なので生徒たちもそのあたりの情報には敏びん感かんで、公表はされないが誰だれがどの程度の順位なのかだいたい知れわたってしまう。特に成績上位者は。

　ソーシは自分の成績を見つめていた──学年順位、九十七位。なんだかすごく微び妙みような数字だ。一年生は二百人以上いるので、平均よりは上だ。上だが、決して上位ではない。むしろ平均ギリギリと言った方がいいのかもしれない。

　ソーシとて、自分の学力には自信があった。小中学校と常に学年トップの成績だった……ソーシが通っていたのは山奥にある全校生徒十数人の田舎いなか学校なので正直自じ慢まんできることではないのだが、それでも自分の学力は平均よりだいぶ上だと自負していた。

　しかし轟岳館学園は有名な進学校。全国からソーシ以上の秀才たちが集まってくるのだ。その中で平均くらいの成績というのは、ソーシには妥だ当とうなのかもしれない。

　期末試験直前に『侵蝕者デイストラクタ』と戦せん闘とうがあって、多少のケガもして、しかも寮りように帰ったら寮生たちが『侵蝕者デイストラクタ』戦の勝利祝賀会、とか理由をつけてパーティーみたいなことをして、全然勉強ができなかった。そういう事情を考えれば、この成績は十分なのではないだろうか。そう、ソーシは全然勉強していなかったのだから……そんな高校生にありがちな言い訳を脳内でするソーシ。

「ソーシ、これはなんなの？」

　と、モモカが成績表片手にやってくる。モモカはこの春この世界にやってきた『保全者パラミシア』だ。そのせいか、まだ常識にうとい部分がある。

「この前試験があっただろ。その結果をまとめたものだよ」

「こんなものにどんな意味があるの？」

「まぁ、自分の実力がどの程度かを測る意味があるな」

　モモカはどことなく納なつ得とくいかない、という顔をしている。なるほど、あまり成績はよくなかったか。まぁモモカはそもそもこの世界に来て日が浅いし、常つね日ひ頃ごろからソーシと一いつ緒しよに行動することが多いので、勉強時間もソーシと同程度しかとれていないはずだ。ということはモモカの成績もソーシと同程度のはずだ。

　チラリと、モモカの成績表をのぞいてみる。盗ぬすみ見しているようだが、モモカは特に隠かくそうともしていないので大だい丈じよう夫ぶだろう。モモカの成績表には──学年順位、四位──そう書いてあった。

「裏切ったな、モモカ！」

「え？　急にどうしたの、ソーシ？」

　キョトンとしているモモカ──思わず叫さけんでしまったソーシをクラスメートたちが見てくるが、声を出したのがソーシだとわかるとなんだ、といった感じで皆みな視線をそらしていく。一学期の間にいつのまにかソーシは変人の類たぐいとクラスメートからは認にん識しきされているのだ。なぜだろう、理り不ふ尽じんすぎる。

「どうしたんだい、ソーシ君。変な声だして」

「乖かい人とか。見ろよ、モモカのやつ、こんな成績で……」

「あー、モモカさんが四位だったんだ。ボク五位だったから、早さつ速そく抜ぬかされちゃったね」

　……そういえば乖人も成績優ゆう秀しゆうな男だった、変人のクセに。

「えー、ちゃんモモマジ頭いいじゃん。アタシ今回ダメだったのに、うらやますぃー」

　灯萌ともえもやってくる。どうやら灯萌はあまり成績がよくなかったらしい。よかった、ソーシの仲間がいた。

「灯萌の成績はどうだったんだ？」

「あー、アタシまじダメ。ヤバたん」

　と、傍かたわらの机に突つっ伏ぷす灯萌。その手の成績表がソーシの視界に入る──学年順位、一七位。

「灯萌、お前もか！」

「どうしたんだい、ソーシ君。ブルータスに殺される直前のカエサルみたいな顔になってるよ」

「どんな顔だよ！」

「今のソーシ君みたいな顔」

　そもそも乖人はカエサルが死ぬ直前の顔を見たことがあるのか……いや、『保全者パラミシア』の不思議パワーを使えば知ることもできそうだからちょっと怖こわい。

「お前等全員おかしいよ、頭がおかしいよ……勉強時間って正直俺と変わらないだろ？　なのになんでそんな成績に差がつくんだよ」

　轟岳館学園は全寮制。モモカや灯萌、乖人もみな、ソーシと同じ特待生用の寮に入っている。すなわち、日常生活はお互たがい筒つつ抜ぬけだ。お互い同じような生活を送っているのに、この差はなんだろう。

「ソーシ君。前も言ったけど、ボクらはさ、ほら、他の人とちょっと違ちがうから、だからあまり気にしないほうがいいよ」

『保全者パラミシア』という連中が地球人より身体能力が優すぐれているのは間違いないが、それは知能や知力といった部分も同様なのだ。

「それにボクらよりすごい人もいるし」

　乖人が視線を向ける先には、七なな有う美み亞あ彌や歌か、通つう称しよう委員長がいた。委員長の席のまわりにはクラスメートの人だかりができている。

「委員長すごーい、学年一位じゃん」「この学校で一位って、実質的に日本で一位も同然よね」「すごいわー、どんな勉強してるの」「いえ、日々の積み重ねを効率よくやっているだけです」

　社交的な委員長は友人も多い。女友達に囲まれた委員長は柔やわらかい笑えみを浮うかべつつ謙けん遜そんしている。その笑みもイヤミな部分がない、さわやかな印象だ。なんだろう、あの完かん璧ぺき超ちよう人じん。そんな委員長の顔を見ていると嫉しつ妬とする気にもならない。むしろ嫉妬すると自分の器うつわの小ささが強調されるだけだ。

「あー、でもさ、オタッちはちょっとマズくない？」

「なにがだ？」

「特待生は、成績が上位じゃなきゃ取り消される感じらしいし、オタッちの成績だとダメなんじゃない？」

「乖人、どうなんだ？」

「確かにそういう決まりはあるね」

　ソーシが特待生になったのは特例である。成績が悪いのに特待生でいられるとは思えない。このままだとマズイかもしれない。

「え？　それじゃソーシ、このままだと学校を追い出されるの？」

「いやいや、話が飛びすぎだ。さすがに退学はないだろ」

　モモカの言葉を慌あわてて否定するが、言いしれぬ不安がソーシの胸中を渦うず巻まいていた。ソーシも、自分の頭が悪いとは思っていない。ただ、比べる相手が『保全者パラミシア』ばかりなのが問題なのだ。だってこいつらチートだし！

「空我山君、成績が悪かったのですか？」

　と、いつのまにか学年一位様いいんちようがやってきていた。委員長はいつも通りマジメな表情でソーシたちを見まわしている。

「高たか伏ふせ君はいつも通り、モモカさんは優秀な成績ですね。篝かがり火びさん、あなたは頑がん張ばればもう少し成績が上げられたはずですよ」

「あー、はいはい。委員長のお説教ウザいんですけど～」

「すねないでください。あなたの実力はもっとあると、私は評価しています。もう少し実力を発揮したらどうですか？」

「……ちぇっ」

　少し行ぎよう儀ぎ悪わるく舌打ちして灯萌がそっぽを向いた。図星らしい。

「ともあれ、このクラスの特待生組は問題ない成績のようですね」

「委員長、俺は？」

「このクラスの特待生組はおおむね問題ない成績のようですね」

「なんで今言い直した？　俺は？　俺はダメなのか？」

「ソーシ、大丈夫よ。私がなんとかするわ」

　モモカが立ち上がって告げる。

「ソーシを退学にするような学校なんて──私の刀のサビにしてやるわ」

「しなくていい！　そもそも俺退学になるわけじゃないからな？」

　モモカはやはりまだ常識知らずだ……なのになんで成績がいいんだろう。不条理だ。

「空く我が山やま、退学になるの？」「あぁ、やっぱり……」「だって、ね？」「空我山だし……」

　退学を連呼していたらいつのまにかクラスメートが白い視線を向けてきていた。なんでみんな、ソーシならしかたない、みたいな空気を出しているんだ。理不尽すぎる。

　よくよく考えると、轟岳館学園は普ふ通つうの学校ではない。『侵蝕者デイストラクタ』に『保全者パラミシア』という国家機密レベルの情報を隠いん匿とくしているような場所だ。ソーシ一人の身み柄がらをどうこうすることなど難しくはないはずだ……あれ？　これ俺の身がけっこうヤバいんじゃない、とソーシも遅おそまきながら気づく。

「俺、ちょっと用事を思い出した」

「どこへ行くの、ソーシ？　ワタシも行くわ」

　と、モモカもついてくるので一緒に行動することになった。




「……なるほど、それでわたくしのもとに来たということですのね」

　と、答えたのは轟岳館学園高等部三年、伽が藍らん道どう桜さく夜やだ。彼女はいつも通り、本館にある生徒会長室にいた。彼女は学園の生徒であると同時に学園の理事長も務めており、実質的にこの学園を牛ぎゆう耳じる存在といってもよかった。

「で、桜夜先せん輩ぱい。俺ってもしかして、特待生を取り消されたりしますか？」

「いいえ、今のところそのつもりはありませんわ。この学園においては、特待生イコール成績上位者ではありませんもの。『保全者パラミシア』たちをまとめるためのカテゴリに過ぎませんわ。一いつ般ぱん生徒に比べて優ゆう遇ぐうしているように見えるかもしれませんけれど、それもすべて『侵蝕者デイストラクタ』との戦闘を円えん滑かつに進めるための措そ置ちですわ」

　確かにその通りだ。特待生の生徒は一般生徒とは別の特別寮に入ることができる。また、普ふ段だん学園島の外に出る時は複雑な手続きが必要だが、特待生はその手続きを簡略化できる。それらの優遇は全すべて学園島外で戦うためのものだ。

「あと特待生には奨しよう学がく金きんという形で金銭の支給もありますけれど、これも彼らに生活費を渡わたすための措置ですわ」

「そういえば、この前作った銀行口座に入金があったわね」

　と、ついてきたモモカも呟つぶやく。

「あまりお金の使い道がないからそのままにしておいたけど」

「俺、そんなのもらってないぞ？」

「空我山さんは生活費を支給しなくても暮らせるでしょう」

「そりゃそうですけどね……」

　ソーシはモモカたちとは違い、日本人だ。親もいるし、生活費や学費は親が払はらってくれている。

「不満ですかしら？」

「いえ、別にお金が欲ほしくて『侵蝕者デイストラクタ』と戦ってるわけじゃないですし」

「本音は？」

「……命はって俺戦ってるのになんでだよ、ケチ、とはちょっと思いますけどね」

「けっこう。こちらをご覧になって」

　桜夜は伏ふし目がちな顔を上げ、一枚の紙をソーシの方へとさしだしてきた。紙には、なにやら細かい数字が書かれている。

「今年あなたが入学して、『侵蝕者デイストラクタ』の出しゆつ撃げき時にあなたにかかった費用の合計ですわ」

「……い、いがいと高いですね」

「あなたは負傷率が高いので治ち療りよう費がかかっていますの。あなたの場合、保険適用外の治療も行いましたし、あなたが出撃した時に出た被ひ害がいの補ほ塡てんもありますし、お金はかなりかかっていますのよ。この上あなたはまだお金が欲しいとでも？」

「治療費は……まぁしかたないけど、被害の補塡って、そういうの桜夜先輩が出してくれるものじゃないんですか？」

「えぇ、出していますわよ。空我山さん、『侵蝕者デイストラクタ』が一度出現する度たびに出撃費用がいくらかかるかご存じ？」

「……けっこう高いんですか？」

「えぇ、それなりに。さらに町に被害がでれば、その補ほ償しようで出費がかさみますわ。もちろんその金額をあなたたちに請せい求きゆうすることはありませんけれど、学園の予算にも限りはありますの。切り詰つめるべき予算は切り詰めるべきだとは思いませんこと？」

　つまり、ソーシに支給されるお金は節約対象ということか。まぁ少し理り不ふ尽じんに感じるけれど納なつ得とくはできる。現実はアニメやマンガとちがって世せ知ち辛がらいということだ。

「空我山さん、仮にあなたが今後の出撃で大けがをしたとしても、その治療にかかる費用は全てこちらで持ちますわ。万が一命を落とした場合は、ご遺族に見み舞まい金きんとしてそれなりの金額をお届けしますわ」

「それは正直知りたくなかったな……さすがに現役高校生が死んだら、事件になりません？」

「『侵蝕者デイストラクタ』に殺されたなら、事件にはなりませんわ」

「そうでした」

『侵蝕者デイストラクタ』は人間の運命に直接干かん渉しようする能力を持つ。『侵蝕者デイストラクタ』に殺された人間は運命そのものが消しよう滅めつし、結果、世界中の記き憶おくからその人物の存在が消えてしまうのだ。仮にソーシが『侵蝕者デイストラクタ』に殺されても、ソーシの親は、ソーシなど最初からいなかったかのように振ふる舞まうだけなのだ。

「それに最初の話ですけれど──空我山さん、あなたは特待生ですけれど、成績は特待生の水準に届いていませんわ。この成績ではとても奨学金を渡すことはできませんわね」

「やっぱ、そっちのほうですか」

　つまり、お金が欲しければもっと成績上げろということか。

「でも、ここ最近出撃が多くて、勉強時間が削けずられているんですけれど」

「わたくし、授業時間以外に勉強時間なんて取っていませんわよ」

「……桜夜先輩の成績を教えてもらえません？」

「全国一位ですけれど」

　もうやだ、この学園完璧超人だらけじゃん……秀しゆう才さいや天才がゴロゴロいる中、ソーシは自分が凡ぼん人じんだと改めて思い知らされた気分だった。

「それはそうと、空我山さん。夏休みの予定はいかがかしら？」

「予定は、全然無いですけど」

「そうではなくて、ご実家には帰りますの？」

「そうですね。実家に……あ、そっか。夏休みでも『侵蝕者デイストラクタ』は出ますよね。なら実家に帰っていられないのか」

「『侵蝕者デイストラクタ』ならワタシがなんとかするから、ソーシは気にせず実家に帰っても平気よ」

　モモカが自分の胸を叩たたく。モモカたち『保全者パラミシア』はそもそも実家などないから、夏休みでも帰省したりはしないのだ。それは悲しいな。

　いっそモモカもつれて帰省するか──いや、ダメだ。高校入学して最初の夏休みでいきなり同級生の女の子を連れ帰るなんて、周囲になんて説明すればいいんだ。

「特待生の大半は、夏休み中も学園島で暮らしますわ。あなたも希望するなら、そうしてもよろしいですわよ」

「いいんですか？　ならそうしようかな」

「ソーシ、親に会わなくていいの？」

「あぁ、いいんだ。会ってもロクに会話もしない親だし、そもそも仕事が忙いそがしくて滅めつ多たに家に帰ってこないからな」

　むしろ実家には帰りたくないくらいだ。轟岳館学園が全ぜん寮りよう制せいでソーシにはありがたい。

「でもソーシ、ご両親が生きているのなら、会っていろいろ話をするべきだわ。いなくなってからでは遅いのよ？」

「それは……」

　モモカがいつになく真ま面じ目めな口調で語る。モモカの複雑な身の上話は以前聞いたが、モモカに両親はいないのだ。そんなモモカが言うと、言葉の重みが違ちがう。

「夏休み中にはイベントを企き画かくしていますわ。空我山さんが学園島に残るのなら、ぜひ参加してもらおうと考えていますのよ」

「イベント？」

「特待生を集めた勉強合宿──というのが表向きの建前。実際は、学園の『保全者パラミシア』たちを集め、対『侵蝕者デイストラクタ』戦に向けた戦力強化訓練を行う予定ですのよ」

「へぇ、いいですね。どうせなら俺もそっちに参加したいな」

　最近も『侵蝕者デイストラクタ』と戦ったが、正直ソーシはあまり役に立っていない。そのことは自覚している。ならばこそ、その訓練には参加したいところだった。

「いいの、ソーシ？　ムリしなくてもいいのよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。親には電話で伝えれば十分、勉強するって言えば文句も言われないだろ」

「そういうことなら、空我山さんも参加するということにしておきますわ……今年はおもしろくなりそうですわね」

　フフッと笑う桜夜。夏休みの合宿なんて、ソーシは中学時代も帰宅部だったので初めての経験だ──いや、師し匠しようのところに泊とまりがけで修しゆ行ぎようした経験はあるから、初めてでもないか。

　そして、そういうことか、とソーシは気づく。轟岳館学園はあまりクラブ活動が盛んではない。クラブ活動はもちろんあるが、春先に勧かん誘ゆうもされなかったし、活動もあまり耳にしない。だがよく考えれば、人間離ばなれした『保全者パラミシア』たちがスポーツなどで大暴れしたら日本の高校生記録は根こそぎ塗ぬり替かえられてしまうだろう。『保全者パラミシア』の存在はあくまで秘密なので、そういう理由でおそらくあまり活発ではないのだ。

　ともあれ、そういうわけでソーシの夏休み中の予定はとりあえず決まった。




　そして終業式も無事に終わり、学園は長期休きゆう暇かに入る──その日はいつになく学園全体が騒さわがしかった。ムリもない。実家が近ければ毎週末に帰ることも可能だが、進学校である轟岳館学園には生徒が日本中から集まってくる。実家が遠い生徒は長期休暇の時くらいしか帰る余よ裕ゆうがないのだ。

　生徒たちが一いつ斉せいに帰るせいで、学園島入り口では帰省ラッシュが起きているようだ……学校でラッシュが起きるというのもすごいな、とどこか他人ひと事ごとのように感じるソーシ。ソーシは実家に帰らないので完全に他人事だ。『保全者パラミシア』である特待生もみな学園に残るので、夏休みでも学園は意外と人が多いようだった。

　とりあえず母親にはメールで、夏休みは学園で過ごす、と言っておいた。昨日メールを送ったのにいまだ返信はない。まぁそれがソーシの母親だ。息子のことを、愛してないわけではないのだが、どこか腫はれ物でもさわるような扱あつかいをする。子供のころは普通だったはずなのに……なんでこうなってしまったのだろう。ソーシ自身その理由が思い出せないので、たぶん親とのこの関係は一生変わらないだろう。

　まぁソーシのことはいい。それよりも目の前の合宿だ。

　桜夜の説明によると、合宿は一週間ほどの予定。場所は学園島から少し離れた場所にある島。イカロスが所有するそちらの島は普段人が寄りつかず、船も近づかない位置にある場所だという。なるほど、『保全者パラミシア』が思いっきり暴れても問題のない場所をばっちり用意しているようだ。

　そしてソーシは今、夕方の学園島を一人走っていた。日課のランニングだ。早朝に走り込みをするのはソーシの習慣だが、最近はメニューを増やして夕方も運動するようにしていた。それはもちろん、ここ最近の出撃で思うように戦果が出せなかったため、自主的にメニューを増やして体力作りをしているのである。

　学園島の外周のランニングコースを熱心に走る。今日は夕方まで寮の自室で勉強をして、今はトレーニング。夕方になっても夏は暑い。体感的な蒸むし暑さでいうと、今が一日で一番暑いかもしれない。軽く走っただけでも全身に汗あせが浮うき出てくる。冷れい房ぼうのある寮に戻もどりたくなる気持ちをグッとこらえ、しばらく走り続けた。

　走りながら少し考えてみる──自分は結局なにがしたいのだろうと。なぜ自分は『侵蝕者デイストラクタ』と戦っているのだろう。たいした見返りもなく、場合によっては命を落とす危険さえある戦いに自分はなんで好きこのんで挑いどんでいるのだろう。ソーシはドＭなのだろうか。あながち間違っていないかも、という気がした。

　自分が物語の主人公になったなどと思い上がってはいない。だがしかし、モモカや灯萌たち、身近なクラスメートが世界のために戦っている中、自分だけ知らんぷりということはできない。ソーシはまだ弱いかもしれないが、『侵蝕者デイストラクタ』と戦う力はあるのだ。女の子にばかり戦わせてなにもしないのでは男が廃すたるというものだ。だからこそこうして毎日のトレーニングも続けている。

　ソーシはわずかに感じたいらだちを振り払はらうように必死に走って──いつのまにか、高台にまできていた。学園島の南部にある岬みさきのように突つき出た場所。坂を上った上はちょっとした広場となっており、ベンチと自じ動どう販はん売ばい機きが設置されている。ここで少し休きゆう憩けいすることにしよう。額の汗を腕うででぬぐった後、自販機に向かって学生証を取り出した。学生証はＩＤカードとなっており、学園島内にある商業施し設せつで買い物をする時はこのカードを出せば、自動的に精算が終わる。この学園で買い物をする時は現金を使う必要がないのだ。ちなみにこのＩＤカードはクレジットカードではなく、学園島内でのみ流通している仮想通貨がチャージされたプリペイドカードという位置づけである。

　自販機に学生証を押し当て、スポーツドリンクを買った。ドリンクの自販機の横にダシ醬しよう油ゆの自販機も並んでいた。この自販機どこにでもあるよな。というか、ここにおいてても買う人いないだろ、絶対。

　ソーシはスポーツドリンクのフタをあけ、グビグビ喉のどを鳴らしながら吞のみ込む。美味うまい。体の中に水分が染しみ渡わたっていくのを実感できる気がする。

　と、ソーシは先客がいたことに気づいた。高台に設置されたベンチのうちの一脚きやく。その上に横たわる人ひと影かげが夕日に照らし出されているのだった。

「Ｚｚｚ……」

　すやすやと寝ね息いきが聞こえる。相手はベンチの上で寝ているのだ。そしてその人物には見覚えがあった──紅くれない巫み女こ兎と。学園に入って知り合った生徒の一人。ソーシと同じ一年生で、同じ寮に住む特待生、すなわち『保全者パラミシア』だ。巫女兎はいつものごとく、自分の長い髪かみをマクラ代わりにしてスヤスヤと眠ねむっていた。実に安らかな寝顔だ。うらやましいくらいに熟じゆく睡すいしている。

　ソーシが知る限りにおいて、巫女兎ほど睡すい眠みんを愛する人物はいないだろう。なにしろソーシが巫女兎を見かける時は、たいてい寝ているか半分寝ながら動いているか、どちらかのパターンしかない。早い話、ソーシは彼女がまともに起きているところを見たことがないのだ、すでに四ヶ月近く同じ寮で過ごしているというのに。

「おい、巫女兎、起きろよ。もう夕方だぞ。寮に戻った方がいいんじゃないか？」

「ん～……起きた？」

「いや、寝てたのはお前だろ？」

「……寝てる？」

「いや、起きろよ」

「起きたよ～」

「本当だな」

「そんな夢を見ている……」

「寝ぼけているのか、お前は」

　起き上がった巫女兎は半分寝ているような眼まな差ざしで頭をフラフラと揺ゆらしている。とはいっても巫女兎はいつもこんな感じなので、今さらどうこう言ってもしかたがない。

「……暑いよ～」

「当たり前だ。もう真夏だぞ？」

「寝た時は、日ひ陰かげで涼すずしかったんだよ～」

　確かに巫女兎の寝ていたベンチの傍かたわらには木が生えていた。だが今は思いっきり西日が当たっている。

「寝ている間に太陽の位置が変わったんだろう……というか、何時間ここにいたんだ？」

「……ん～、朝？」

「寝過ぎだろ！」

「……お腹なか減った～」

「朝からなにも食べてないなら、そりゃな」

「……喉かわいたよ～」

「そりゃ、こんな暑い場所にいたら寝てるだけで喉が渇かわくだろう」

「……少しフラフラする～」

「やっぱり寝ぼけて……いや、それ熱ねつ中ちゆう症しようになってないか？　だとしたらまずいぞ。とりあえずこれを飲め」

　ソーシは慌あわてて飲みかけのスポーツドリンクを差し出した。真夏の炎えん天てん下かに長時間いたら、寝てるだけでも熱中症になる。巫女兎はなんだか半分寝ぼけたような目でふらふらしている。うん、いつもこんな感じなので、彼女が元気なのか調子が悪いのかよくわからない。

　巫女兎は寝ぼけ眼まなこのまま両手でペットボトルを受け取ると、クピクピ飲んでいく。そのときジュースが垂れて彼女のアゴを伝って首筋へと流れていった。なんとなくなまめかしい。

　しかもこれよく考えたら間接キスだな。巫女兎はそんなこと全然気にした様子がないけど。ソーシにしても巫女兎は同級生というより、なんとなく手のかかる妹みたいな感じだ。ソーシには妹なんていないはずなのに、そんな感覚がある。いや、ソーシには実は、昔妹がいたのだ。今はそれを忘れているだけ……やはりこの感覚は……

「……ありがとぅ、助かったよ～」

　ペットボトルのジュースを飲み干した巫女兎は、手で口元をぬぐっている。

「大丈夫か？　まだフラフラするなら医務室いったほうがいい。俺が付き添そうから」

「……平気だよ～、でもありがとう」

「本当に大丈夫か、ムリするなよ？」

「……うん……ムリせず……今日はもう休むよ～」

　ぱたん、とその場で横たわる巫女兎。

「寝るな！　休むにしても、寮に戻って寝ろ！」

　本当に、この子は一日何時間寝る気だ。

「……くぅ……」

「もう寝てるし！　あぁ、もぅ、しかたないな！」

　結局、ソーシは眠ってしまった巫女兎を背中に背負い、高台の坂道を下りて寮へ帰ることにした……なんだか、前も同じことをした記き憶おくがある。

「……いつも、悪いね～、むにゃむにゃ」

「そう思うなら自分で動け」

「……すり～ぴんぐ」

「寝てるのかよ」

「……起きている……気がする」

　巫女兎は相変わらず不思議ちゃんだ。

「そういえばさ、今度合宿みたいなのがあるだろ、特待生が集まるやつ。なんか、どっかの島を借り切ってやるらしいじゃん。巫女兎も来るんだろ」

「……行かないよ？」

「なんでだよ。特待生は全員参加するんじゃないのか？」

　巫女兎の場合、合宿に来ても寝ているだけのような気がする。しかし巫女兎だけ仲間はずれなのもかわいそうだ。

「……違ちがう」

　ソーシの背中で、巫女兎が身をよじる気配を感じた。

「……ボク、この島を出れないから……」

「出れない？　なんで？」

「そういう、約束、だから……」

　約束……どういうことだろう？　なにか理由があって島を離れられないということか。

「なんだ、来れないのか？　残念だな」

「……残念？」

「あぁ、同級生と合宿なんて、俺初めての経験だからな。巫女兎は合宿やったことあるのか？」

「……ないね～」

「なら参加してみろよ。どうしても来れない事情があるなら仕方ないけどさ、来てみればなにか新しい発見とかあるかもしれないぞ。なんなら、俺から桜夜先せん輩ぱい辺りに頼たのんでみるし」

「……楽しい……かな？」

「まぁマジメな合宿だから遊びまくることはできないだろうけど、やってみればきっと楽しいぞ」

「……そう……」

「だから、うぉっ！」

　そこで衝しよう撃げき、ソーシの体が前につんのめった。巫女兎がソーシの背中を蹴けり飛ばしたのだ。そうとしか思えないような衝撃。

「いきなりなに、っ」

　振ふり返り、息を吞のんだ。

「あ、ぁ……」

　目の前に巨きよ大だいな怪かい物ぶつが佇たたずんでいた。身長三メートルはある巨人。全身の皮ひ膚ふをウロコが覆おおい、顔は魚みたいな異貌の巨人。『侵蝕者デイストラクタ』だ。『侵蝕者デイストラクタ』はその太い腕で巫女兎の体を鷲わしづかみにして、そのまま巨大な口で巫女兎の体を丸吞みにした。

「ウソだろ、巫女兎……刃じん無ない流りゆう古こ道どう術じゆつ、零ぜろ式落らく陽よう！」

　ソーシは地面を転がって『侵蝕者デイストラクタ』の巨きよ体たいの足元へと潜もぐり込むと同時、地面から飛び跳はねるように蹴りを放つ。その蹴りは『侵蝕者デイストラクタ』の指を砕くだいた。

「巫女兎を返せ、っ、くっ！」

　頭に血が上ったのがまずかったか、無防備に突っ込んだソーシに『侵蝕者デイストラクタ』は強きよう烈れつなカウンターを放ってきた。『侵蝕者デイストラクタ』の豪ごう腕わんが、ソーシの胴どう体たいに風穴を開けたのだ……息が、できない。ノドから血がこみ上げてくる。致ち命めい傷しようだ。灼やけるように痛いはずなのに、体が凍こごえるように寒くなっていく、まずい、意識が……




「……起きて……」

　耳元で、声。ハッとするソーシ──気づけば、ソーシは背中に巫女兎を背負った姿勢のまま、学園島の道の上に立っていた。

「なにがあった、『侵蝕者デイストラクタ』は、どうなった？」

「………Ｚｚｚ」

　背中の巫女兎は相変わらずソーシにもたれて寝ている。自分の体を見ても、『侵蝕者デイストラクタ』につけられた傷はない。ウソだろ、とつぶやくソーシ。

「……夢？」

「そう、なのか？」

「……居い眠ねむり？」

「変だな、寝ねたつもりはなかったのに……」

　白昼夢なのだろうか？　妙みように生々しい夢だった。いったいなんだったんだろう……

「……ねぇ」

「なんだ？」

「理事長のとこ、いって」

　巫女兎がそんなことを言い出した。

「……ボクも合宿、行きたい……」







「なるほど、そういうことですの」

　生徒会長室で理事長である桜夜は腕うでを組み、ソーシの話を聞いて頷うなずいてみせた。巫女兎を連れてここまで来たわけだが、巫女兎が合宿に行きたがっていると話したのはソーシである。巫女兎は生徒会長室のソファの上ですやすや寝ている。巫女兎はやはりいつもどおりの巫女兎だった。

「紅さんまで合宿に行きたがっている……そういうことですわね？」

「はい、だよな、巫女兎？」

「……すり～ぴんぐ～」

「起きろよ、巫女兎。お前も自分の口で説明しろよ！」

「けっこうですわ、空我山さん。彼女を起こす必要はありませんわ。彼女が寝ているのは、ある意味当然ですもの」

　確かに巫女兎はいつも寝ている。

「学園島絶対防衛システム」

「え？　なんですか？」

「この学園島は、『侵蝕者デイストラクタ』と戦う最前線にして最重要拠きよ点てん。だからこそ、『侵蝕者デイストラクタ』の攻こう撃げきにも耐たえうる防衛システムが必要なのですわ。それは現在〈九星衆メシア〉の手によって築かれていますの」

「メシア？」

「最も強力な『幻装咒式レジエンダリ』をもつ九人の『保全者パラミシア』たちのことですわ。彼らの持つ能力、『幻装咒式レジエンダリ』を組み合わせることでこの学園島は強固な防衛力を誇ほこっていますのよ──ちなみに、高伏さんも〈九星衆メシア〉の一人ですわ」

「乖人が？」

「実はそうなんだ」

　室内にいた乖人がニコッと笑いながら両手でピースを作った。ダブルピースだ。イラっときた。乖人はいいかげん死ねばいいと思う。

「たとえば、空我山さん。あなたもこれまで何度か『侵蝕者デイストラクタ』の戦いに参加したと思いますけれど、違い和わ感を感じませんでしたこと？」

「そうですね、なんだか、いつも近場で戦ってますね」

　ソーシの経験した戦いは全すべて、学園島から車で往復できる範はん囲いのものだった。早い話、近所でしか戦っていない。

「別の場所では他の『保全者パラミシア』が戦ってるんですか？」

「いいえ、日本国内に限れば、『侵蝕者デイストラクタ』はこの周囲にしか出現していませんわ」

「なんでそんなに都合よく？」

「『侵蝕者デイストラクタ』がこの学園島に引き寄せられるからですわ。これも学園絶対防衛システムの効果ですわ。『保全者パラミシア』の多く集まる場所に『侵蝕者デイストラクタ』は引き寄せられますの。だからこそ、『侵蝕者デイストラクタ』はこの学園島を優先して狙ねらってきますのよ」

「なるほど……日本中に『侵蝕者デイストラクタ』が来たらそれこそどうしようもないから、味方を集中させると同時に敵を引き寄せることで防衛してるんですね」

「そういうことですわ」

「でも、ならもっと別の場所の方がいいんじゃないですか？　学園島は確かに海の上で周囲に人は少ないけど、瀬せ戸と内ない海かいより太平洋の真ん中あたりに学園島を作った方がまわりに被ひ害がいも出ないんじゃないですか？」

「この島は、日本全域を防衛していますの。日本中の『侵蝕者デイストラクタ』を引き寄せるためには、どうしても日本の国土の中心部付近に学園島を設置する必要がありましたの。様々な条件に照らし合わせた結果、この位置になりましたのよ」

　なぜ瀬戸内海に学園島があるのか、その謎なぞが一つ解けた。

「で、なんで急にそんな話をしたんですか？」

「あなたならもうわかったのではなくて？」

「つまり……話の流れからすると、巫女兎もその〈九星衆メシア〉ってやつなんですか？」

「えぇ、彼女の能力は〈九星衆メシア〉の中でも最重要に位置する部類ですの」

「どんな能力なんです？」

「それは機密ですわ」

　ここにきて機密かよ、と思わないでもないが、それだけ重要だということなのだろう。好こう奇き心しんだけで聞いてはいけないようだ。

「ただ、彼女が眠り続けているのは、その能力の副作用、とでも言っておきましょうか」

「そうなんですか……巫女兎、お前ただの寝ぼすけじゃなかったんだな」

「……むにゃ、それほどでも～」

「いや、誉ほめてはないぞ？」

「学園絶対防衛システムのおかげで、『侵蝕者デイストラクタ』も学園島内には侵しん入にゆうできず、周辺地域で暴れるしかない状じよう況きようを意図的に作り出していますの」

「なるほど……あれ？　でも前、この学園島に『侵蝕者デイストラクタ』、入りましたよね」

　そう、春先のモモカの事件だ。モモカが『侵蝕者デイストラクタ』と化し、散々暴れた事件である。

「えぇ、問題はそこですわ……空我山さん。今から話すことは極ごく秘ひ事じ項こう。他言無用ですわ。あなたを信用するからこそ、話すのですわ」

　伏し目がちだった桜夜の目が開かれた。桜夜が目を開くのは、彼女が本気を出した証しよう拠こだ。そのことに気づき、ソーシも頷いた。

「はい、誰だれにも言いません」

「桜夜さん。ソーシ君にまで話すんですか？」

「彼はすでに後あと戻もどりできない段階まで関かかわっていますもの。隠かくし続けるのはフェアではありませんわ」

　桜夜は片手で髪かみをなでつつ、切り出した。




「この学園島内には、すでに『侵蝕者デイストラクタ』が侵入していますわ」




「マジ、ですか？」

「モモカさんの事件で、モモカさんに接せつ触しよくした謎の『侵蝕者デイストラクタ』の存在が示し唆さされていましたの。学園島に外部から侵入した形けい跡せきがない以上、その『侵蝕者デイストラクタ』はすでに学園島内部に存在すると考えるべきですわ。すなわち、学園島内の生徒、職員の中に『侵蝕者デイストラクタ』側のスパイが存在するということですわね」

「それって、ヤバいですよね？」

「えぇ、とても。この事実が外部に漏もれれば、学園島の存続自体が危あやうくなりますわ。わたくしたちの手で解決する必要がありますわね」

「なにか、手はあるんですか？」

「学園島は夏期休きゆう暇かに入り、一いつ般ぱん生徒は帰省。学園島に残っているのは職員と『保全者パラミシア』がほとんどですわ。そして、今回の強化合宿で『保全者パラミシア』は全員学園島の外に出かける──スパイが動くなら絶好の機会ですわね」

「俺たちをおとりにしてスパイを捜さがす気ですか？」

「このままスパイを内部に抱かかえ続ける方が危険と判断しましたの──わたくしの見立てでは、『保全者パラミシア』の中にスパイがいる可能性が最も高いですわね」

　ソーシにとってはショックだった。学園内の生徒たちの中に裏切り者がいるなんて……

「空我山さん、合宿に誘さそっておいてなんですけれど、この合宿にはそういう裏の目的がありますの。今からでも参加は取りやめてけっこうですわよ」

「……でも合宿はするんですよね？」

「えぇ、必要なことですもの」

「なら俺も行きますよ、当然でしょ──モモカやみんなを危険な目にあわせて、自分だけ逃にげるなんてできませんよ」

「ありがとう、ソーシ君。ボクのためにそこまで言ってくれるなんて、感激だよ！」

「乖人、お前は正直どうでもいい」

「うん、ソーシ君のそういう冷たい感じ、ボク嫌きらいじゃないよ」

　乖人は相変わらずの変人振ぶりだった。

　ともあれ、ソーシの決意は固かった。一いつ瞬しゆん頭をよぎったのは──巫女兎が『侵蝕者デイストラクタ』に殺される白昼夢だ。あれはもしかしたら、予知夢というやつかもしれない。スパイが学園島内にいれば、遠くない将来、あの光景が現実になるかもしれないのだ。

「合宿には絶対参加します。そこでなにが起ころうと、自分の目で見届けたいと思います」




　その後ソーシは寮りようの自室へと戻った──とりあえず合宿の準備を進めなくてはならないだろう。しかし桜夜によれば合宿に必要な物は現地でだいたい用意してあるので、着き替がえなどを用意するだけで充じゆう分ぶんだという話だ。しかも合宿費用は無料。こういうところで学園島は予算を惜おしまないのだ。さすが世界に名だたる企き業ぎようグループ。それならソーシにも少しくらい奨しよう学がく金きんをくれても……いや、それは言うまい。

　そんなことを考えていたソーシは、机の上に置いてある物に気づいた。

「おい、またかよ、これは……」

　そこには一冊の本があった。真っ白い表紙には『おまえだけのものがたり』というタイトルだけが踊おどっていた。この本はモモカと出会った事件で手に入れたものだ。中身は謎めいた文章と、無数の白紙のページが並んでいるだけの本だ。しかしこの本は、ソーシの分身とも言うべき『運命』が描かかれた本でもある──少なくとも、ソーシはそう信じている。荒こう唐とう無む稽けいに思えるかもしれないが、なぜかソーシにはそれがわかるのだ。

「この本、押し入れにしまってたはずなのに、勝手に出てきたのか？」

　やはり不思議な本だ。なにげなくページをめくってみて──息を吞のんだ。白紙だったページに、新たな文字が書き込まれているのだ。




『むかしむかし、あるところにおまえがいました

　あるひ、おまえはとてもたいせつなももかをうしないました

　おまえはたいせつなものをとりもどす、ながいながいたびにでました

　そしておまえは「ももたろう」とたたかい、なかまにしました』




　そう、ここまでは以前から書かれていた文章だ。この続きは白紙だったはずなのに、新たな文字が並んでいる。




『あるひ、おまえはしまへでかけることにしました

　おまえは■■■にひゃくさんじゅうななかいだまされました

　おまえは■■■にひゃくさんじゅうななかいだまされ、そしてころされましたとさ

　めでたしめでたし




　BADEND』




「なんだよ、これ……」

　最後の不気味な文字は、バッドエンドということか。合宿は、どこかの島へいくと桜夜が言っていたはずだ……本の中身は、あまりにもタイムリーすぎる。誰かがソーシの留守中に部屋に侵入して本に勝手に書き込んだ、と考えた方がまだいい。だが、それはありえないと、ソーシは心の中で理解していた。

　巫女兎が殺される白昼夢、謎のスパイ、そしてこの本の中身……合宿の行く末に、暗雲がたちこめてきた気がする。








第二章　夏休みと特別合宿









　八月に入り、当初の予定通り轟ごう岳がく館かん学がく園えん特待生強化合宿が行われた。宿しゆく泊はくの準備を整えたら学園島の南部に集合と言われたので、どうするのかと思っていたらそこにフェリーが止まっていた。普ふ段だんはあまり使われないが、学園島には船が停泊するための港こう湾わん施し設せつもあるのである。

　生徒たちがフェリーに乗り込むと、ほどなく出港する。瀬戸内海の穏おだやかな波の上をフェリーは進んでいく。乗り込んだ生徒たちはわいわいとそれぞれのグループに分かれ、賑にぎやかにしている。数は少ないが、ソーシたちよりもっと若い子供たちまで乗っている。轟岳館学園には初等部もあるし、『保全者パラミシア』の中には幼い子供もいるのか。

　しかし……全体を見回しながら考える。ここには学園の『保全者パラミシア』が勢せい揃ぞろいしているわけだが、この中に桜夜の言うスパイがいるわけだ。怪あやしい人物はいないか見回すが、よくわからない。ソーシと面識のない人間が多いし、怪しいと思ってみると誰もが怪しく思えてきた。ダメだな。疑ぎ心しん暗あん鬼きになると、罪のない人でも犯罪者に見えてくる。自己嫌けん悪おになりそうだ。

「ソーシ、どうしたの？　最近変よ？」

　と、傍かたわらのモモカが尋たずねてくる。ちなみに今は夏休みだが、集合した生徒たちは全員制服である。合宿は学校行事ということになっているからだ。

「いや、別になんでもない」

「そう？　ならいいんだけど……ソーシもオヤツ食べる？」

　むしゃむしゃと、モモカがなにか茶色っぽいものを食べながらソーシに差し出してくる。

「なにを食べているんだ」

「せんじがら」

「それはまたしぶい物を食べているな」

「美味おいしいわよ」

「知ってるよ。なんだか、すごく懐かしいな。一個もらおう」

　ソーシはモモカからもらった肉を口に入れた。かみしめるごとに口の中に肉の味わいが広がっていく……ちなみにせんじがらとは、主にブタの胃を油でカラカラになるまで揚あげ、塩などで味付けした物である。食感はかなり固く、幼い子供や老人では食べるのに苦労するだろうが、嚙かめば嚙むほど肉の旨うまみがじっくりしみ出てくるのでとても美味しい。お酒のおつまみとして売られてはいるが、おやつとして食べても悪くない。ただ、女子高生がもりもり食べるものかというと微び妙みような気もするが、モモカは気にせず食べている。あいかわらず食くいしん坊ぼうだ。

　ちなみにせんじがらは広島だとコンビニでも売っているポピュラーな食材だ。通つう販はんなら全国どこでも買える。ソーシ個人としてはコンビニで売っているやつよりも、自家製で作っている店で直接買った方が美味しいと思う。特に揚げたてが手に入れば言うことはない。レシピそのものは単純なので自分で作ってもいい。牛肉や馬肉で作った物もあるが、ブタ肉が一番基本で美味しいと思う。

　と、そこに灯萌ともえがやってきた。

「ちゃんモモなに食べてるの？　アタシのポ○キーと交こう換かんしない？」

「いいわよ、はい」

「うわ、なにこれ、グロくない？　受けるわ～……でも、意外と美味しい」

「でしょ？　ポ○キーと一いつ緒しよに食べるのも悪くないわね」

「や～、それは正直微妙でしょ……オタっちも食べる？　やっぱ旅の基本はポ○キーでしょ」

　広島出身者としてはカ○ビーのお菓か子しを推おせよ、と思わないでもないが、ポ○キーに罪はないのでソーシももらうことにした。が。

「んッ」

　と、なぜか灯萌がポッキーを口にくわえてソーシに差し出してきた。これはまさか、噂うわさに聞くポ○キーゲーム……な、わけないか。灯萌はポ○キーをくわえたまま少しにやにやしている。灯萌とも数ヶ月付き合ってだいたいの性格はわかった。これはソーシをからかって遊ぼうとしている時の顔だ。そうやってポ○キーを差し出して慌あわてるソーシの顔を見て笑う気だ。そうはいくか。ソーシはゆっくりと、灯萌に顔を近づけていく。灯萌は、おやっ、という顔になり、まさか本気でやる気、という眼まな差ざしで問いかけてきた。

　ソーシとしても、中ちゆう途と半はん端ぱに身を乗り出したおかげでなんだか引っ込みがつかなくなってきた。まずい、童どう貞てい男子にはこういうときの上手うまい対処方法がよくわからない。と。

「ダメぇっ！」

　と、モモカがソーシの体を突つき飛ばした。いきなりの衝しよう撃げきにソーシは反応しきれず、頭から床ゆかに転がった。

「ソーシも灯萌もダメよ、そんなこと……こ、こんなところで口吸いキスなんて、ハレンチだわ！」

「ちゃんモモ、慌て過ぎ～。軽いジョークだってば」
















「だって……」

「なにやら、こちらで風紀の乱れたにおいがしましたね」

　キリッとした表情の委員長がやってきた。

「旅に浮うかれる気持ちはわかりますが、あまり浮かれすぎないように」

「わかってるって、委員長、あいかわらず頭かたいわ～」

「風紀の乱れは心の乱れです。みなさんの乱れた心を取り締しまるのも、委員長の使命です」

　ソーシの周囲は相変わらずだ……どうでもいいけど、誰だれか一人くらい床に倒たおれたソーシの心配をしてくれないのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　と、ソーシの目の前に手が差し出された。なぜだろう。何気ないその行こう為いがすごく嬉うれしい。誰かは知らないが、こういうときに親切にされると少しグッと来る。まさかこれが恋こいの始まり？　ソーシは差し出された手を握にぎった。

「ありがとう、助かった」

「困った時はお互たがい様だよ、ソーシ君」

「乖かい人とかよ！」

　普ふ通つうに乖人だった。こういうとき自然と他人に親切にするのはイケメンの特とく徴ちようだ。男の手を見て少しドキドキしてしまったときめきを返せ。

「あ、オタっち大丈夫だった？　ケガしてない？」

　遅おくればせながら、灯萌も心配してくれた。ソーシはぶつけた顔を押さえながら頷うなずく。

「たいしたことはない」

「ならいーわ……なに、オタっち機き嫌げん悪そーじゃん？」

「別に」

「なにムクれてんのよ……実はさ、新しく水着買っちゃったんだ」

　と、なぜか灯萌がソーシに顔を近づけ、耳元でささやく。

「すごく大だい胆たんなヤツ──あとで見せてあげるから機嫌直しなって、ね？」

「べ、別にそんなことで、機嫌とろうったってそうはいかないぞ」

「ちなみにちゃんモモも一緒に買ってたわ」

　モモカも、水着？　一いつ瞬しゆん視線がモモカを向く。ハッと気づいてすぐ視線をそらしたが、もう遅おそい。灯萌がソーシのことをしらけたような眼差しで見ている。

「そっか、オタっちはちゃんモモの水着が見たいわけね……ドスケベ」

「ちがう、今のはそういう意味じゃない……」

「ちゃんモモ～。オタっちエロイから、注意した方がいいわ、やっぱ」

　灯萌がモモカの隣となりに移動して女子トークを始めた。言い訳をするヒマもない。やれやれ、とソーシは嘆たん息そくする。どうも灯萌が相手だと手玉に取られてしまう気がする。

　と、そこで目の前にいた乖人と視線があった。乖人はニコッとイケメンスマイルを浮かべながら告げてきた。

「ちなみにボクも水着を新調したんだ」

「あ、そ、すさまじくどうでもいい情報だな」

「つれないね、ソーシ君。大胆な水着にしたんだけど、似合うかどうかあとで見て感想を聞かせてね」

「そんなもの見せるな！　目が腐くさるわ！」

「ソーシ君、ボクに対して遠えん慮りよが無くなってきたよね。いい傾けい向こうだね」

　なぜだろう。拒きよ絶ぜつしているはずなのに乖人が嬉しそうな顔をしている。

「本気でカンベンして欲しい……」

　と、そこでソーシは視界の中に見知った顔を見つけた。乖人は放ほうっておいて船内を移動する。

「よぉ、巫み女こ兎と。来てたんだな」

「くぅ……」

　海風の当たるデッキの上で椅い子すに横たわって寝ねていたのは巫女兎だった。

「来れないんじゃなかったのか？」

「……理事長が、行ってもいいって……」

「そっか。一緒に合宿できるならよかったな」

「……嬉しい？」

「そうだな、嬉しいよ」

「……ボクも嬉しい」

　珍めずらしく、寝たままの巫女兎がかすかに笑えみを浮かべていた。

「やっぱ巫女兎も合宿行きたかったんだな」

「……南の島で……ハンモック……お昼寝」

「結局寝るのかよ！　そもそも瀬せ戸と内ない海かいだから南の島じゃないぞ」

「……すり～ぴんぐ～」

　よく考えたら、巫女兎が来てもどうせ一日中寝ているだけだ。なら学園島にいてもどこにいても同じかもしれない……でも、巫女兎の寝顔はいつもより少しだけ嬉しそうに見えたので、みんなと一緒に行動できることが嬉しいのだろう、そう思うことにした。

　さて──フェリーの甲かん板ぱんで、柵さくにもたれながら海の様子を眺ながめる。天気は快晴。まだ朝の時間だが、今日も暑くなりそうな気配がムンムン伝わってくる。外は暑いものの、海の上は意外と風が強いので気持ちがいい。視界には広がる海と無数の島と陸地が見える。さて、これからどうなるか……と思った時、ドンッ、背中を押された。

　え、と口から声が漏もれる。ソーシの体がフェリーの柵をあっさり越こえ、体が空中へ解き放たれた。落ちながら、咄とつ嗟さに背後を見る。フェリーにはこちらを見下ろす人ひと影かげ……誰だ、あれは。影になっているせいで顔が見えない。

　全身に衝撃。全身が海水に包まれる。海に落ちた。目の前には壁かべ、これは船か。大丈夫、パニックになることはない。ソーシはこれでも泳ぎは得意な方だ。体に服がまとわりついてくる感覚が慣れないが、慌てなければ溺おぼれることはない。このまま──と、そこで背後に気配を感じる。

　振ふり返った瞬間、視界を巨きよ大だいな物が塞ふさいだ。それは海の底から現れた巨大な怪かい物ぶつ。魚？　いや、違ちがう、『侵蝕者デイストラクタ』だ！　水中では満足に身動きがとれない！　なすすべなくソーシは『侵蝕者デイストラクタ』に吞のみ込まれ、全身を咬み砕くだかれた……




「はっ……ゆ、夢、か？」

　意識を取り戻もどした時、ソーシはフェリーの甲板にいた。先ほどと変わらない状じよう況きよう。

「また、白昼夢……いや、予知夢か？」

　背後を振り返って、怪あやしい人物がいないか探さぐる。そのとき、少し目に力を込こめて周囲を見回してみた。すると、うっすらと光の糸が見える。

　それはソーシが運命線と呼ぶ糸だ。人の運命を視覚的に捉とらえるソーシだけの能力──と言えばカッコいいが、実際にはほとんど役に立たない能力だ。運命線は見えるだけで、触ふれることも干かん渉しようすることもできないのだから。ただ、絡からまった運命線が見えた時は、近い将来不幸に巻き込まれると予知することができる。

　目に意識を集中させると、周囲の運命線が見える。うっすらと空へ伸のびていく無数の運命線……特に、絡まった糸は見えない。運命線でむすばれた周囲の生徒たちにも、不ふ審しんな点は発見できなかった。

「いったいなんなんだ、こんなこと、前はなかったのに……」

　疲つかれているのだろうか。原因は不明だが、ただ少し寝覚めの悪い悪夢を見ただけのことだ。実害はない、と思いたいところだ。

　と、そこで歓かん声せいが船内に響ひびいた。みんな前方を指さして騒さわいでいる。見れば、正面に海に浮かぶ小さな島が見えた。緑に覆おおわれた小山と砂すな浜はまが確かく認にんできる。町などは見あたらない。あそこが目的地らしい。ソーシも、ここからが合宿だ、と改めて気を引き締めることにした。




「……の、はずなのになんなんだ、これは」

　思わずそう呟つぶやいたソーシの目の前には、白い砂浜が広がっていた。視界には澄すみ渡わたる青い海が広がっていた。普ふ段だんは人のいない島だからか、海がとてもキレイだ。そしてその砂浜は、今日は人でごった返している。なんのことはない。上陸した『保全者パラミシア』たちは島にあった宿しゆく泊はく施し設せつに荷物を置いたあと、すぐさま水着に着き替がえて砂浜に集合、めいめいがはしゃぎながら遊びだしたのだ。

「いきなり遊んでどうするんだよ、これは強化合宿じゃなかったのか！」

「えぇ、その通りですわよ、空く我が山やまさん」

「桜さく夜や先せん輩ぱい！　来てたんですか」

「当然ですわ。責任者であるわたくしが不参加では、お話にならないでしょう？」

「先輩……その姿はなんですか？」

「水着ですわ。ご存じなくて？」

「知ってますよ！」

　桜夜も他のみんなと同様、水着姿だった。すらりとした健康的な肉体を赤いビキニで包み、デッキチェアを用意してビーチパラソルの下で寝そべっている。傍かたわらのテーブルにはトロピカルドリンクまで用意して、どう見てもくつろいでいるようにしか見えなかった。

「人間たまには休息も必要ですわ。わたくしもここのところ働き詰づめでしたし、まとめて休きゆう暇かを取ることにしましたの」

「聞いてた話と違いますよ！　ここで『保全者パラミシア』の強化合宿をするんじゃなかったんですか！」

「えぇ、今していますわ」

「どう見てもみんなで思いっきり遊びまくっているようにしか見えませんよ！」

「それは勘かん違ちがい、というものですわ。わたくしは、『保全者パラミシア』の戦力強化合宿と言ったはずですわよ」

「……それが、どうかしたんですか？」

「『侵蝕者デイストラクタ』との戦いにおいて最も重要なもの、それはなにかご存じでして？」

「それは……仲間との連れん携けいですか？」

「もちろんそれも重要ですわね。でも最も重要なもの、それは彼らの持つ『幻装咒式レジエンダリ』ですの」

『保全者パラミシア』たちの正体は、童話世界の住人である。彼らはみな、自分の童話に由来する特とく殊しゆな能力を持っている。それが『幻装咒式レジエンダリ』だ。

「『保全者パラミシア』の皆みなさんはみんな、人間離ばなれした身体能力を持っていますわ。そのかわり、彼らは普通のトレーニングをしてもそれ以上の成長は見込めませんの」

　正確に言うなら、彼らも普通の人間と同様、トレーニングを続ければ筋力などの発達は見込める。ただ、元々の身体能力がずば抜ぬけている分、発達したとしてもそれは微び々びたる成果しか無く、誤差レベルの成長しかしないのだ。

「そして実際の『侵蝕者デイストラクタ』戦において重要なのは『幻装咒式レジエンダリ』の力。よって『幻装咒式レジエンダリ』の能力を強化することが戦力アップに直結しますわ」

「それはわかりましたけど、それでなんで遊んでいるんですか？」

「空我山さんもご存じのとおり、『保全者パラミシア』の正体は童話そのもの。彼ら童話にとって力の源はなにかというと、それは読者の心の力だと、研究の結果わかりましたの。つまり、彼らの物語を読んだ読者の心が大きく感動したとき、彼ら自身の能力も強化されますわ。そして読者が喜ぶほど力が増すということは、彼ら自身が楽しい経験をつむことでも強化されるということがわかりましたの」

「それってつまり、遊べば遊ぶほどみんなパワーアップしていくってことですか？」

「そういうことですわ」

　なんて都合のいい設定だよ、と思わず嘆なげきたくなるソーシ……いや、そんな簡単にパワーアップできるのなら、それはソーシにとっても喜ばしいことだ。

「そっか。もしかして『保全者パラミシア』みんなを学校に集めているのも……」

「察しがいいですわね。えぇ、日常生活に学校生活をとりいれて様々な経験をすることで、彼らは日々成長していますのよ」

　学園島にそんな意味もあったとは、知らなかった。

「ですから、一見すると遊んでいるように見える彼らも、マジメにトレーニングをしているということですわ」

　と、桜夜はイスに寝そべったまま説明すると、青いドリンクの入ったグラスのストローに口をつけ、チューとすする。

「言いたいことはわかりましたけど、桜夜先輩はどう考えてもくつろいでるだけですよね？」

「わたくしは夏期休暇をとっていますの。『保全者パラミシア』の皆さんも、普段がんばっている分レクリエーションが必要ですわ。休暇と特訓をかねているのが今回の合宿ということですわ」

「まぁ事情はわかりましたけどね……俺としては、この合宿に参加すればもっと強くなれると思ってたんで、期待はずれです。なら俺は一人でもトレーニングしておきますよ。俺はみんなと違って、遊べば強くなれる、なんて都合のいい体じゃないんでね」

「空我山君、それはどうかと思いますよ」

　と、聞き慣れた声。委員長だ。委員長はいつものごとく、真ま面じ目めな表情でソーシを見つめていた。

「こうしてみんなが自由に遊んでいる中、一人だけ別のことをしようとするなんて、風紀が乱れます。空我山君もみんなと同じ行動を取ってもらいます」

「委員長……めっちゃ楽しんでるね」

「そう見えますか？」

　浜はま辺べに立つ委員長は水着姿だった。青いパレオつきの水着が彼女の伸びやかな肢し体たいを包んでいる……のみならず、委員長は片手に浮うき輪、片手には水みず鉄でつ砲ぽう、頭にはシュノーケルつきのマスクと、全力で海を楽しむカッコウをしていた。

「遊ぶからには全力で遊ばなくては楽しめないでしょう。空我山君はそう思いませんか？」

「委員長って、将来ワーカホリックになりそうな性格してるよな」

「わたしはただ、委員長の責せき務むを果たしているだけです」

「なによ、オタっち。まだ着替えてないじゃん」

「ソーシなにをしているの？」

「ソーシ君も泳ごうよ」

　と、灯萌にモモカ、ついでに乖人も来た。灯萌の水着は花はな柄がら。オフショルダーで肩かた紐ひもがないタイプの水着だ。派手なものが好きな彼女の性格が表れたようなチョイスだ。自分で大だい胆たんと言っていたとおり、肌はだの露ろ出しゆつが激しくて少し目のやり場に困る。モモカは黒いビキニ。銀ぎん髪ぱつで色白の彼女が黒い水着を着けていると色の対比がきわだって、普段以上にセクシーに見える。というか、モモカが意外に大胆なチョイスだった。

　ソーシの視線に気づいたか、モモカが自分の体に視線を落とした。

「ど、どうかしら？　水着っていうものは、はじめて着たからよくわからないんだけど……」

「どーよ、かわいいっしょ、ちなみにアタシが選んだげたんだ」

　と、灯萌がモモカの肩かたに手を置いて身を寄せる。きゃっ、とモモカが少し恥はずかしげな声を漏らした。うん、水着姿の同級生がくっついている姿はたいへん素す晴ばらしいと思う。ちょっと常識知らずなモモカのことだから、さらしにフンドシなんていうカッコウで泳いだりしないか一いつ瞬しゆん不安になったが、さすがにそんなことはなかった。

「あぁ、モモカ。とても似合っていると思うぞ。いつも以上にかわいい」

「そ、そう？　き、気に入ってもらえたならなによりだわ」

　ちょっとどもってもじもじしているモモカ、普段は見れない一面が新しん鮮せんだ。なんとなくこっちまで恥ずかしくなってくるが、こういうときは素直に誉ほめてあげるのが正解のはずだ、アニメやギャルゲーで勉強した。

「オタっち、アタシはアタシは？」

　と、灯萌がなにやら頭の後ろに手を組んだりしてポーズを取っている。健康的な肌にはシミ一つなく、胸はふるえるほど大きくやわらかそうなのに腰こしはしっかりとくびれていて、とても素晴らしいプロポーションだ……

「あ、オタっち今やらしー目でアタシ見てた」

「ち、ちがうし、そんな目してないし！」

「いやー、絶対してたわ。やだー、オタっちの視線で妊にん娠しんさせられちゃう～」

「するか！」

「ソーシ……そう、灯萌みたいな水着がいいのね」

　なぜかモモカがジト目でソーシを睨にらんでいた。

「いや、違うからな。灯萌の水着もいいけど、モモカの方が似合っているからな？」

「アタシめっちゃ当て馬じゃん。オタっちデリカシーないわー」

　と、灯萌がソーシをディスって来る。クソ、灯萌がソーシをからかおうとしていることはわかっていたのに、つい乗せられてしまった。悔くやしい。いっそ、本当に灯萌を視し姦かんしてやろうか……いや、相手は同級生。下手なことをして気まずくなったら今後の学生生活に支障が出てしまう。ここはグッとこらえるしかない。

「空我山君は、そういった水着が好きだったんですね」

　と、委員長が自分の水着の端はしを持ち上げている。

「私にはなにも言ってくれなかったのに……」

「いや、委員長も似合っているぞ！　ひらひらとした感じが委員長の魅み力りよくをかき立ててくれている！」

「わたくしにはなにも言ってくれませんの？」

「桜夜先輩も最高っす。もう、大人の魅力ぷんぷんって感じで」

「ボクにはなにも言ってくれないのかい」

「乖人は死ね」

「正直な感想が嬉うれしいよソーシ君」

　なんで男の水着の感想を言わねばならないのか。ソーシに罵ば倒とうされた乖人はなぜか嬉しそうな顔をしていた。こいつ、確実に変人から変態へとランクアップしてる気がする。

「ま、そういうのはいいーとして、みんなで早く泳ぎいこっ。ほら、オタっちもさっさと着き替がえなさいよ！」

「だから、俺は遊びに来たんじゃないっての。水着も用意してないし」

「えー、ありえなーい」

「大だい丈じよう夫ぶ、ソーシ君。新品の水着が一つあるからこれソーシ君にあげるよ」

「乖人はなんでそこまで用意がいいんだよ！」

「空我山君。一人だけ別行動をするのは風紀の乱れですよ」

「ソーシ、泳ぎましょうよ」

「そうだよ、ソーシ君も泳ごうよ」

「オタっち、ほらチャッチャと服脱ぬいで」

「バカ、引っ張るな！　わかったよ、一いつ緒しよに遊べばいいんだろ、遊べば！」

　ソーシもついに観念した。というか、浜辺では轟岳館学園の生徒たちがめいめい好きなように遊んでいる。これでソーシだけマジメにトレーニングをするのはバカらしいとしかいいようがない。

　ソーシも水着に着替えて戻もどってくる──砂浜はけっこう広い。生徒たちが一いつ斉せいに遊んでも特に窮きゆう屈くつな印象はないほどだ。プライベートビーチらしく、轟岳館学園関係者以外の姿はない。

「ねぇ、ソーシ。海ってどうやって遊べばいいのかしら？」

「モモカは、海を知らないのか？」

「知ってるわ。鬼おに退たい治じのとき船で渡わたったし。でも海で遊んだことはないの」

「そうか。まぁ自由に泳いだりすればいいんじゃないか？」

「じゃぁ、ソーシ。向こう岸までどっちが先につくか競争よ！」

「よし……って待て、あの向こう岸って四国じゃないか！　完全な遠泳だよ！　遊びで泳ぐ距きよ離りじゃないだろ！」

「そうなの？」

　ダメだ。やっぱりモモカは常識知らずだった。とはいっても、ソーシも海でどう遊べばいいのかは正直よく知らない。ソーシは幼いときに山奥に引ひっ越こして以来、轟岳館学園に来るまでは海と縁えんがなかったのだ。

　しかしソーシには十年以上にわたって蓄たくわえた膨ぼう大だいなオタ知識がある。そう、マンガでもアニメでも海で遊ぶ水着回は定番中の定番で神かみ回かい。そういうときみんなどうしているか、ソーシは記き憶おくを思い起こした。

「そうだなモモカ、浜辺を逃にげ回る男女がお互たがいに水を掛かけ合う、というパターンが定番だな」

「それは本当に楽しいの？」

「俺もやったことはないけど、やってみれば楽しいんじゃないか？」

「じゃぁやってみましょう。水をかければいいの？」

「そうだ。俺が逃げるからな」

「え？　ソーシ危なくない？」

「いや、今危険をともなう要素、どこにもなかったよな？」

「だって、ちょっと見てて」

　モモカは浜辺にしゃがみ、手の平で海水をすくって見せた。なにをするんだ、と見ていると、モモカはそのまま手を振ふりかぶった後、前に動かす。速い。モモカの手が一瞬かすんで見えなくなるほどの高速。同時に衝しよう撃げき波はじみた突とつ風ぷうと轟ごう音おん。モモカの手から放たれた海水は弾だん丸がんと化し、浜辺に転がっていた岩に命中。岩に穴が開いた。超ちよう高速で飛来した水弾がうがった穴だ。

「こんなの当たったら、ソーシ死なない？」
















「いやいやいや、ありえないから！　そんな本気でやらなくていいから。というか今の技わざなんだよ？　水弾？　どうやったらできるんだ？」

「ちょっと力をこめて水を投げただけよ。コツを摑つかめば誰だれでもすぐできるわ」

　普ふ通つうはできないと思う。あ、でもソーシの師し匠しようならできそうだ。あの人はいろいろ規格外だし……

「とにかく、攻こう撃げき手段じゃないんだ。そうやって水を投げるのは禁止。水弾を飛ばすんじゃなくて、もっと水しぶきを相手にかける感じにしてくれ」

「わかったわ。やってみる」

　モモカも理解してくれたのか、膝ひざくらいの深さまで海に入って腰を落とし、グッと身構えている。よし、ソーシは海と浜はまの境目あたりを小走りしつつ、モモカを見た。

「ほら、モモカ、いつでもいいぞ」

「いくわよ」

　モモカが両手を海にいれると、凄すさまじい速さで海をかき混ぜた──一メートルくらいの高さの波がソーシめがけて押し寄せてきた。

「え？　ちょっ、これ多すぎ、ぷぁっ！」

　波に押し流されてソーシは砂浜を転がり、そのまま波に引かれて海へと入っていった。

「ソーシ！　大丈夫！　どこにいったの！」

「やり過ぎだ！」

　ソーシは海からはい上がりながら叫さけぶ。なに、今の。どうやったら人間が波なんて作れるの？　『保全者パラミシア』の規格外さを少し甘く見過ぎていた。

　と、海に入ったソーシの顔にいきおいよく水がかけられた。鼻に水が入って咳せき込む。いきなりなんだと見たら、浜はま辺べにたつ灯萌が水みず鉄でつ砲ぽうを構えてソーシに放水しているところだった。

「あはは、オタッちに命中、うえぇい！」

「灯萌かよ！　よくもやったな！」

「あはは、悔しかったらオタッちも反撃してみ」

「よし、言ったな！」

　ソーシも腰を落として海の中で構え、モモカのマネをして全力で波を発生させた。もちろんモモカみたいに人間離ばなれした力などないので波というよりちょっとした水しぶきが周囲に飛び散っただけである。しかも水鉄砲を構えた灯萌は砂浜の上で華か麗れいに一回転をしてソーシの水しぶきをかわしつつ、腰ダメで水鉄砲を発射。ソーシの顔にまたも命中。息が詰つまる。

「ちょっ、やめろ、灯萌」

「ふふん、オタッちのクセに、ちゃんモモと二人で遊んでアタシだけのけ者なんて、ありえないんだから！」

「なんだ、灯萌も仲間に入れて欲しかったのか？」

「うっさい、これでもくらえっての！」

　灯萌の水鉄砲が執しつ拗ようにソーシの顔に命中する。というか、灯萌の射撃が普通に上手うまい。ソーシが反撃で手ですくった水をかけても全部回かい避ひされ、反対に灯萌の射撃は百発百中だ。水着姿で砂浜を軽かろやかに動き回る灯萌の姿はとてもキレイだった。

「篝かがり火びさん、いい加減にしてください！　他の人に迷めい惑わくですよ！　水鉄砲はやめなさ……ぶっ！」

「いぇぇい、委員長にも命中うえぇい！」

　灯萌が暴れすぎるので注意しに来た委員長まで水鉄砲の餌え食じきになった。頭から水をかぶった委員長は顔をうつむけ、肩かたをふるわせている。笑いをこらえている、わけではないだろう。怒おこっている。どう考えても委員長怒っている。

「ふっ、ふふふ……なるほど、あなたがそういう態度をとるなら、私にも考えはあります……覚かく悟ごしなさい！」

　委員長は血走った目でどこからか取り出した水鉄砲を構えた。子供の体よりも巨きよ大だいなその水鉄砲は、ガトリング銃じゆうのようだった。円形に束ねられた銃身が機械音とともに高速回転を開始すると、その銃口から目にも止まらぬ速さで水弾が連続発射されていく。

「トォォォォォリガァァァァァハァァァァッピィィィィィィ。ははははははははははははははは、連射！　乱射！　轟ごう射しや！　なにもかも撃うち抜ぬいてあげます、あはははは!!」

「い、委員長、どうしたの？　いつもと様子が違うわ！」

「委員長の意外な一面が見えたな……いや、マジメタイプのヒロインが個別ルートでヤンデレをこじらせるパターンはたまにあるから、ある意味テンプレか」

「ちょっと、オタッちなんとかしてよ！　委員長完全にキレちゃってるじゃん！」

「どう考えても灯萌が原因だろ！」

「オタッちがなんとかしてよ、はい！」

　灯萌は自分の使っていた水鉄砲をむりやりソーシの手に押しつけ、自分はソーシの背中に隠かくれた。抗こう議ぎしようとするソーシだが、その顔に水の塊かたまりがぶつかった。委員長のガトリングから発射された水弾だ。痛い、普通に痛い、そして息がつまる。

「ぶほっ、委員長、マジそれシャレにならない威い力りよく……」

「逃げないでよ、オタッち。アタシが濡ぬれるじゃん！」

　あろうことか、ソーシの背中に回った灯萌がソーシの体を羽は交がい締じめにして身動きを封ふうじてきた。

「あははははははは、全て破は壊かいし尽つくします！」

　委員長の連射は止まらない。身動きのとれないソーシはその射撃を一方的に食らいつづけていた。顔に水が当たれば呼吸ができなくなるし、体に当たった水は痛い。水鉄砲と侮あなどるなかれ、普通にアザができそうなくらいの痛みがある。

「ソーシ、頑がん張ばって、あなただけが頼たよりよ！」

「ソーシ君。信じてるよ、君ならできる！」

「お前等なぁ！」

　ソーシを盾たてにして背後に灯萌が隠れ、さらにその後ろにモモカと乖人も隠れていた。他の生徒たちは暴れる委員長から逃げて距離をとっている。その結果、委員長はソーシを集中的に砲ほう撃げきし、ソーシは身動きとれずに一方的にやられ続けるという状態だった。

　だがしかし──灯萌がソーシを背後から羽交い締めにしてくるということは、ソーシと灯萌が密着しているということである。背中にむにむにと、とても柔やわらかい感かん触しよくが押しつけられているのを感じる。これはあれか、当ててるのよ、状態？　背中はめちゃくちゃ気持ちいいのに、正面はものすごく痛い。なにこの天国と地じ獄ごく状態。

　しかし、これだけ凄まじい砲撃をくり返せば委員長の水鉄砲はすぐ弾たま切れを起こしそうなものだが、いつまでたっても砲撃が終わらない……よく見たら、委員長の構えるガトリング銃の後方からホースが伸のびていて、そのホースは海の中へと繫つながっていた。海水をくみ上げて発射しているのか？　そりゃ、弾切れにならないはずだ。

　と、いつまでもこのままではいられない。ぶっちゃけ普通に苦しい。水鉄砲の攻撃がこんなにつらいものだとは初めて知った。このままの状態が続くとソーシも窒ちつ息そくしてしまいそうだ。なにか、なにか手はないか……

　そこでソーシはハッと気づいた。そうだ、委員長は確か……よし、やるしかない。

「キラッとひらめいた！　よし、俺は突つっ込こむぜ！」

「あっ、ちょっ、オタッち、壁かべが逃げないでよ！」

　灯萌の拘こう束そくをなんとか振り切って、ソーシは前方へ向かってダッシュ。全身に水が当たって痛いが、それくらいはガマン。顔に当たると呼吸ができないので両りよう腕うででガード。腰こしを曲げて姿勢を低くしながら全力ダッシュ。砂浜の上を走るのは予想外にやりにくい。砂に足を取られていつもほど速く走れない。が、そこは気合いでねじ伏ふせる。

「あははははははははははは！！！！」

　哄こう笑しようをもらす委員長めがけ、ソーシは猛もう然ぜんとタックルをした……いや、もちろん委員長を吹ふっ飛とばしたりはしない。委員長の腰をつかんで、持ち上げた。細身の委員長の体は、思ったよりも重い。いや、委員長が重いのではなく、委員長の水鉄砲が重いのだ。この子、何キロある水鉄砲を振り回していたんだろう。

「悪く思うなよ、委員長！」

「く、空我山君、いったいなに……きゃぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　委員長の口から悲鳴が漏もれた。なんのことはない。ソーシは委員長の体を抱かかえ上げると、そのまま海めがけて全力で投げ飛ばしたのだった。委員長の体が錐きり揉もみしながら飛んでいき、大きな水しぶきをあげて海に落ちた。

「……ぷ、ぷはっ！　た、たすけ……こほっ……お、おぼれ……」

「え？　なに、もしかして委員長泳げないの？　マジ、ぷっ、あはははははははは、マジうけるんだけど～」

　灯萌が委員長を指さして笑っていた。海の中の委員長はあっぷあっぷしながら海面で上下している。

　そう、委員長が最初に浜辺に姿を現したとき、委員長は水鉄砲と浮うき輪を持っていた。浮き輪とは普通、泳ぎが苦手な人が使うための道具である。そのことを思い出したソーシは、委員長はもしかして泳げないのではないか、と思ったのだ。そして海に入った委員長は案の定、おぼれかけていた。

「灯萌、ちょっと笑いすぎよ。それより委員長、危ないんじゃない？」

「いい気味だっての。いやー、完かん璧ぺき超ちよう人じんな委員長にこんな弱点があったなんて知らなかったわー。そういえば水泳の授業の時やたら休んでたけど、そういうわけね。あはっ、写メっとこ」

　灯萌は大喜びで防水ケースに入ったスマホを構えてシャッターを切っていた。鬼おにだ。そしてそうか、委員長は水泳の授業サボってたんだ。水泳の授業は男女別なので知らなかった。

　しかし……ふと、ソーシはもう一つの事実に気づいた。灯萌の体が、乾かわいているのだ。あれだけ水鉄砲の連射があった中、灯萌だけ体がほとんど濡れていない。考えてみれば、灯萌はソーシが水をかけようとしても完璧な見切りで水を全すべて回避し、ソーシの体を盾にして委員長の攻撃からも身を護まもっていた。しかし、全く濡れていないというのは少し変じゃないか？　異常にも思える。そこまで濡れるのがイヤなのか。もしかして………

「えいっ！」

「ひあぁぁんっ！」

　灯萌の背中を思いっきり押して、海の向こうへと吹っ飛ばした。灯萌がかわいい悲鳴と共に海に飛び込み──あっぷあっぷとしだした。

「た、たすけ……泳げ……おぼれ……」

「灯萌。お前委員長のことあれだけバカにして、自分も泳げないんじゃないか！」

　よく考えたら、灯萌の正体は『マッチ売りの少女』である。ゲームに当てはめると、その属性は火だ。火属性の弱点は当然水である。なるほど、泳げなくても不思議ではない。

「ソーシ、やり過ぎよ。二人がおぼれてしまうわ！」

　※危険なので、よい子は友人を海に突き落としてはいけません。

「大だい丈じよう夫ぶだ、モモカ。よく考えてみろ、ここは浜辺だぞ？　二人がいる位置だってそんな深いわけがない。おぼれる方が難しいだろ」

「その割に、なんだか二人とも本当におぼれかけてない？」

「いや、まさか……」

　急に不安になってきた。夏には水難事故のニュースをよくやっている。ニュースで見ているときは、バカだなぁ、海を舐なめているからだ、と勝手に思っていたが、もしかして自分も甘く見ていたのではないだろうか？

「ちょっと行ってくる！」

　ソーシは海に飛び込み、アップアップしている二人へと近づいていく。といっても、それほど距きよ離りはないのですぐだった。ソーシの想像通り、水深は１５０センチ程度だ。子供ならともかく、高校生ならおぼれるような深さではないだろう。

「おい、二人とも落ち着け。もう少し浜はまに近づけば足だって届くし、むあっ！」

　と、近づいてきたソーシにおぼれかけていた灯萌がしがみついてきた。体が海に沈しずむ。

「灯萌、おちつけ、そんなしがみつくな」

「バカ……あんたのせいで、水着脱ぬげたんですけど～」

　マジか！　ということは、今ソーシにしがみついている灯萌のこの柔らかい感触は……

「こっち見んなし！　こぼれただけだし、今直すから、絶対見ないでよ！」

「そ、そう、か、こぼれちゃったんだな……」

「い、今やらしーこと考えたでしょ、このドスケベ！」

「バカ、俺を海に沈めるなゴボゴボ」

　灯萌が体重をかけてソーシを海に沈めてくる。普ふ通つうに苦しいが、それよりも海に入ると灯萌の体がいやでも視界に入ってくるわけで……海水でゆがんだ視界のなか、なにかがただよっている。それは、巨大な魚だ。ソーシを丸まる吞のみにできるくらいに巨大な口を持つ怪かい物ぶつ。『侵蝕者デイストラクタ』だ！　ソーシはなすすべなく『侵蝕者デイストラクタ』に食べられた……

　──いや、違ちがう、これは幻げん覚かく、夢の類たぐいだ──

　いい加減慣れた。意識をしっかりもつと、『侵蝕者デイストラクタ』の幻げん影えいは消えた。まったく、なんなんだ。海の中にはやはりなにもない……

「ゴボッ、ブクブク……」

　ちがった。海の中にグッタリとした委員長の体がただよっていた。これは現実だ！

「委員長ガチでおぼれてる！　ウソだろ、おい！」

　あわてて委員長の体をキャッチして、海面に出る。委員長はグッタリしていた。灯萌のように暴れたりしないので、委員長を支えるくらいはわけない。

「ウソ、委員長、もしかしてヤバたん？」

「とにかく、引き上げるぞ！　うおぉぉぉぉぉ！」

　ソーシも遊び気分ではいられない。灯萌と委員長、二人の体を抱えて全力で泳いで浜はま辺べへと上がる。さいわい浜の近くなので、二人を連れて泳ぐことはさほど難しくなかった。背せ伸のびすれば足も届いたし。

「委員長、どうしたの？」

「まずい、本当におぼれていたみたいだ」

「あーあ、ソーシ君やっちゃったね」

「うるさい！」

　浜辺に引き上げられ、灯萌は普通に元気だが、委員長はグッタリとしていて意識がないようだ。まさかあの深さでおぼれるとは、ソーシの目論もくろ見みが甘かったのか？

「とにかく応急手当てだ！　人工呼吸をしないと！」

　委員長を寝ねかせ、顔を横むきにする。こうすれば吞のみ込んだ水を吐はき出すはずなのだが……委員長には特に反応がない。口元に手を当てるが、反応がない。マズイ、ガチで呼吸をしていない。

「やばいぞ、誰だれか医者を呼んでくれ！」

「ソーシ君、ここは人工呼吸だよ！」

「お、俺がやるのか？」

「一刻も争う事態だよ！」

「くっ、やむをえんか……」

「え？　ソーシ、委員長に口吸いキスするの？」

「しない！　これは人工呼吸だ！」

「でも、ダメよ、委員長とそんなことするなんて……」

「邪じや魔まをするな、モモカ！」

　モモカを押しのけ、ソーシは横たわった委員長の前で息を吸い込んだ……確か、アゴを持ち上げて気道を確保して、鼻を塞ふさぎながらから息を吹き込むんだったかな。昔勉強したやり方はこうだったはず。ソーシは、委員長に顔を近づけた──が、そんなソーシの顔を誰かの手が摑つかんだ。

「もうけっこうです。意識はあります」

　委員長だ。ソーシを手でおしのけ、委員長がむくりと起き上がった。はっきり意識があるようだ。

「委員長、大丈夫か？」

「えぇ、最初から意識はありましたから」

「え？　息してなかったはずなのに……」

「ちょっと息を止めていただけです。死んだふりです」

「……おい、委員長、それじゃ俺たちを騙だましたってことか？　それはひどくないか？　やっていい冗じよう談だんといけない冗談ってものがあるだろ？」

「そっくり同じ言葉をお返ししますよ、空我山君」

　委員長がソーシを睨にらむ。

「ふざけて人間を海に投げ込む、それがどれだけ危険か考えましたか？　その人が泳げなかったらどうなるか、泳げる人でも足が痙つったりすればたいへんなことになります。そういった危険を、あなたは考こう慮りよしていたのですか？」

「それは……ごめん、あまり考えていなかった」

　委員長の言うとおりだ。ソーシの悪ふざけが過ぎたのだ。悪いのはソーシだ。

「本当にわかりましたか？」

「あぁ、悪かった、ごめん、委員長。それを気づかせるために委員長はあえて演技でおぼれたフリをしたんだな」

「そういうことです。あえて、私は泳げないフリをしただけなんです。わかったら、今後はこういうことがないよう……」

「でやっっ！」

　灯萌が委員長の背中を蹴けった。海に逆ぎやく戻もどりした委員長は、あっぷあっぷとしている。

「た、助けて、私泳げない……」

「やっぱ泳げないじゃん。あと委員長、そこ完全に足届く深さでしょ」

「……たしかに」

　海の中で立ち上がり、気まずそうな顔をする委員長。うん、カナヅチなのはガチだったんだね。

「泳げないくせに、泳げないフリをしただけなんです（キリッ）、とかないわぁ。どんだけ見み栄えっ張ぱりよ。あー、やだやだ、アタシはあぁはなりたくないわね」

「お、大きなお世話です、篝火さんだってカナヅチのくせに！」

「アタシはカナヅチじゃありませ～ん、マッチ棒なだけです～」

　いいのか、灯萌。それ、自分の正体を自分で暴ばく露ろしていないか？

「……みなさん、楽しんでいらっしゃるようですわね」

　と、そんなソーシたちに声を掛かけてきたのは桜夜だ。

「えぇ、本当に、ずいぶんと、海を満まん喫きつしていらっしゃるようで……」

　だが、桜夜の様子が変だ。水着姿で腕うでを組む桜夜は、大人びたプロポーションをソーシたちに見せつけるかのようだ。伏ふし目がちな顔もいつも通り……ただ、どういうわけか頭から水をかぶったように全身が濡ぬれていた。

「桜夜先せん輩ぱい、どうかしたんですか？」

「えぇ……さきほど、どなたかの水みず鉄でつ砲ぽうの水がわたくしにまでかかったのですけれど……犯人はどなたかしら？」ギロッ

　桜夜の目が見開かれた──これ、ダメな奴やつだ。桜夜先輩メッチャ怒おこってる、むしろキレてるレベルだと、ソーシは悟さとった。

「犯人は委員長……あれ、いない？」

「委員長なら全力で走っていったよ、灯萌さんも一いつ緒しよに」

「逃にげたな！」

　桜夜の様子をおそるおそるうかがうと、目を見開いた桜夜は腕を組んだままソーシたちを見つめていた。

「えっと……犯人は、逃げてしまったわけですが、桜夜先輩……」

「そうですの……」

「もしかして、怒ってます？」

「いいえ、ちっとも」

　ウソだ。だって桜夜は滅めつ多たに開かない目をしっかり開いているし、これ絶対怒っている！

「ちっともわたくしは怒ってなどいませんわ。えぇ、そんな子供のお遊びに目くじらを立てるなんて大人げありませんわ。ただ、わたくしもあなた方の水鉄砲遊びに参加させていただこうかと思っただけですわ。よろしくて？」

「いいも悪いも、好きにすればいいと思いますけど……あ、桜夜先輩これ使います？」

　さっき灯萌が使っていた水鉄砲を差し出すが、桜夜は首を横に振ふった。

「けっこうですわ。今わたくし用の水鉄砲を用意してますから」

　ゴゴゴゴゴゴ──重低音が響ひびく。なんと、砂すな浜はまの近くに船がやってきたのだ。ソーシたちが乗ってきたフェリーとは違う、もっと小型だが、速そうな外見の船。

「海上保安庁の巡じゆん視し艇ていですわ。えぇ、やっておしまい！」

　桜夜が指示を出すと、洋上に浮うかぶ船から大量の水が発射され、砂浜に到とう達たつした。ただの水ではない。巡視船の放ほう水すい銃じゆうは船の火災などを消火するための装備だ。その放水能力は、陸上で使われる消防車の十数倍はあるともいわれている。人間に当たればただではすまない力があるのだ。

　押し寄せる水しぶきに逃げまどいつつ、ソーシは思った──桜夜が一番大人げない！




　桜夜がキレたおかげで砂浜はヒドイ有様になった──桜夜は基本的に怒らせてはダメなタイプだ。逆らわないようにしよう、とソーシは改めて決意した。そして恐おそるべきは、海上保安庁を私物化してしまうほどの桜夜の権力だ。

　そして海をよく見たら、遠くの方に先ほどの巡視艇が何隻せきか走っているのが見える。『保全者パラミシア』の集結したこの島を監かん視ししているのか……いや、好意的に考えるなら、不ふ審しん者しやが島に近づかないように防衛してくれているということか。

　島にはソーシたち以外にも多くの『保全者パラミシア』が集まっているので、ソーシたちのせいで迷めい惑わくかけたな、と思ったが、特に文句を言われたりはしなかった。基本的に『保全者パラミシア』は人格者が多いのだ。

　昼食を食べて一段落したあと、ソーシは周囲をぶらついてみることにした。

　というのも、先ほど桜夜に言われたのである。

『空我山さん。例の件、注意なさってくださいね』

　例の件、というのは言うまでもない。スパイの件だ。桜夜によれば、この合宿中にスパイは必ずなんらかの行動に出るそうだ。そのために合宿を企き画かくしたのだから、逆に動いてもらわなくては困るとも言っていた。

　ソーシも怪あやしい人物がいないか、一応警けい戒かいしながら見回してみる……『保全者パラミシア』は高等部以外にも存在していて、それがみんな集合しているのでソーシも初対面の人物が多い。やはりパッと見ただけで怪しい人物を見分けるのは難しそうだ。いや、そもそもソーシが怖こわい顔してウロウロしていたら、本物のスパイも警戒するだろう。やはりここは何食わぬ顔で普ふ通つうにしていた方がいいのだろうか？　よくわからないな……とりあえず周囲を警戒しつつ、様子を見ていくことにする。

「Ｚｚｚｚ……」

　浜辺から少し島の奥へ入ったあたり、高い木が生いしげって日ひ陰かげになった場所にきた。海風が吹ふき抜ぬけて真夏だというのに予想外に涼すずしい場所だ。そしてそこに巫女兎がいた。二本の木の幹にロープを渡わたし、その間の四角い布の上に横たわって寝ね息いきを立てている。これはハンモックというやつだろう。

「巫女兎、あいかわらずだな。もしかしてずっと寝ていたのか？」

「……すり～ぴんぐ～」

「せっかくこんな場所に来たんだから、海で遊ばないか？　気持ちいいぞ」

「……おかまいなく～、むにゃむにゃ」

　せっかくの合宿だというのに巫女兎は相変わらずだった。いや、巫女兎もこんな場所に来たためか、水着に着き替がえていた。薄うすい緑色のフリルがついたビキニだ。水着の上にパーカーをはおった姿でハンモックに揺ゆられている。結局寝るのなら学園島にいるときと全然変わらない気もするが、ハンモックにゆられる巫女兎はとても気持ちよさそうだった。彼女なりにこの合宿を満喫しているのかもしれない。実はソーシもちょっとだけハンモックで寝てみたかった。やったことがないので、どんな感じなのか興味がある。が、さすがに巫女兎を押しのけたりはできない。ハンモックもう一個くらいどこかにないかな？

「あ、空我山ちゃんだ～。こんなところでどうしたの～？」

　トコトコとソーシに駆かけ寄ってくる小さな人ひと影かげがあった。

「あ、寮りよう長ちようですか。俺はちょっと散歩ですよ。寮長は？」

「ん～、わぁたしもねぇ、ちょっと島を探検してたんだ。やっぱ寮長として、島に危険がないかを調査する使命があるからね！」

　えっへん、と胸を張る寮長。かわいい、ラブリー。

　彼女は中なか高こう下げ遠え近ちか。ソーシたちが暮らす特待生の寮、星ほし屑くず寮の寮長を務める人物である。ソーシの胸にも届かないような小こ柄がらな人物で、外見は中学生か小学生にしか見えない。が、これでも高等部の三年だというのだから驚おどろきだ。絶対年ねん齢れいサバ読んでいると誰だれもが思うが、口には出さない。その愛らしい外見とあいまって、寮では寮長というよりマスコット的な存在として、寮生みんなの癒いやしとしての役割を存分に果たしているのである。

　そんな寮長も海辺に来たということで水着姿だった。ソーシの期待を裏切らず、その水着は紺こん色いろのワンピースタイプの水着で、俗ぞくにスクール水着と呼ばれるタイプのものだ。胸元には白いゼッケン状の名札がぬいつけられ、『りょ～ちょ～』と書いてあった……いや、寮長はあんたの名前じゃないでしょ、と心の中で突つっ込こむ。

「探検して、楽しかったですか、寮長？」

「うん、楽しかった……じゃないよ！　危険がないか調べていたの！　そうしたらね、スゴイの見つけちゃった」

　わふっ、と鳴き声が聞こえ、茂しげみの奥から小動物が飛び出して寮長の足元にじゃれついてきた。

「あぁんっ、飛びついちゃダメだよ」

　それは犬だった。ソーシのヒザくらいの高さしかない小型犬だ。グレーの毛並みはツヤツヤとして、とがった耳とふさふさした尻尾しつぽが特とく徴ちようだ。押されて地面に倒たおれた寮長に犬がじゃれついている。うん、動物と戯たわむれる子供はかわいい。

「この子、見つけたんだ。人に馴なれてるけど、飼い犬かな？」

「でもこの島、普ふ段だんは人がいないって桜夜先輩が言ってた気がしますよ」

「ならどこから来たんだろう？」

「泳いできたんじゃないですか？」

　瀬せ戸と内ない海かいは島が多くあるし、波も激しくないので泳ぐのは難しくない。野生のイノシシなどは泳いで島を渡ったりするのだ。

「泳いできたとしたら、こいつ野犬だな。危ないですよ、寮長？」

「え？　そうなの？　この子、こんなに大人しいのに……」

「保健所に連れていったほうがいいかもしれませんよ」

「保健所……それって、殺されちゃうんでしょ？　ダメだよ、こんなかわいいのに」

　くーん、と犬は寮長にすがるように鼻先を押し当てている。

「あー、けっこう人に馴れた感じだし、元飼い犬かも……ただどっちにしろ、予防接種を受けているかわからないから変な病気持っていたら危ないですよ」

「こんなに元気だもん、病気じゃないよ！」

「そういうのは、病院に行かなきゃわからないですよ」

「学園島なら病院もあるし、この子、寮で飼えないかな？」

「いや、それは難しいんじゃないですか？　学園島のは普通の病院で、動物病院じゃないし」

「でも、この子このままにはしておけないよ～」

　悲しそうな顔で犬をなでると、寮長に犬はじゃれついてきた。寮長の気持ちもわからないではないが、こればかりはソーシだけでは決められない。

「寮で飼うにしたって、授業中は面めん倒どう見れないし、エサ代や病院代もかかりますよ。どうする気ですか？」

「わぁたしが面倒見るもん！　お金も全部払はらうよ！　昼間は舎しや監かんさんに面倒見てもらうもん、どうせあの人ヒマそうだし、わぁたしがちゃんとしつければ面倒もかからないもん！」

　寮長がそんなことを言いだした。完全に子供がだだをこねている感じだ。これでこの人がソーシより年上だとは思えない。とはいえ、ソーシではこれ以上反論ができない。

「とにかく犬を飼いたいなら、桜夜先輩にお願いしたらどうですか？」

「桜夜ちゃん？」

「理事長なんだから、学園で一番えらいのが桜夜先せん輩ぱいでしょ。桜夜先輩がいいって言えば、誰も逆らえないですよ」

「そっか、わかったよ！　桜夜ちゃんにお願いすればいいんだね！　行ってくるよ！」

　寮長がそう言って走り出すと、犬もその後ろをついて走っていった。大だい丈じよう夫ぶだろうか？　まぁ、とりあえず、桜夜に任せておけばいいか。

　と、そこで背後に気配を感じた……見ると、茂みの向こうに青い水着を着た少女が消えていくところだった。あの後ろ姿、委員長だ。こんなところで一人でなにをしているのだろう？　後を追ってみるか……

　委員長は島の奥へと向かったようだ。それほど大きな島ではないので迷ったりすることはないだろうが、ほぼ無人島といってもいい島だ。なのでこの先に行ってもなにもないはずだが、委員長はいったいなにをしているのだろうか？

　島の奥には道らしい道もなく、地表は草と落ち葉に覆おおわれていた。ますます委員長の目的がわからない。謎なぞの行動をする人物──ソーシの脳のう裏りに、スパイという単語がよぎる。

「見失ったか。しかたない、ちょっと反則だけど」

　ソーシは眼めに意識を集中させた──うっすらと、周囲に運命線が見えるようになる。そして茂みの奥へとつながる運命線を発見した。委員長の運命線だろう。この能力の数少ない使い道として、こうやって人捜さがしに使えるのだ。ただし、周囲に人が少ない状じよう況きよう限定でしか使えないのでやはり微び妙みような能力だが。

　ともあれ、委員長の居場所はわかったのでそちらへと足を進める。すると……

「……んっ……」

　委員長の声だろうか？　なにやらかすかにうめくような声。ずいぶん変な声だな、なんでこんなところで……

「本当、困ります。まさかトイレがあんなに行列しているなんて、とてもガマンできません……誰もこっちには来ませんよね？」

　委員長のそんな一人言が聞こえた。ソーシはマンガでよくある鈍どん感かん系主人公ではない。委員長の今の一人言でおおよその事情は察した──うん、人生そういうこともあるよね。紳しん士しなソーシはここでなにも聞かなかった、委員長なんて見なかった、そういうことにして静かにこの場から立ち去ろう。それがたぶん、一番平和な選せん択たく肢しだ。

　ソーシは気配を殺し、できるだけ足音をたてないように注意しながら後じさった、が。

「きゃあぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　委員長の悲鳴。やばい、バレたか？　ソーシが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたその瞬間、茂みの奥から委員長が飛び出してきた。涙なみだ目めの委員長が一直線にソーシへと接近してくる。だが、あぁ、なんということだろう。委員長のその姿。胸には先ほどと同様、青い水着をつけているにもかかわらず、下半身にはなにもつけていない。いや、足にサンダルをつけているのみ、他にはなにもない。うん、委員長のトイレ事情を考えたらやむを得ない姿かもしれない。

　幸いと言うべきか、かけよってきた委員長はそのままソーシの体にすがりついてきたので、委員長の下半身事情がそれ以上眼に入ることはなかった。そのかわり委員長の温かな体温と、柔やわらかな体の感かん触しよくがソーシの体にダイレクトに伝わってくる。

「ど、どうしたんだ、委員長？」

「そ、そこ、そこに、その奥に……」

　委員長が茂みを指さす。見ると、茂みの奥からなにかが出てきた。ニュルニュルとした姿のそれは、ヘビだ。全長50センチはあるだろうか。なかなかの大きさだ。

「なんだ、ヘビか」

「ひっ、く、空我山君。その邪じや悪あくな生物を私に近づけないでください！」

　と、委員長はソーシの背中に隠かくれながら叫さけぶ。そのままソーシを盾たてにするように背中を押してくる。予想外に強い力で、ソーシの身体からだが強ごう引いんに動かされてしまう。

「そんなに押すな、わかった、わかったよ」

　ソーシはヘビを観察した。見たことのないヘビだ、が、毒はないだろうと判断した。実は日本に生息する毒ヘビはマムシとヤマカガシという二種類のヘビだけなのだ。つまりその二種類の特徴さえ覚えて注意しておけば、他のヘビはさほど注意しなくても大丈夫というわけである。毒ヘビというとマムシが有名だが、実際はヤマカガシのほうがマムシより数が多い上に毒も強力だ。

　なお、ここでいう日本というのは日本本土のことである。沖おき縄なわなどの南西諸島には本土にはいない多くのヘビ、ハブを始めとする毒ヘビが生息しているので、そちらに行った場合は注意が必要だ。

　それはさておき、毒はないヘビだと判断したソーシはしゃがみながらヘビに手を伸のばす。ヘビは鎌かま首くびをもたげてきたが、ソーシの方が速い。さっと手を伸ばし、ヘビの首の後ろの部分を摑つかんで持ち上げた。サラリとしたウロコの触しよつ感かんを感じる。

「ほら、委員長、つかまえたぞ。もう大丈夫だ」

「本当に……きゃぁぁぁぁぁ、そんなもの、こっちに持ってこないでください！」

「悪かったよ、ほら」

　ソーシはヘビを茂みの奥へ投げ飛ばして逃にがしてやった。ムリに殺すこともないだろう。

「も、もういませんか？」

「あぁ、遠くへ行ったよ……委員長って、ヘビが苦手なんだな」

「あんなものが得意な人間などこの世にいません！」

「俺平気だぞ」

「空我山君は人ではありません」

「ひでっ」

　ソーシは小中学校時代は山奥で暮らしていた。山ではヘビなどたいして珍めずらしいものではない。マムシだって捕つかまえたことがある。師し匠しようのところにマムシを持って行くとお小こ遣づかいがもらえたからだ。ちなみに師匠はそのマムシでマムシ酒を作っていた。なお、危険なので絶対にマネをしてはいけない。

「えっと、委員長。もうヘビはいないんだけど？」

　にもかかわらず、委員長はまだソーシの体にすがりついた姿勢から動こうとしない。

「わ、わかっています……あ、足がすくんで、動けないんです、それくらい察してください！」

「あぁ、悪かったよ、落ち着くまでそのままでいてくれ」

　ぷるぷると、振しん動どうが伝わってくる。委員長の肩かたが小刻みに震ふるえていた。よほど怖こわかったのだろうか。なんとなく、ソーシがその肩に手を回すと、委員長はチラリとソーシを見上げた後、顔を赤らめてきた。なんだろう、そんな表情の委員長、はじめて見た気がする。すごくかわいい、爆ばく発はつ的にかわいい、普段の委員長も十分かわいいけど、この表情の委員長は特にヤバイ。

「今悲鳴が聞こえたわ！　いったいなにごと！」

　ガサッと、茂しげみをかき分けて飛び出してきたのはモモカだった。委員長の悲鳴が聞こえたようだ。ソーシとモモカの視線があう。

「あぁ、モモカ。大丈夫だ、問題ない……」

　そう言いかけ、ソーシはハッと気づく。今、ソーシは水着姿。委員長は上半身だけ水着を着けているが下半身はアレだ。そんな状態でソーシと委員長は人目のないしげみの陰かげで互たがいに抱だき合っている体勢……これ、問題ありまくりじゃね？

「へ、へぇ……そ、そう、なの……そういうことなの、ね……」

「待て、モモカ。お前は今、絶対なにか誤解をしている！」

「誤解なんてしてないわ……そうよね、ソーシは委員長みたいな、マジメでかわいい子が好きなのよね、さっきも口吸いキスしたがってたし……」

「だから、それは誤解なんだって！」

「ワタシは誤解なんてしてないわ！」

　叫び、モモカは今来た道を全力で駆かけ戻もどっていった。

「追ってください！」

　委員長が叫ぶ。

「モモカさん、絶対誤解しています！　はやく追いかけてください！」

「でも、委員長は……」

「あなたは本物のバカですか！」

　委員長が叫び、キッとソーシを睨にらみつけた。

「この状況でモモカさんを慰なぐさめられるのはあなたしかいないでしょう！　私のことなんてどうでもいいから、早く追いなさい！」

　委員長が決然と言い放つ。自分を省みないその言葉は、男のソーシから見てもかっこいい。下半身があられもない姿になっている点は唯ゆい一いつ残念……いや、そんな状態でもこんな毅き然ぜんとした態度がとれる委員長は本当にかっこいいと思う、ただ単に自分の状況を忘れているだけかもしれないが。
















「悪い、委員長！」

　ソーシもモモカを追っていく……しかし、『保全者パラミシア』の足の速さを忘れていた。ソーシもそれなりに脚きやく力りよくには自信があるが、あくまで人間の範はん疇ちゆうだ。モモカの足はそれ以上に速く、出で遅おくれたソーシではとても追いつくことができない。砂すな浜はまに戻ったが、モモカの姿が見あたらない。

「あれぇ、オタっちどったの？　めっちゃハァハァ言ってるじゃん」

「灯萌、モモカはどこへいった!?」

「ちゃんモモ？　なんか、あっちにダッシュしてったかな？」

　灯萌の指さす先にはなるほど、モモカのものらしき背中が見えた。

「なに、ちゃんモモとケンカしたの？　ならチャ～ンス、って感じ？　オタっち、アタシと遊ぼうよ～」

「灯萌、悪い。今はお前と遊んでいられないんだ！」

「え～、いいじゃんいいじゃん」

　灯萌がソーシの腕うでをつかんでからみついてくる。灯萌の柔らかな体の触感は嬉うれしいが、今はそんなことに喜んではいられない。だが、灯萌も『保全者パラミシア』。その腕わん力りよくは常人の比ではない。ソーシも簡単には灯萌をふりほどけなかった。

「モモカ、違ちがうんだ、聞いてくれ！」

　ソーシは遠ざかっていくモモカに向かって叫んだ。とにかく今は、誤解を解かなくてはならない。

「モモカ、さっき委員長が俺に抱きついていたように見えたかもしれないけど、それは誤解だ！　委員長がシゲミでオシッコしていたらヘビがでて、ビックリした委員長が俺にしがみついてきただけなんだよ、全然変なことなんてしてないから！」

「え？　委員長？」「あぁ、七有美さん」「え？　シゲミで？」「ウソ」「あの清せい楚そな委員長が」「まさか……」「え？　抱きついて？」「なに、修しゆ羅ら場ば？」「ヤバくない」

　と、モモカよりも周囲の生徒の反応の方が大きかった。

「オタっち、それマジ？　委員長のトイレをのぞき見してたわけ？　マジサイテ～」

「ち、違う、誤解だ、委員長がオシッコガマンできなくなってそこでオシッコしていただけで俺は全然見てなんていな……」

「それ以上しゃべるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　悲鳴じみた委員長の絶ぜつ叫きよう。同時に流星のごとき勢いでソーシに向かってなにかが飛来してきた。それは、涙目の委員長自身だった。羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にした委員長は矢のような勢いで飛び蹴げりを放ち、委員長のサンダルがソーシの顔面にめり込み、ソーシはボールのように砂浜を転がっていった。

　そうだよね、ごめん、委員長、みんなの前で言ったらダメだったよね、少し配はい慮りよが足りなかった──薄うすれ行く意識の中、ソーシは最後にそう思った。

　ちなみに委員長の下半身はちゃんと水着で護まもられていた。




　その日は結局夕方まで遊んで終しゆう了りよう。夕食はみんなでバーベキューを食べたらしい。らしいというのは、ソーシは参加できなかったからだ。委員長に蹴られて意識を失っている間にイベントは全すべて終わっていた。

　一応ソーシの夕食として、バーベキューの残りが用意されていたのでそれを食べることにした。メニューは焼き野菜のフルコースだった。野菜が大量にあまったのでソーシに回されたらしい。なにが悲しくてバーベキューで野菜オンリーなメニューを食べなくてはいけないのだろう。いや、いいけどね、野菜好きだから。でも肉や魚も食べたかった。

「と思ったから、ボクの分のお肉を残しておいたよ。食べてね」

「さすが乖人だ！」

　遅おくれてやってきた乖人が赤い肉の塊かたまりを持ってきてくれた。やった。しかも乖人はソーシ一人のためにバーベキュー台を用意して、火をおこしてくれた。乖人の用意してくれた肉を炭火で焼いて食べる……軟やわらかい肉が口の中でほどけるように崩くずれていく。肉の旨うまみが口いっぱいに広がり、あっというまにノドの奥に吸い込まれていった。なにこれ、すごく美味おいしい。

「桜夜さんが用意してくれた比ひ婆ば牛だよ。バーベキューで食べる時は油の多くない赤身のお肉のほうが美味しいよね。あれ、焼き野菜、カットしてあるんだ。せっかくのバーベキューだからこういうのはオリーブオイルを塗ぬって丸ごと焼いたほうが美味しいんだよね。焼くのに時間かかるけど、そもそもバーベキューって時間に余よ裕ゆうがある時にやるものだしね。野菜は焦こげやすいから常に様子を見ながらこまめにひっくり返して……焼くのはボクに任せて、ソーシ君はどんどん食べてね」

「悪いな、乖人」

「ボクはもう食べたからね、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　乖人がてきぱきとソーシの分の食事を用意してくれた。乖人がイケメン過ぎる。いや、イケメンなのは知っていたけど、バーベキューができるイケメンってアウトドア派っぽくて、いつも以上にイケメンに見える。ソーシが女なら惚ほれていたかもしれない。乖人が友人でよかったと心から思える瞬しゆん間かんだった。

　バーベキューの手て際ぎわがいい男ってリア充じゆうっぽいなぁ、と改めて感じる。小学校中学校と友達の少なかったソーシはバーベキューの経験などない……いや、山で師匠が捕まえたイノシシをたき火で焼いて食べた経験ならあるけれど、あれはバーベキューと呼んでいいのだろうか？　はじめて食べたイノシシ肉……イノシシ猟りようにつきあわされてヘトヘトになっていた子供のソーシはそのとき、ガツガツとイノシシ肉を食べたのだ。そんなソーシを見て、師匠の告げたセリフが今でも忘れられない。『美味いか、ソーシ。お前が今食ってるのはイノシシのキンタマだ』……本当、忘れられない思い出だ。

「どうかしたかい、ソーシ君？」

「いや、キンタマのことを思い出しただけだ」

「え？　それってもしかして、ボクを誘さそっている？」

「なにがだ？」

　男同士なのだ。キンタマの話をしたって恥はずかしがることはないだろう。だがどういうわけか、炭火の前の乖人は顔を赤くし、呼吸を少し荒あららげながらソーシのことを見つめていた。乖人の興奮するポイントがよくわからない。

「そう言えば、モモカさんたち来ないね、どうかしたの？」

「あぁ。その……な」

「なるほど、ケンカしたんだね。原因はなに？」

　食事をしながら乖人が話を振ふってくる。そうだ。本来ならこういうとき、モモカや委員長あたりがソーシを気づかって夕食を用意してくれるはずなのだが、今は二人とケンカ中なのでそんなイベントは発生しない。これはあれだ、ギャルゲーだったらヒロインルートを外れて乖人ルートに突とつ入にゆうしている状態だ。親友エンドという名のバッドエンド確定だ。

「原因は、そうだな、誤解と、俺の対応のまずさかな？」

「だったら早く謝った方がいいよ。そういうのは時間がたてばたつほど気まずくなるものだし」

「それはわかってるさ……モモカたちは？」

「女子は今入浴時間かな」

　タイミングが悪いものだ。

「まぁまぁ、ソーシ君も飲んでよ。今夜はボクがとことん付き合うから、愚ぐ痴ちならなんでも聞いてあげるよ」

「おいおい、あふれそうだ」

　乖人がビンの中身をソーシのグラスに注いできた。沸わき立つ泡あわがあふれそうなので口をつけて飲む……ちなみにソーシが飲んでいるのはサイダーである。学園島で自主制作しているという地サイダー、ゴウガクサイダーだ。決してお酒ではない。

「おい、乖人。お前はサイダー飲むなよ。お前酔ようとひどいんだから」

「大丈夫だよ、少しくらい」

　ちなみにだが、『保全者パラミシア』の連中はなぜか、このサイダーを飲むと酒を吞のんだように酔っぱらってしまう。『保全者パラミシア』はそういう特とく殊しゆ体質なのだ。

「でもいいもんだよね。こうやって都会の喧けん噪そうを離はなれ、自然豊かな場所で友と火を囲みながら飲み明かす……これって青春だよね」

「そうだな……別に俺たち、普ふ段だん都会にいるわけじゃないけどな」

「それは言わない約束だよ」

　乖人の用意してくれたバーベキューは悔くやしいけれど想像以上に美味しかったし、悪くない気分だった。夜空を見上げるときらめく星が見える。うん、乖人ではないが、これは青春っぽい気がする。

「ソーシ君、そろそろデザートでも食べないかい？」

「そうだな。デザートってなんだ？　バーベキューのデザートっていうと、焼きマシュマロとか？」

「それもいいけど、今日は別のを用意してあるよ。はい、パイナップル」

「なんで？」

　乖人が取り出したのは黄色い果肉のパイナップルだった。

「知らない？　果物を焼いて食べると美味しいんだよ」

「へぇ、そうなのか」

「食べ慣れた果物も、炭火で焼くといつもと違った味と食感になるよ。パイナップルには消化酵こう素そもあるからバーベキューでお肉を食べ過ぎたときにもちょうどいいよ」

　と、乖人はパイナップルの果肉に串くしを刺さして炭火の上で焼いていく。

「少し焦げ目がついたら食べ頃ごろだよ。はい、ソーシ君。ボクのパイナップルを食べてごらん」

「あぁ、なんか引っかかる言い方だけど、もらうよ」

「ちょっと待った、ソーシ君！」

「なんだよ、お前が食べろって言ったんだろ？」

「もちろんそのまま食べても美味しいけど、チョイ足しレシピでそこに練乳をかけるとさらに美味しいよよ！」

　乖人がコンデンスミルクを取り出した。用意がいいことだ。

「さぁ、練乳をかけてあげるよ。たっぷりかけてあげるね」

「……多すぎないか？」

「いいじゃない、ソーシ君も好きでしょ、このミルク……そう、この白くてトロトロした甘い液体を、たっぷりと口に含ふくんで欲しいんだ。さぁ、そう、ボクのミルクが、今ソーシ君の体の中に吸い込まれて……」

「やっぱ食べるのやめるわ」

「えぇ。どうしてだい、ソーシ君！　こんなに美味しいのに！」

「お前の説明聞いてたら食しよく欲よく消えてきたんだよ！　というか、お前、やっぱり酔っているだろ！」

「そんなことないよ。ただ、この島の自然がボクの野生を解放するのかもしれないね」

「野生に帰って二度と戻もどってくるな！」

　やっぱり乖人にサイダーを飲ませてはいけない──それが身に染しみてわかる夕食だった。




　同時刻、同施し設せつ一階、大浴場女湯──男子にとっての桃とう源げん郷きようは、現在異様な空気に包まれていた。

　きっかけはなんだったのだろう──モモカは、ぼんやりとした頭で考える。

　季節は夏。暑い湯気の籠こもった浴場。さらに中にはサウナ施設もあった。誰だれかが、サウナに入れば瘦やせられると言ったのだ。それをきっかけに女子はサウナに殺さつ到とうし、呼吸をすれば肺が焼けそうなくらい暑い空気の中で存分に汗あせを流した……実際のところ、サウナに入って汗を流しても脂し肪ぼうは燃焼されない。サウナで汗を流して水分を失えばその分体重が減るが、それで瘦せたと考えるのは早計である。水分は人間には絶対必要な物なので、すぐ元に戻るのだ。ただ、汗を流せば代謝がアップして瘦せやすい体になるとも言われているので、全く効果がないとは言えないのが微び妙みようなところだ。

　ともあれ、体が赤くなるくらいに火ほ照てった浴場の女子たち、誰かが、喉のどが渇かわいたと呟つぶやいたのだ。そしてそれに応こたえるかのように、誰かがサイダーの瓶びんを持ってきた。それもケースごと、浴場内に持ち込んだ。

　学園島を出て、そこには監かん督とくするべき人物がいなかった。いや、普段なら注意を促うながすべき立場の委員長は、なぜか今日に限ってなにも言わなかった。結果、女子たちは浴場で風ふ呂ろに入りながらサイダーを飲んだ。行ぎよう儀ぎが悪いが、旅の恥はじはかきすてという精神が働いたのだろう。

　その結果、女子風呂は大宴えん会かい状態となった。みんな全身が真っ赤になっているが、もはやお風呂でのぼせたのかサイダーで酔っているのかどっちかわからない状じよう況きようだ。そして大半の女子はその両方が原因だった。湯船の中で全ぜん裸らで肩かたを組んで笑いあっている女子、大声で歌を歌っている女子、浴場の柱でポールダンスを踊おどり出す女子、様々な者がいた。

「……ソーシ、なんでよ、なんであんなことを……」

　そしてモモカも、サイダーを飲みながら涙なみだを流していた。昼間のソーシを思い出す──人ひと気けのないシゲミの奥で、委員長と抱だき合っていた。しかも委員長は半はん裸らだった。モモカだって子供ではない。あの状況の男女がなにをしていたかなんて、答えは一つしかない……つまりは、そういうことだ。

「うぅ～、ソォォシィィィ……ワタシのことを忘れないでぇぇぇぇ」

　サイダーをグビグビ飲みながらモモカがつぶやくと、傍かたわらにいた灯萌がモモカに手を伸のばしてきた。

「そーよね、オタっちサイテーだわ。あいつヘンタイだとは思ってたけど、やっぱ最悪のドヘンタイだったしね。男なんて所しよ詮せんあんなもんよ。ちゃんモモ、今夜は飲も飲も」

「うぅ……ソーシ、なんであんなこと……」

「だいじょ～ぶだって、ちゃんモモ、世の中男なんて星の数ほどいるって」

「……地球の現在の人口は四十億、男は半分の約二十億、男女比一〇五：一〇〇として計算すると男は二十億と四千九百万はいるわ。一方、私たちのいる天の川銀河に恒こう星せいは数千億以上あるとされているわ。宇宙には他にも銀河があるし、惑わく星せいも星として数えるならその数はさらにふくれあがるわ。男は星の数ほどもいないことは明らかね」
















「ちゃんモモ、酔うとメンド臭くさい性格になるのね……と、とにかく、そ～ゆ～ときは美味おいしいもの食べて美味しいもの飲むのが一番よ。はい、飲～んで飲んで」

　モモカは灯萌に勧すすめられるままサイダーを飲んでいく……風呂の中で体が火照っているところに飲むと、全身がますます熱くなっていく気がする。頭の奥から陶とう酔すい感がしみ出てくるような、そんな違い和わ感もおぼえてしまう。

「隣となり、よろしいですか？」

　と、モモカと灯萌の横に来る人物──委員長だ。委員長も頰ほおがほんのり赤らんでいる。返事も聞かずに委員長はモモカたちの傍らの湯船に腰こしを下ろした。灯萌が露ろ骨こつに舌打ちをした。

「なんの用ですか～」

「そう邪じや険けんにしないでください。級友同士、親交を深めましょう」

「なによ、あんたに飲ませるサイダーはないわよ」

「お気き遣づかいなく、自前で用意しています」

　委員長は自分のサイダーの瓶とグラスを桶おけの中に入れていた。その桶を湯船に浮うかべつつ、グラスを傾かたむけ始めた……普ふ通つうにサイダーを飲んでいるだけなのに、委員長がやると妙みように艶つやっぽく見えるな、とモモカは内心で思った。自分との違ちがいはなんだろう。やっぱり委員長は大人びている。ソーシも、そこが気に入ったのだろうか。

「飲むのはいいけど、こんなところでお漏もらししないでよ」

「ぶっ！」

「ちょっ、汚きたないわね～」

「あなたが変なことを言うからです！　も、漏らしたことなんて私はありません」

「はいはい、さすが立ちション女王様は言うことが違うね～」

「立ちションしたことなんてありません！」

　灯萌と委員長がいつものごとく、キャンキャン言い争いを始めた。なんだかんだでこの二人、絶対仲がいい。

「こほん……ともかく、モモカさん、あなたに謝りに来たんです」

「ワタシに？」

「えぇ。昼間の件、あなたには誤解をさせてしまったかもしれませんが、私と空我山君の間には、特別な関係などありません」

「そんなの……誤解なんてしてないわ」

　ウソだ──モモカは自分自身に嫌いや気けがさしそうだった。今のモモカの内心は穏おだやかではない。ソーシと委員長の関係を疑っている。なのに、本人を前にしたらなにも言えず、ごまかすような態度を取ってしまう。こんなの自分らしくない。

「いいえ、誤解しています。私は、もっとモモカさんたちと仲良くなりたいんです」

「それって……ひぅんっ」

　モモカの口から小さな悲鳴が漏れた。委員長の手がモモカの胸に回され、その指先が柔やわらかくモモカの胸のふくらみに沈しずみ込んでいく。

「い、いきなりなに……」

「大きくて、素す敵てきな胸……この胸むな元もとを見せつければ、空我山君なんてイチコロですよ」

「そ、そんなこと……あぅっ、胸、触さわらないで」

「モモカさん、とっても可愛かわいらしいですよ。その顔を空我山君に見せてあげればいいんですよ」

「ちょっ、委員長やり過ぎだってば。こんなところでピンク色空間作んないでよ！」

「篝火さん……ごめんなさい。あなたにもあやまらないといけませんね。普段は口うるさくてすいません。でも、あなたを思ってこそなんですよ？」

「え？　あぁ、それは、そうなの、ありがと……」

「これはそのお詫わびです」

　ぶちゅっ、と灯萌のクチビルに委員長のクチビルが重ねられた。えっ、とモモカは眼めを見開く。だが一番驚おどろいたのは当事者の灯萌だ。逃にげようとする灯萌だが、灯萌の頭を抱きかかえる委員長の腕うでがそれを赦ゆるさない。

「あっ、んぅっ、だ、だめっ、そんっ、ふっ、んぅぅっ、くっ、ちゅっ、ひぃぅっ、んぅぅぅぅぅっっ！」

「……ふぅ、ごちそうさまでした」

　委員長が顔を離はなすと、灯萌は湯船の中に崩くずれるように沈んでいった。

「と、灯萌、しっかりして！　どうしたの！」

「うぅっ……は、初めてだったのに、ひどい……」

　モモカが助け起こした灯萌は涙目になっていた。

「ひどぃ……けど、感じちゃった、悔くやしぃ……」

「灯萌、大だい丈じよう夫ぶよ、傷は浅いわ！」

「ねぇ、モモカさん」

　委員長の手がモモカの肩に回された。なぜだろう、背中に悪お寒かんが走った。

「あなたも、空我山さんに積極的になればいいんです。空我山さんだって、悪い気はしないはずですよ」

「ワタシは……」

「大丈夫、ワタシがお手伝いします。ちょうどかわいい下着があるんですよ。あなたにとても、似合うと思います」

「で、でも……」

「私、モモカさんの力になりたいんです」

　耳元でささやく委員長の声に、モモカは自分でも気づかないうちに頷うなずいていた。




　ソーシは、酔よいつぶれた乖人を部屋まで運んでいろいろ面めん倒どう見てやっていたらすっかり夜になってしまっていた。先ほどまで騒さわがしかったはずの周囲も、いつのまにか静かになっている。様子をうかがうと、宿しゆく泊はく所のあちらこちらでひっくり返って爆ばく睡すいしている『保全者パラミシア』連中がたくさんいた。周囲にはカラッポのサイダーのビンが転がっている。もれなく酔いつぶれたらしい。こいつら、本当にダメだな、と思いつつ放ほうっておくことにした。夏だし、風邪かぜを引くこともないだろう。

　島にあった宿泊施し設せつはかなり大きかった。五階建てで、まるでホテルのような構造の建物だ。一階には大浴場もあるし、ソーシたちが泊とまる部屋も、それぞれに個室が与あたえられている。めったに人の来ない島にこんな立派な建物を造るなんて、イカロスグループの財力を見せつけられた気分だ。ちなみに一階と二階が男子、三階から上に女子が泊まっている。男子が無断で三階より上に行ったら死し刑けいらしい。理り不ふ尽じんすぎる。

　しかし、本当に今日は一日中遊んでいただけだった。これで本当に強化合宿なのだろうか。遊んでいただけで強くなれるなんて、本当にチートだと思う……それに付き合ってソーシまで遊んでいたのでは、結局今までとなにも変わらないではないか。マズイ。

　夜中に一人で部屋の中にいると、どうにももどかしい気分になってきた。謎なぞのスパイの件はなにもわかっていないし、モモカや委員長、あと灯萌とも気まずい感じのままだし、乖人はあいかわらず変人だし……考えれば考えるほどネガティブになってきた。ダメだ、ウジウジ悩なやんでいてもなにも変わらない。

　こういうときは体を動かして気を紛まぎらわせるのが一番だ。師し匠しようからもいつも『悩んでいるヒマがあったら稽けい古こしろ』と言われていた。しかし今は夜中。周囲のみんなは寝ねているので騒がしくするのはマズイ。夜中に勝手に外に出るのも、なにか問題になりそうだ。

　ソーシはとりあえず上着を脱ぬいで上半身裸はだかになった。そしてベッドの上に足をのせたまま床ゆかに手をつき、その体勢で腕うで立たて伏ふせを始める。室内は冷れい房ぼうがきいていて涼すずしいが、しばらく腕立て伏せをしていると温まって全身に汗あせが浮かんできた。よし、悩みはなにも解決していないが、体を動かしているとなんとなく気分が高こう揚ようしてきた。入浴したのにまた汗まみれになってしまったが、今は気にしないことにしよう。明日の朝にでもシャワーを浴びるか。九十九、百……今日は調子がいい。いつも以上のハイペースで腕立て伏せができる。このまま自己記録更こう新しんを目指すのも悪くない。

　コン、とかすかな物音。ノックだろうか？　今ソーシの部屋の扉とびらがたたかれたような気がする。

「誰だれですか？」

　尋たずねてみるが、返事はない。しかし意識を向けてみればなるほど、扉の外に誰かがいる気配を感じる。こんな夜中に誰だろうか？　ソーシ以外の生徒はみんな酔いつぶれていたはずだが。

「カギはかけてないから入っていいですよ」

　そう声をかけてみる。これで相手が入ってこなかったら様子を見に行くか……と、そこでソーシは自分が上半身裸だったことを思い出した。いけない、こんなカッコウで来客と会うとか、どんなヘンタイだ。上着を着ようと手を伸ばした瞬しゆん間かん、カチャリ、扉が開いて来客が室内に入ってきた。そしてその人物を確認した瞬間、ソーシは手にした上着を床に落としてしまった。入ってきたのは、モモカだった。

　寝ようと思っていたところだったので、室内は暗い。ソーシは明かりもつけずに腕立て伏せをやっていたのだ。外灯もない夜の島、室内は窓から入る月光で照らされていた。その月光で浮かび上がるモモカの姿は、半はん裸らだった。

　やってきたモモカは、一瞬裸かと思った。しかし違った。よくよく見れば、モモカはちゃんと服を着ている。しかしそれは向こう側が透すけて見えそうなくらい薄うすいネグリジェだったのだ。おかげでモモカの体のラインがほとんど丸見えに近い状態だ。普ふ段だんは割とかっちりしているモモカがそのような寝ね間ま着きをつけているとは、意外だった。

「モモカ、急にどうした？」

「…………」

　声をかけるが、返事はない。モモカはいつになく緊きん張ちようした面おも持もちだ。と、モモカの手が、自分の体に回された。ふぁさり、かすかな衣きぬ擦ずれの音と共に、ネグリジェが床に落ちた。モモカの姿が月光で浮かび上がる。白くてシミ一つないきれいな肌はだ。すらりと引き締しまっていながらも女性らしい丸みを持ったモモカの肉体を隠かくすのは今や、下着だけだった。ヒラヒラとした装そう飾しよくがついていながらも、布面積が極きよく端たんに小さな下着。これはまさかウワサに聞く勝負下着なのだろうか。モモカはソーシから視線をそらしながらも、体を隠そうともしない。その顔は、恥はじらいだろうか、かすかに朱しゆに染まっていた。

「ソーシ、お願いがあるの……」

「な、なんだ？」

　十五年生きてきた中でこんな状じよう況きよう、ソーシも初体験だった。ノドがカラカラに渇かわいたような違い和わ感。ゴクリ、ツバを飲み込む。

「ここで、寝ていい？」

『ココデネテイイ』、それは何語だろうか……いや、本当に、一瞬言葉の意味がわからなかった。モモカはヒタヒタと、ソーシのいるベッドへと近づいてくる。なぜか、ソーシはベッドの上で後じさった。が、すぐに背中が壁かべにぶつかる。モモカは構わずソーシへと顔を近づけてきた。

「お願い、ソーシ」

「いや、それは、その……ベ、ベッドを使えばいい。俺は床で、いや、廊ろう下かで寝るから！」

　そうだ、モモカがここで寝たいのなら自由にすればいい。ソーシが退散すればいいだけの話だ、難しく考えることはない。

　しかしモモカは静かにソーシの手を握にぎった。

「一いつ緒しよに、寝たいわ」

『イッショニネタイワ』、ドウイウイミデスカ……うん、言葉の意味がわからなくてカタコトになってしまった。

　いや、ソーシはマンガによくある鈍どん感かん系主人公ではない。今のソーシとモモカの状況から考えれば、『一緒に寝る』という言葉がどういう意味かわからないほど子供ではない……だがいいのか、これが少年誌だったら絶対アウトな意味だぞ。ただ、昼間の一件でモモカには負い目がある。ここでモモカを追い返したりしたらますますモモカを傷つけてしまう。

「ソーシ」

　モモカの小さなクチビルが、ソーシの名を呼んだ。ゆっくりと、モモカの顔がソーシに近づいてくる。ベッドの上にヘタレ込むように座るソーシの上に、モモカの体が覆おおい被かぶさってくる。モモカの体からはとても甘い、果物のような香かおりが漂ただよってきた。まずい、ものすごく興奮してきた、モモカが来る直前まで腕立て伏せをしていたせいで、体が火ほ照てってカッカとしてくる……

「待ってくれ、モモカ！」

　ソーシはモモカの肩かたを摑つかみ、押しのけた。モモカの目が、傷ついたかのようにかすかに揺ゆれる。

「モモカ、お前変だよ。急にどうしたんだ？　いきなりこんなことをして、なにを考えているんだ？」

「やっぱり……ソーシは、委員長みたいな子がいいのね？」

「なんで委員長の話が出てくるんだ！」

「だって、昼間だって委員長と抱だき合っていたじゃない」

「だから、それは誤解だよ。委員長は、ただの友達だよ」

「だったらなんで、ワタシを愛してくれないの！」

「……俺はね、モモカ。お前のことが好きだよ。大好きだ。でもだからこそ、こういうことをするのは早いと思うんだ。俺はモモカのことが好きだけど、今の俺はなにもできない子供だから、モモカに対してなにも責任がとれないんだ。そんな状態でこんなことをしたって、たぶんいい結果にはならない。だから、そういうことはやめてくれ。モモカがムリをしていることがわかって、俺には辛つらいよ」

「なら、せめてキスをして。それくらいならいいでしょ」

　んっ、眼めをつむり、クチビルを突つき出すモモカ。それでモモカが納なつ得とくできるのなら、いいのかもしれない……ソーシはそう思って、モモカの頰ほおに手を当てた。

　だが、モモカの顔を目前にして、どうも踏ふん切りがつかない。自分はこんなことをしていいのか、いや、こんなことをする資格があるのか、モモカを幸せにすることができるのか、自分はそんなに大それた人間だったのか──頭の中を、ネガティブな感情がグルグルと支配する。

「……ごめん、モモカ。お前のことは好きだ。けど、今はできない」

「……そう」

　モモカがうつむく──パンッ、頰に、衝しよう撃げき。モモカに叩たたかれたのだとわかった。並外れた腕わん力りよくを持つモモカにしては弱々しい平手だった。だがソーシに伝わった衝撃は、今までの人生で味わったことがないほどのレベルだった。

「意気地なし」

　つぶやき、モモカは床に落ちていたネグリジェを拾い上げ、ソーシの部屋を出て行った。ベッドの上に残されたソーシはヒリヒリする頰をおさえ、とすん、とベッドの上に横たわった。

「……俺に、どうしろってんだよ、モモカ」

　なんだか、マンガの鈍感系主人公をバカにできなくなってきた。今のソーシはいわゆるヘタレというやつだ。モモカを傷つけたくなくて行動したはずなのに結局傷つけてしまった。どうしようもないクソヘタレ野や郎ろうだ。

　それでいて……股こ間かんが、痛い。体はしっかり性せい欲よくを感じている。自分自身がどうしようもなく思えてきた。本当、自分は一体何様のつもりだったんだろう……

「クソ……こんなのじゃ今夜はもう、眠ねむれないぞ……」








第三章　押し寄せる絶望と最悪のＢＡＤＥＮＤ









　ロクに眠れない夜を過ごし──ソーシは翌朝、自室で起き上がった。

「……太陽が、黄色く見えるぜ」

　そう呟つぶやいてみる。別に意味はないセリフだ。そもそも太陽は最初から黄色い。太陽がわずかに顔をのぞかせているのが見える。時刻は午前五時三十分といったところだろうか。

　とりあえず服を着き替がえ、シャワーを浴びに行こうかとも考える。だが、日課のトレーニングが先だ。ソーシは子供の時から毎朝ランニングと筋トレを続けているのだ。旅先でまでやらなくていいのかもしれないが、すでに体に染しみついて半ば習慣となっているのだ。軽く島内を走ることにしよう。

　と思ったら、施し設せつ内に警報が響ひびき渡わたった。この音は、学園島で『侵蝕者デイストラクタ』が出た時に聞く音だ。まさか、こんな場所でも『侵蝕者デイストラクタ』が？

『全員起き床しよう！　第一種装備に着替え、玄げん関かん前に集合なさい』

　館内放送が響き渡る。今のは桜さく夜やの声だ。第一種装備とはなんだろう？　そう言えば、合宿の手引きみたいな物を事前に渡されていた……それを見ると、第一種装備とは動きやすい服装のことだった。ジャージとかでいいらしい。ムダにかっこ付けた言い方をしている。厨ちゆう二に病か。

　とりあえずソーシはすでに着替えていたので玄関に行ってみる。と、ソーシが一番乗りだったようで、まだ誰だれも来ていなかった。

　その場で待機していると、パラパラと他の『保全者パラミシア』たちが集合してくる。一部眠そうにしている者もいるが、早朝に叩き起こされた割にみな早く集合してきた……いや、なんか一人だけ、パジャマ姿にマクラを抱かかえたまま現れた生徒がいる。巫み女こ兎とだった。しかし誰も突っ込まないので、ソーシも気にしないことにした。巫女兎は平常運転だ。

　と、玄関からモモカが出てきた。隣となりには灯萌ともえもいる。なにやら、モモカの肩を灯萌がだきながら歩いてきた──モモカとソーシの視線があうと、ぷいっ、モモカが視線をそらしてしまった。地味だが、これは心に来る態度だった。

「……オタっちサイテーだわ」

　すれ違ちがいざま、灯萌までそんなことをささやいていった。灯萌も昨夜のことを知っているのか？　モモカから聞いたのか？　ソーシは自分が悪いとは思っているが、それでもそんなことを言われたら心にグサグサ来る、もうやめて欲しい、とっくにソーシのライフはゼロだ。

「ソーシ君、なにかあった？」

「いや……」

「そう？　ボクでよければ相談に乗るよ」

　乖かい人とも空気を悟さとったのか、そんなことを言ってくれた。本当にどうしようもなくなったら、ワラをも摑む気持ちで乖人に頼たよることにしよう。乖人もワラよりは役に立つだろう。立つと思いたい。

　しかし、こんな早朝に全員を集めて一体何事だろうか？　と、一番最後に桜夜が現れた。玄関の壇だん上じように立った桜夜はパリッとしたスーツ姿で、いつもの制服姿と違った雰ふん囲い気きだ。テレビで見かけるようなキャリアウーマンに見える。間ま違ちがっても高校生とは思えない風格が漂っていた。そんな桜夜が拡声器を取り出してみせた。

『ご機き嫌げんよう、みなさん。昨日は楽しんだことかと思いますけれど、残念なことをお知らせしなくてはなりませんわ──昨夜より約一名、行方ゆくえ不明になっている人物がいますの。全員で手分けをして探していただきますわ。なにか手がかりを見つけた者は大至急わたくしに連れん絡らくをなさい』

　行方不明とは、穏おだやかではない話だ。そもそもこの島はそれほど広くないはずである。全員で手分けして探せば、数時間で島全体を探すことはできるだろう。そしてそれで発見できなかったなら、行方不明者は島外に出た可能性が高いわけだが……

『皆みなさんは気づいていないかもしれませんが、この島には各所に監かん視しシステムがありますわ。島中に監視カメラがありますし、洋上には巡じゆん視し艇ていが常に待機しています。さらには人工衛星が常にこの海域を監視してますわ。にもかかわらず、昨日から今朝まで異常は検知されず、煙けむりのように一人の人間が消えてしまいましたの。今のところＤＥＰ指数にも異常は検出されていないので、『侵蝕者デイストラクタ』が侵しん入にゆうしたとは考えにくい状じよう況きようですわ。ただし、油断せずに充じゆう分ぶんに注意しますように。わたくしは万が一に備え、学園島に戻もどって指揮をとりますわ。皆さんは事前の打ち合わせ通り、チームに分かれて行方不明者の捜そう索さくに当たりなさい』

　チームというのは、普ふ段だんソーシたちが『侵蝕者デイストラクタ』と戦う時、一緒に戦う固定メンバーのことだ。ソーシの場合委員長、灯萌、モモカである。あと、たまに乖人も混ざる……正直、今一緒に行動するのは気まずいメンバーだ。

　だが、続く桜夜の言葉を聞いて、ソーシのそんな気持ちも吹ふき飛んだ。

『行方不明になった人物ですが……〈九星衆メシア〉の一角、轟ごう岳がく館かん学がく園えん高等部三年生、中なか高こう下げ遠え近ちかですわ』

　それ、寮りよう長ちようじゃん──ソーシは内心でそう思った。




　そして──ソーシはモモカに灯萌、委員長と乖人というメンバーと一いつ緒しよに行動をしていた。島の中を手分けして寮長の手がかりを探しているわけだが、チームごとに担当地域を決め、それぞれの地域を重点的に探すという取り決めになっていた。ソーシたちが担当するのは島の東北東の一角だ。

「しかし、寮長がいなくなったなんてな……昨日は間違いなくいたのにな」

「そうだね。夕食の時見かけたよ」

「浴場でも見ましたね」

　乖人に委員長も答えてくれる。となると、夜の間にいなくなったということらしい。寮長というと、昨日飼おうとしていたあの野の良ら犬が気になるところだ。もしかしたら、あの犬のところに寮長もいるかもしれない。あるいは、犬を発見できれば寮長を捜さがさせることもできるだろうか、犬なら臭においをたどれるし。

　しかし……

「…………」

「…………」

　モモカと灯萌はさっきからソーシに近づいてこない。モモカはソーシと視線をあわそうともせず、灯萌はなんだかこっちを睨にらんでいる。完全に嫌きらわれている状態だ。実に気まずい。乖人は空気を読んでそのことには触ふれないようにしてくれている。委員長は、なぜか逆にさっきからソーシのすぐそばをついてきてくれている。

「空我山君。モモカさんと、もしかしてなにかあったのですか？」

　鋭するどい、というか、この状況を見ればよほどの鈍どん感かんでもなければ気づくだろう。

「昨日の夜、ちょっとね……」

「実は私、昨日はいつもよりサイダーを飲んでしまって……それでモモカさんに昨日、いろいろ言ってしまったんです」

「いろいろって？」

「その……昨日、私と空我山さんの間にあったことです」

「それって、もしかしてオシッコへぶっ！」

　ソーシがその単語を口にした瞬しゆん間かん委員長の拳こぶしがソーシのボディに刺ささった。息がつまる。

「その言葉を口にしないで下さい」

「ゴメン、俺が悪かったです」

　やばい……委員長のパンチ、確実にソーシの肝臓レバーを狙ねらったボディーブローだった。女子高生とは思えないほど凶きよう悪あくなパンチだ。ソーシでも一瞬意識が飛んでしまった。当然だ。ボクシングでは屈くつ強きような大男でもダウンしてしまうようなパンチなのだ。

「それで、モモカさんの誤解を解いたつもりだったんですが……もしかして、悪化させてしまいましたか？」

「いや……悪いのは俺だ。委員長はなにも悪くないんだから、気にしないでくれ」

「そう、ですか……寮長の捜索が一段落したら、私に相談してください。きっと力になれると思います」

「ありがとう、委員長なら百人力だ」

「あれ、ソーシ君、ボクの時と反応が違いすぎない？」

　反対側で乖人がなにか言っているが、無視だ。乖人の場合、普段の態度がアレだからイマイチ信しん頼らいできないのだ。

「空我山君」

「なんだ、委員長？」

「動かないでください」

　エッと、呟いた時、シュッとソーシの顔の横をなにかがかすめた。はらり、ソーシの髪かみがわずかに切れて宙を舞まう。

「ハチがいました」

　委員長の指さす先、地面には黄色と黒のまだら模様のハチがいた。しかしそのハチの体は真っ二つに切断されていた。

「委員長がやったのか？　でも、刃は物ものなんて持ってないよな」

「えぇ。これが私の『幻装咒式レジエンダリ』です」

　委員長が手を持ち上げる、すると、シャキン、と委員長の細い指が変化し、まるでナイフのように鋭えい利りな刃物となった。

「私の『幻装咒式レジエンダリ』、〈名状難臥メタモルフオーゼ〉です。私は体の一部を変形させることができます」

「へぇ、便利だな」

「そうでもありません。変化しても肉体の質量は変わりませんし、身体能力も変わりません。肉体強化能力を持つ『保全者パラミシア』に比べると戦せん闘とう力では劣おとります」

「いや、でもそういう能力って使い方次し第だいだと思うぞ。えっと……ほら、羽を生やせば鳥みたいに飛べるし、魚とかに変化すれば、委員長も泳げるようになるんじゃないか？」

「人間形態から形の違いすぎるものには変化できません。羽をはやしても筋力が足りないので飛ぶことはできません。内臓器官は変化できないので魚になっても息ができません。あと、勘かん違ちがいしないで欲しいのですが、私は泳げないわけではありません」

「え？　昨日溺おぼれてなかった？」

「私は泳げないわけではなく、海が大ッ嫌いなだけです」

　それを世間一いつ般ぱんでは泳げないというのではないだろうか……そもそも普段暮らす学園島は四方を海に囲まれているわけだが、委員長は普段どう思っているんだろう。

「へぇ、亞あ彌や歌かさんが自分の『幻装咒式レジエンダリ』を教えてくれるなんて、すごいね」

「そうでもありません、むしろ遅おそくなって申し訳ありませんでした。チームなのですから、もう少し早く能力をお教えするべきでした」

　ソーシはモモカたちの能力、『幻装咒式レジエンダリ』を詳くわしくは知らない。しかし春先からチームとして一緒に戦闘をした経験はあるので、だいたいどんな能力かは把は握あくしている。モモカは身体強化能力で、『保全者パラミシア』の中でもずば抜ぬけた戦闘力を持っている。灯萌は自由に炎ほのおを操あやつるようだし、乖人はなにか、敵を無力化する能力がある。

「なぁ、乖人。能力の詳しよう細さいって、聞いたらダメなのか？」

「暗あん黙もくの了りよう解かいでねほりはほり聞いてはダメって空気はあるね。『幻装咒式レジエンダリ』がわかると、ボクらの正体までわかってしまうから」

『保全者パラミシア』の正体は童話である。だがその正体を聞いたり探さぐったりするのはマナー違い反はんらしい。ソーシにはピンと来ないが、『保全者パラミシア』の正体がバレるというのは、人間だと全ぜん裸らを見られるようなものらしい。

　正体が秘密だからこそ、童話に由来する能力である『幻装咒式レジエンダリ』のことも秘密扱あつかいなのだろう。だが、それならなんで急に委員長は自分の『幻装咒式レジエンダリ』を説明してくれたのだろう。

「いえ、空我山さんのことを信頼していないわけではなかったのですが、なかなかきっかけがなかったもので」

　つまり、これはゲームでたとえるなら、委員長の好感度が一定値を超こえたので発生したイベントのようなものだな。そう考えると悪い気分じゃない。

「……委員長と一緒で楽しそうね、ソーシ」

　ぼそっと、モモカのつぶやきが聞こえた。ハッと振ふり返ると、モモカと灯萌がこっちを見てなにかヒソヒソ内ない緒しよ話ばなしをしている。なんだ、これ、ちょっと感じ悪い気がする。モモカにしてはなんだか陰いん湿しつだ。

「ソーシ君、ボクの『幻装咒式レジエンダリ』も説明しようか？」

「いや、知ってるからいい」

「だよね、ボクらの間にはすでに信頼関係があるもんね」

　乖人がなにかと絡からんでくるが、これはあれだ。モモカたちとの間の微び妙みような空気を紛まぎらわせようとしているのだ。乖人は変人だが気き遣づかいもできる男なのだ。

　チーム内の空気が悪いのも問題だが、今最大の問題は寮長である。夜中に行方ゆくえ不明になったというのは心配だが、しかし寮長も『保全者パラミシア』である。子供っぽい外見だが、人間離ばなれした能力を持っているのだ。よほどのことがない限り心配はいらないのだが、今の状況がそのよほどなのかもしれない。

　そして、ソーシは口には出していないが、ある疑念を持っていた──寮長が行方不明になったのは少しばかりタイミングがよすぎないだろうか？　合宿二日目の早朝の事件。他の生徒は寝ね起おきだったから気づいてないのかもしれないが、これは計ったようなタイミングだ。

　早い話、ソーシはこの事件が狂きよう言げんではないかと疑っている。寮長はわざといなくなったのだ。なぜか？　それは桜夜の指示だ。寮長の行方不明事件をわざと演出し、それを利用してチームごとに行動させることでチームの連れん携けいを強化しようという桜夜の目もく論ろ見みが見え隠かくれしている気がする。実際問題、昨日会ったとき、寮長は桜夜のことをちゃん付けで呼んでいた。二人は親しそうだ。桜夜のお芝しば居いに寮長が協力するのは、ありえそうな話だった。

　しかし今の考えは全部ソーシの妄もう想そうでしかない。全部が狂言であれば最後は笑い話ですませられるが、万が一本当に寮長がなにかの事故で行方不明になっているのだとしたら大問題だ。だから今は事実がどうであるにせよ、寮長の捜そう索さくをマジメに行わなければならない。

「全然見つからないな……」

「だね、手がかりが全然ないんだもんね」

「手がかりか……そう言えば、犬はどうした？」

「犬？」

「いや、寮長が昨日、子犬を見つけて、それで飼うって言ってたんだよ。その犬は今どこにいるのかなって思ってな」

「初耳だね、犬なんて見ていないよ」

「私もですね」

　意外だ。あの犬を目もく撃げきしたのはソーシしかいないのだろうか？　ソーシはあの後意識を失ってしまったので、犬がどうなったかを確かく認にんしていない。寮長は桜夜のところに行くと言っていたし、桜夜なら知っているだろうか。ひょっとしてこれが手がかりなのか？　桜夜に連れん絡らくしてみたほうがいいかもしれない。

「ちょっと待て、桜夜先せん輩ぱいに聞いてみる」

　ソーシは用意したスマホで桜夜に連絡を取ってみる。こんな島でもスマホの電波は問題なく届いていた。さすがイカロスグループだ。コールが数回鳴った後、桜夜が出た。

「あ、もしもし。桜夜先輩ですか」

『空我山さん、なにかわかったのですかしら？』

「ちょっと手がかりかもしれないことをみつけましてね。昨日寮りよう長ちようが犬を連れてましたよね？　その犬どうなったかわかりません？」

『犬？　なんのことですの？』

「あら？　犬ってもしかして、この子のことですか？」

　と、前方で委員長が告げる。見ると、茂しげみの奥から昨日の子犬が姿を現したところだった。乖人やモモカもそちらへ向かう。

「あら、この子、ケガをしていない？」

「ケガじゃないね。この子の毛皮に血がついている。誰だれかの血がついてるんだ」

　血で汚よごれているって、不ふ吉きつな予感がする。ソーシも思わずそちらを確認する。

『もしもし、空我山さん、犬とはどういうことですの!?』

「あぁ、桜夜先輩。昨日寮長が島の中で犬を見つけて一いつ緒しよにいたんですよ、もしかしたら行方不明の手がかりになるかもしれないなって思って」

『それは本当に犬でしたの？　空我山さん、重要なことですわよ』

「えぇ、首輪していないから野良犬だと思いますよ。泳いできたのかな？　今見つけたんですけど、犬の毛皮に血がついていて……」

『空我山さん、すぐにその場から離れなさい！』

　スマホの向こうから桜夜のせっぱ詰つまった声がひびく。桜夜のこんな声、初めて聞いた。

『その島に犬などいませんわ！』

「でも、実際いたんですよ」

『合宿にさきがけ、危険がないよう島内は徹てつ底てい的に調査しましたわ。島内に不ふ審しんな生物は一いつ匹ぴきも存在しませんでしたわ。調査は合宿前日に行ったのですから、犬がいるとしたら合宿当日に侵しん入にゆうしたということですわ！　イカロスグループの監かん視しシステムに気づかれずに侵入してきた犬が、ただの犬であるはずがありませんわ！」

「それって……」

『その犬は十中八九『侵蝕者デイストラクタ』ですわ！」

「委員長！」

「え？」

　ソーシが叫さけび、委員長が振り返る──事件は、一いつ瞬しゆんだった。それこそ瞬まばたき一つの間に起きた出来事だった。

　委員長の目の前の地面に座っていた子犬。その犬の身体からだがふくれあがった。爆ばく発はつ的な速さで巨きよ大だい化した犬の身体は、今や人間よりも大きくなっていた。巨大な犬の怪かい物ぶつは、アゴを大きく開いた。その顎あごは一瞬で目の前にいた委員長の体を吞のみ込み、そして……




　ゴキガリリグリベキガキバキッ




　なにかが砕くだけ、すり潰つぶされるような異音が響ひびく。

「い、いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　灯萌が絶ぜつ叫きようした。ソーシは、目の前の光景が信じられなかった。巨大な犬の『侵蝕者デイストラクタ』、その口から、委員長の下半身が外に飛び出ている。どさり、地面に、委員長の足が落ちた。その上、本来あるべき委員長の上半身が、そこには残っていなかった……

　突とつ然ぜんの異常事態。あまりに凄せい惨さんな光景に、さしものソーシも反応が遅おくれた。だがこの場でその硬こう直ちよくは致ち命めい的だ。犬、いや、『侵蝕者デイストラクタ』はもはや犬のサイズを通り越して、ワゴン車並のサイズになっていた。『侵蝕者デイストラクタ』の体が霞かすむように消える。超ちよう高速の移動。一瞬でトップスピードになった犬の巨大な口が、今度はソーシを丸まる吞のみしようと目の前に迫せまってきた……

「ソーシ、しっかりして！」

　モモカの絶叫。いつのまにか日本刀を構えたモモカが横手から『侵蝕者デイストラクタ』に斬きりかかり、その斬ざん撃げきが『侵蝕者デイストラクタ』の首に命中した──が、ガキンッ、固い物同士がぶつかるような音。『侵蝕者デイストラクタ』が首を大きく振り払はらうと、モモカの体がはじき飛ばされてしまった。悪い冗じよう談だんみたいだ。並の『侵蝕者デイストラクタ』なら一刀両断で倒たおしてきたモモカの攻こう撃げきが直撃したのに、全然効いていない。この『侵蝕者デイストラクタ』は今までとは格が違ちがう！

　だが──地面に転がる委員長の肉体、その一部……ダメだ。見ると吐はき気けがこみ上げてくる。知り合いが目の前で殺されるなんてソーシも初めての経験だ。思っていたより衝しよう撃げきが大きい。しかし目の前の『侵蝕者デイストラクタ』に集中しないと、ソーシの命まで危ない！　今はムリヤリ委員長の存在を頭から閉め出した。師し匠しようからそういう気持ちの切り替かえ方は教えられている。師匠との修しゆ行ぎよう中、ヒヨコの時からかわいがって育てていたニワトリを自分の手で殺してその肉を食べさせられた。どんな精神的な衝撃も乗り越えるための修行だ。その経験が今生かされ、ソーシはムリヤリ意識を『侵蝕者デイストラクタ』に向けた。

「いやぁぁぁぁ、委員長、そんな、委員長、ウソでしょ、なんで……」

　反対に灯萌は地面にへたり込み、泣きじゃくっている。あれは危険だ。委員長とはしょっちゅう言い争いをしていたはずだが、その死に一番衝撃を受けているのは灯萌らしい。やはり仲がよかったんだな……けど、今は感傷に浸ひたっている場合ではない。

　灯萌は戦えそうにない。それはしかたない。しかし『侵蝕者デイストラクタ』が強敵である以上、灯萌をかばいながら戦うのはつらいだろう。灯萌にはせめて避ひ難なんして欲しい。

『侵蝕者デイストラクタ』が雄お叫たけびを上げた。空気がビリビリと振しん動どうし、ソーシの肌はだをざわつかせた。巨大な犬のような『侵蝕者デイストラクタ』は、よく見ると犬よりはオオカミに近いように思えた。どっちでもいい、怪物であることに変わりない。ソーシは裂れつ帛ぱくの気合いを漏もらしながら地を蹴けって敵に急接近。『侵蝕者デイストラクタ』も反応してキバを剝むいて襲おそってくる。ソーシはわずかに身を反らしてその攻撃を回かい避ひ。わずかにかすめたキバがソーシの服を引き裂さき、肌を傷つける。だが軽傷だ。

「刃じん無ない流りゆう古こ道どう術じゆつ、壱いち式覇は山ざん！」

　刃無の技わざを使う。回避した勢いそのままに相手の体へ飛び蹴りをたたき込んだ。が、脚あしに伝わってくるのは固い感かん触しよく。鋼鉄の塊かたまりを蹴ったような衝撃がソーシの脚に返ってくる。『侵蝕者デイストラクタ』にダメージはない。『侵蝕者デイストラクタ』が振ふり向きざま、前足をふりかぶって、ソーシめがけて叩たたきつけてきた。咄とつ嗟さに横へ飛んで回避。相手の攻撃の風圧で回避したソーシの体がはじき飛ばされ、近くの木の幹に激げき突とつした。衝撃が内臓に伝わって息がつまる。

　さらに『侵蝕者デイストラクタ』が雄叫びと共にソーシへ飛びかかってくる。『侵蝕者デイストラクタ』は普ふ通つうにしているだけでもソーシより背が高い。頭頂まで高さ二メートルくらいだろうか。四つ足のオオカミのような姿なので、全長はそれ以上の大きさだ。その突進は、トラックが突つっ込こんでくるのと変わらない。木に叩きつけられた衝撃でソーシの回避が間に合わない。受け身で衝撃を殺すしかないか。

「我が『幻装咒式レジエンダリ』、〈禍マガ津ツ屍シ鬼キ號ゴウ〉!!」

　輝かがやく閃せん光こうが『侵蝕者デイストラクタ』の巨きよ体たいを吞み込み、『侵蝕者デイストラクタ』が初めて大きくはじき飛ばされた。見れば、モモカが刀を構えた姿勢で『侵蝕者デイストラクタ』を睨にらんでいた。モモカの銀ぎん髪ぱつは桃もも色いろに染まり、その眼まな差ざしはいつになく怜れい悧りな輝きを放っていた。

　モモカの能力〈禍マガ津ツ屍シ鬼キ號ゴウ〉とは、桃もも太た郎ろうが使っていた刀の名前らしい。正確には、桃太郎と戦った鬼おにが持っていた武器を奪うばったものだという。モモカはその力を解放することで鬼き神しんの力を手に入れ、身体能力が通常の数十倍に跳はね上がるのだ。これによって、人間離ばなれした『保全者パラミシア』のなかでもさらにずば抜ぬけた戦せん闘とう力をモモカは発揮できるのである。

　モモカの手にした刀に光のオーラのようなものがまとわりつき、その光がさらに巨大な刃やいばを形成していた。モモカはその刀を構え、弾はじかれた『侵蝕者デイストラクタ』へとさらなる追撃を放つ。

　だが『侵蝕者デイストラクタ』もただものではない。モモカの怪かい力りきで弾かれつつも空中で巨体を動かし、宙返りをする。その体から巨大な真空の刃が放たれ、周囲の木を根こそぎ切断していく。ソーシは大きく跳ちよう躍やくしてその攻撃を回避。他のみんなもなんとか回避している。が、『侵蝕者デイストラクタ』はそんなソーシたちのスキをついて再度急接近。ソーシめがけてキバを突き立てようと迫る。
















「刃無流古道術、肆し式舞ぶ桜おう！」

　身動きのとれない空中でソーシは迫る『侵蝕者デイストラクタ』の鼻先めがけ、自らぶつかっていくようにして強ごう引いんに受け身を取った。衝撃が体を突き抜けていく。ノドの奥から血がこみ上げてきた。だが、『侵蝕者デイストラクタ』のキバに食いちぎられるよりはマシだ。

「刃無流古道術、弐に式散さん牙が！」

　接近できたので、目の前にあった『侵蝕者デイストラクタ』の眼球めがけ、全力の突きを放つ。が、ゴキッと、ソーシの手首の方が悲鳴を上げた。目玉が恐おそろしく硬かたい。まるで鉄板だ。全力で殴なぐったのに相手にはまるで効いていない。どれだけ頑がん丈じようなんだ！

「ソーシ君、離れて！　ボクの力を使う！」

　乖人の叫び。見ると、ソーシたちが戦っている間に回り込んだ乖人が『侵蝕者デイストラクタ』の長い尻尾しつぽを摑つかんでいるところだった。

「『幻装咒式レジエンダリ』、〈無為なる無窮の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・スロウス〉！」

　乖人が自らの能力を解放する──それは、自分と周囲のもの全すべてからやる気を奪うという反則級の能力。その能力からは第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』も逃のがれられない。

　ふにゃり、急速に脱だつ力りよくした『侵蝕者デイストラクタ』が地面に落下、そのまま動かなくなった。乖人は『侵蝕者デイストラクタ』の尻尾を摑んだまま、いまだ、と合図をしている──乖人の能力は周辺のもの全てから無差別にやる気を奪ってしまう。だが、敵に接せつ触しよくできるほど接近した状態で最小限度の能力を解放すれば、敵のみを無力化することが可能だ。乖人も日々の戦いで進化し、能力をコントロールできるようになっているのだ。

「任せろ、乖人、委員長の仇かたきだ！」

　叫び、ソーシは助走をつけて地面に倒れる『侵蝕者デイストラクタ』めがけて全力の飛び蹴りを放った。

「刃無流古道術、壱式覇山！」

　飛び蹴り、再度ピンポイントで眼を狙ねらってみた。固い衝撃が返ってくる。が、今度は先ほどの突き以上のパワーだ。ムリヤリ脚を踏ふみ抜くイメージで蹴り飛ばし、固い物が砕ける感触とともに『侵蝕者デイストラクタ』が悲鳴を漏らす。『侵蝕者デイストラクタ』の片目がつぶれた。

「貴様は、赦ゆるさない……ワタシの、友をうばった貴様は絶対に赦さない！」

　雄叫びを上げるのはモモカだ。怒いかりと共に飛び出したモモカが全力の斬撃を『侵蝕者デイストラクタ』の首筋にたたき込む。光の刃が『侵蝕者デイストラクタ』の毛皮に食い込み、そしてその首をはね飛ばした。

「やった、か」

　ソーシは思わずそう呟つぶやいた。が、これはフラグだ。アニメでこのセリフを言った時は絶対やっていない時だ。そしてだいたい反撃でザコが殺される。

　だが、今回はそうではないようだ。頭部を失った『侵蝕者デイストラクタ』の体は、ズシン、と地面の上に転がった。首の傷口から血液は出てなかった。以前倒した『侵蝕者デイストラクタ』は体液が出ていたはずだが、こいつは違うのか？

「……うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　絶叫とともに、今まで動かなかった灯萌が駆かけだした。灯萌は倒れた『侵蝕者デイストラクタ』の死体によると、拾い上げた岩を持ち上げそれを何度も叩きつけ始めた。

「こいっ、つ、よくっ、も、委員長を、こいつ、こいつ、こいつがぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「落ち着いて、灯萌！　それ以上はダメよ！」

「なんでよ、ちゃんモモ！　あんたは悔くやしくないの！」

「悔しいわよ、誰だれよりも！　でも落ち着いて。こいつから、まだ気配を感じるわ。まだ死んでいない」

「え？」

　灯萌を羽は交がい締じめに大人しくさせた後、モモカは険しい表情で『侵蝕者デイストラクタ』の死体に近づいていった。いつのまにか髪かみの色が銀髪に戻もどっている。

「乖人、さっきの力をもう一度使って」

「うん、了りよう解かいだよ。こいつが生きているにしても、もう二度と暴れさせない」

　乖人が『侵蝕者デイストラクタ』の尻尾を握にぎって能力を発動させていた。連れん携けいはバッチリだ。モモカは無言で手にした刀を『侵蝕者デイストラクタ』の腹部に突き立て、そのまま尻尾の方へと毛皮を切り裂く。『侵蝕者デイストラクタ』の腹部が切り開かれたが、やはり血は出ない──いや、ごとり、中からなにかが転がり落ちた。それは、小こ柄がらな人ひと影かげだった。

「まさか……寮りよう長ちよう!?」

『侵蝕者デイストラクタ』の腹部から出てきたのは行方不明だった寮長だ。服が破けて半はん裸ら状態の寮長はグッタリとして動かない。

「モモカ、寮長は？」

「……大だい丈じよう夫ぶ、息をしているわ。とりあえず、医者に診みせましょう」

　と、モモカは自分の上着を脱ぬいで寮長に着せている。よかった、寮長は生きているようだ。オオカミの腹の中にいたのに傷らしい傷もない。本当によかった。

「とりあえず桜夜先せん輩ぱいに連れん絡らくする。誰か、手伝ってもらえる人を呼ぼう」

　ソーシは再度スマホを取り出した。先ほどの桜夜との会話は中ちゆう途と半はん端ぱなところで中断してしまった。心配しているかもしれない。早く連絡をしよう。

　が、今度は何回コール音をならしても出てくれない。どうしたんだ？　早く連絡をしたいのに……数十秒ほど待機して、ようやく相手の声が聞こえた。

『空我山さんですの？』

「桜夜先輩ですか、報告したいことがあるんですけど」

『あなたが出たのは幸か不幸か……いいですわ。空我山さん、落ち着いてお聞きなさい』

「桜夜先輩？」

　なんだか、桜夜の様子がおかしい。それに気のせいか、桜夜の背後からなにかの騒そう音おんも聞こえる。

『現在学園島は『侵蝕者デイストラクタ』の総攻撃を受けていますわ。敵『侵蝕者デイストラクタ』には第五階梯レベル５が少なくとも三名以上参加していますわ。防衛は不可能、陥かん落らくも時間の問題ですわ』

「やばいじゃないですか、すぐそっちに行きます！」

『もう手て遅おくれですわ……わたくしは、学園島の研究施し設せつを爆ばく破は処分後、脱だつ出しゆつしますわ。あなたがたはその島で待機なさい。合流後、再起を図はかりますわ』

「大丈夫なんですか、先輩」

『今回は完全に対応に失敗しましたわ。あぁ、これで何度目の失敗ですかしら……』

「ソーシ、どうしたの？」

「桜夜さんになにかあったの？」

　モモカや乖人が尋たずねてくるが、今はそれどころではない。騒音で桜夜の声がひどく聞きづらい。

『空我山さん。紅くれない巫女兎の身み柄がらを全力で守りなさい。彼女さえいればわたくしたちは何度でもやり直せますわ。逆に言えば、彼女を失えば人類は終しゆう焉えんを迎むかえますわ」

「巫女兎？　なんでまた？」

『詳しよう細さいは説明できませんけど、いいですこと、絶対に守りなさい。万が一に備え彼女を合宿に参加させたのは正解でしたわね……それと、行方不明になった中高下遠近さんのことですけれど』

「あぁ、寮長だったら……」

　無事に保護しました、と言おうとした。だがソーシはその言葉を吞のみ込まざるを得なかった。




『先ほど別働隊が、彼女の遺体を島内で発見したそうですわ』




　どういう、ことだ？

『おそらく『侵蝕者デイストラクタ』に襲おそわれたのでしょう。注意なさい、彼女の遺体は全身の生皮をはがされていたそうですわ。敵はおそらく……あぁ、なんてことですの。この部屋にまで連中が押し寄せ、きゃあああああああ!!』

「桜夜先輩!?」

「ＷＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

　雄お叫たけびが響ひびく。同時に、寮長を抱かかえ上げようとしていた乖人が地面に倒たおれた。灯萌が悲鳴を上げる、倒れた乖人の体から、地面の上に血だまりが広がっていく……なんだよ、これ、本当に、いったいどうなっているんだよ！

「ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャッハッハッハッハ、まったく油断したな、お前ら。マヌケ面したバカどもを不意打ちでぶっ殺すのは最高だな、なによりそのアホみてぇな死に顔が最高に笑えるぅぅぅぅ!!」

　下品な笑い声を漏もらすのは、寮長だ。いや、違ちがう、寮長の姿をした何者かだ。寮長は間違ってもあんな歪いびつな笑えみを浮うかべたりはしない。

「お前は誰だ！　いや、お前も『侵蝕者デイストラクタ』か！」

「ゲヒャヒャッハッハッハッ、いいだろう。冥めい土どのミヤゲの自己紹しよう介かいだ！　オレサマは『人類駆逐者マン・デストロイヤ』。第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』だぁぁぁぁぁぁ」

　立ち上がる寮長、いや、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』。その右手は血に染まっていた。乖人の腹部を貫つらぬいたためだ。その右手が自分の顔を摑むと、ベリッと、その皮ひ膚ふを破り捨てる。寮長の姿をしていた『侵蝕者デイストラクタ』が、本ほん性しようを現した。

「なんでそんなことをした！」

「なんで？　基本だよ、基本、狩かりの基本は待ち伏ぶせだ！　獲え物ものに怪あやしまれないカッコウで隠かくれて、獲物が油断するのを待って、隙すきを突ついてズドォォォォォン！　獲物が死の直前にさらすマヌケ面づらがたまんねぇぇなぁぁぁぁぁ、これが『人間狩りマンハント』の醍だい醐ご味みだ！」

　叫さけび、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』は倒れた乖人の体を蹴けり飛ばす。乖人は、もはや動かなかった。

「こいつが一番厄やつ介かいだからなぁぁぁぁ、こいつの『幻装咒式レジエンダリ』を食らったらオレサマでも動けなかった……だから一番厄介な奴やつを不意打ちで最初にぶっ殺したぁぁぁぁぁ、ゲヒャヒャッハッハッハ、オレサマかしこぉぉぉぉぉい、オレサマ勝利確定ぇぇぇぇい!!」

　寮長の生皮をはがして姿を現した『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の本体は、小柄な少女だった。寮長と同じくらいの体格。金きん髪ぱつに白い肌はだ、黙だまっていれば愛らしいと思えるほどの美少女。だがその顔は子供とは思えないレベルの邪じや悪あくな笑みの形に歪ゆがんでいた。

「オレサマの『幻装咒式レジエンダリ』〈折々詐称ゴア・エグリ〉は、表面さえ取り繕つくろえば自由に擬ぎ態たいができる。こいつも俺が操あやつっていたオモチャさ！」

『人類駆逐者マン・デストロイヤ』が指さす先には、先ほど倒したオオカミ型の『侵蝕者デイストラクタ』がいた。その遺体はいつのまにか平らになっている。オオカミの毛皮だけが残っている状態だ。

「うわぁぁぁぁっぁぁぁぁぁ、よくも、よくもみんなをぉぉぉぉ!!」

　灯萌が叫び、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』めがけて掌てのひらを向けた。瞬しゆん間かん、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の全身が炎ほのおに包まれた。燃え上がる『人類駆逐者マン・デストロイヤ』。

「灯萌、大丈夫なのか！」

「大丈夫なわけないじゃん！　だいじょばないけど、でもアイツだけはマジ赦せない。絶対ポコパンだわ！」

　涙なみだをぬぐいながら叫ぶ灯萌。精神的なショックはソーシ以上のはずだが、灯萌はそれでも目的を見失ってはいなかった。

「ゲヒャッハッハッハ、勝つ気か？　オレサマ相手に？　そいつはとんだ悪い冗じよう談だんだ」

　炎が消えた。『人類駆逐者マン・デストロイヤ』が無傷で現れる。その頭には、オオカミの毛皮のようなものがのせられていた。子供のかわいい服にも見えるが、下品な笑みが子供らしさを台無しにしていた。

「オレサマのオモチャ一いつ匹ぴき相手に苦戦していたザコの寄せ集めが、オレサマと戦う気か？　冗談はおよしなさいってもんだぜ、ゲヒャッヒャッヒャッハッハッハッハ」

「まだ、終わってないわ」

　モモカがつぶやき、刀を構えなおす。その髪の毛が再度、桃もも色いろに染まっていく。目の前で乖人が倒されても、モモカの闘とう志しは失われていなかった。

「あぁん？　お前、『桃太郎』かぁ？　こいつはとんだ無様だぜ。最強最悪の第五階梯レベル５と呼ばれたお前が、そこまで弱体化したなんざ、情けなくて笑いぐさだぁぁぁぁぁぁぁ、ゲッヒャッハッハッハッハ」

　そうか、こいつは『侵蝕者デイストラクタ』だから、モモカの正体も知っているのか。

　しかしソーシはまだ戦える。灯萌やモモカも無傷。委員長は……今は、思い出さないでおこう。乖人も、重傷だ。倒れたまま動かないということはすでに意識がないということ。乖人を助けるには一刻も早く医者に見せないと……この島に医者はいるのか？　どっちにしろ、目の前の『人類駆逐者マン・デストロイヤ』をどうにかしないとどうしようもない。相手は第五階梯レベル５、前回戦った『桃太郎』と同等なら、戦いようはあるはずだ。

「お前らクソザコどもに教えてやろう。どうあがいても勝てない存在のことを、『絶望』と呼ぶのさぁぁぁぁぁ、ＷＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

　雄叫びを上げる『人類駆逐者マン・デストロイヤ』、同時に島内で蠢うごめく無数の気配……大量の気配が、ソーシたちのもとへと押し寄せてくる。

「お前らはいつから勘かん違ちがいしていた？　オレサマの操るオモチャが一匹しかいないなんてなぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　島の奥から現れたのは、先ほど倒したはずのオオカミの『侵蝕者デイストラクタ』だった。だが、あぁなんということだ。押し寄せる『侵蝕者デイストラクタ』の数は、十や二十ではおさまらない。視界をうめつくすほどの『侵蝕者デイストラクタ』がソーシたちを包囲していた。

「オレサマの『幻装咒式レジエンダリ』〈軍狼の凱歌エクス・ベキウス〉は、配下の第四階梯レベル４『侵蝕者デイストラクタ』を無限に生み出し、操ることができる。お前らが苦戦しながら倒したオレサマのオモチャは、無限のうちの一個でしかない。ついでにもう一つ教えてやろう──この島の生存者は、お前らで最後だぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　現れたオオカミの群れが、くわえていたものを吐はき出す──死体だ。おびただしい数の死体。殺された、轟岳館学園の生徒たちの遺体がその場に山と積まれる。

　なんと表現すればいいのだろう。もはや目の前の光景が現実離ばなれしすぎて、受け入れられない。受け入れたらそれはもう敗北を認めたも同義だ。だからソーシは精神の均きん衡こうを保つため、ひたすら『人類駆逐者マン・デストロイヤ』への敵意を燃やし続けていた。

　だが、今ソーシが胸の奥底で感じているこの感情を言葉で表現するのなら、それは──『絶望』なのかもしれない。

「お前らの人生はバッドエンド確定だぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　さぁ、無様に足搔あがいてオオカミに食われ、オオカミの糞ふんになっちまえぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　無数のオオカミが迫せまってきた。それはまさにオオカミの津つ波なみのようでもあった。




　──戦った、ソーシたちは押し寄せる絶望を前にして、最後まで諦あきらめることなく必死に戦った。ソーシも身につけた刃じん無ないの技わざの全すべてを駆く使しして、何匹びきかオオカミを倒すことに成功した。

　だが結局のところ──無限の軍勢には、勝てなかった。

「どう、なった……」

　ソーシは木こ陰かげに隠れて呟つぶやいた。ソーシは満まん身しん創そう痍いだ。右手の感覚がもうない。肘ひじから先がぐしゃぐしゃになっていて、痛いはずなのに感覚がないのでよくわからない。視界が霞かすむ。自力で動くこともできない。両りよう脚あしとも骨が折れている。もう、どうしようもない。

　モモカたちがどうなっているか、よくわからない。オオカミの群れに包囲されて、全員ちりぢりになった。最後に見えたのは──右半身を食いちぎられた灯萌の姿だった……

　もう、どうしようもない。味方は全員やられた。生きているのは自分だけかもしれない。物もの陰かげに隠れてはいるが、すぐそばを動き回るオオカミの気配を感じる。見つかるのは時間の問題、いや、あるいはもう見つかっているかもしれない。自分はなぶり者にされているだけかもしれない。あぁ、どうすれば……

　そのとき、ソーシの視界にあるものが入った。地面の上にいつのまにか落ちていた、白い絵本──『おまえだけのものがたり』。なんでここに？

　ソーシは無事な左手でそのページをめくる。最後のページには、やはり不気味な文字が並んでいた。

『あるひ、おまえはしまへでかけることにしました

　おまえは■■■にひゃくさんじゅうはちかいだまされました

　おまえは■■■にひゃくさんじゅうはちかいだまされ、そしてころされましたとさ

　めでたしめでたし




　BADEND』

　あぁ、まったく、くそったれなことに、ここに書いてあるとおりの現実になった。これはとんでもないバッドエンドだ……だが、ソーシはその本の内容に違い和わ感をおぼえた。

　なんだ、この本……内容が、変じゃないか？　死の直前に感じた、かすかな違和感。が、唐とう突とつにその気持ちが中断された。

　背後から伸のびた手がソーシの首に回された。見つかった、ついに終わりか……

「静かに、ソーシ。生きてたのね」

　違う、モモカだ。モモカの声が耳元で聞こえ、ソーシの目に涙が浮かんだ。あぁ、なんでだろう、もはや誰だれが生き残っていようとこの状じよう況きようはどうしようもないのに、モモカと出会えたことがなにより嬉うれしい。

「来て、こっちよ」

「モモカ、ダメだ……俺はもう、脚あしがほとんど動かない」

「私が運ぶわ。乱暴に運ぶから痛いだろうけど、これを嚙かんで絶対声を出さないで」

　モモカが木の枝をソーシの口に押し込んできた。それを嚙みしめる。もう味もなにも感じない。モモカがソーシの体を強ごう引いんに引っ張る。両脚の激痛がひどくなる。ソーシは口の枝に歯をくいこませ、声を殺した。

「ここに入って」

　モモカがなにかの袋ふくろのようなものの口を開け、中にソーシを押し込もうとする。

「殺したオオカミの毛皮よ。この中に隠れていたら、オオカミも臭においをたどれないみたい。私もそうやってここまで来たの」

　すごい──ソーシは内心で思った。ソーシでさえ心の折れたこの絶望的状況で、モモカはまだ諦めていないのだ。必死に生き残る手段を考え、全力で行動しているのだ。

　毛皮の中に隠れたソーシをモモカが持ち前の怪かい力りきで運んでくれる──やがて、足元の地面の感かん触しよくが柔やわらかくなった。島の砂すな浜はままできたのだ。モモカが毛皮の中のソーシをのぞき込む。

「ソーシ。残念だけど、これ以上戦っても勝てないわ。だから脱だつ出しゆつして」

「みんなは？」

「わからないわ。島中探して、ようやくあなたを見つけたの。あと一人、この子も」

　モモカが指さす先、砂浜にはもう１個毛皮の袋があった。その毛皮の中を見ると、なかには巫女兎が入っていた。

「巫女兎？　生きていたのか？」

「…………」

「ダメよ。この子、なにをしても反応がないの」

「おい巫女兎、お前この状況でまだ寝ねているのか？」

「…………」

「心臓は動いているんだけど、意識は全くないの。死んだように寝ているわ……とにかく、ワタシが発見できたのは二人だけよ。だから二人で島を脱出して」

　モモカが空のペットボトルをソーシの毛皮の中に押し込んできた。

「ゴミ捨て場にあったペットボトルを持ってきたわ。これを浮うき代わりにして。毛皮に隠かくれたあなたたちを海に流すわ。運がよければどこかに流れ着くはず。この島に残るより生き残る可能性は高いわ」

「モモカは？」

「日本一のもののふは、決して背中を見せないわ」

「ダメだ、モモカ、一いつ緒しよに逃にげよう。これ以上なにをしたって無む駄だ死じにだ！」

「ワタシはいいの。もののふとしての覚かく悟ごはいつでもできているから……でもあなたは違ちがう。生き残って。連中はここでワタシが食い止めるから」

「バカ、よせ、モモカ、俺もここで最後まで戦う」

「あなたはもののふではないわ」

　そのモモカの言葉に、ソーシはガツンと頭を殴なぐられた気分になった。なんだ、それは……ソーシだって命を懸かけて今まで戦ってきたつもりなのに、モモカはソーシを味方だと認めてはいなかったのか？　だったら、ソーシはなんのために今まで戦ってきたんだ……

「ごめんなさい、ソーシ。こんなことになるなら、昨夜のあなたに、答えてあげればよかった……今さらだけど……」

　モモカの目から涙がこぼれた。なぜ、モモカが泣くのだ。昨夜は……ソーシの部屋に来たモモカを、ソーシが拒きよ絶ぜつして、モモカを悲しませてしまった。なのになんでモモカが謝るんだ……

「モモカ。俺の方こそ悪かった。俺はただの、臆おく病びようなチキン童どう貞てい野や郎ろうだったんだ。だから昨日は、怖こわくなってお前を拒絶しただけで……」

「……どういうこと？　拒絶をしたのはワタシの方よ。だって、昨夜のソーシ、なんだか怖かったから……」

　どういう、ことだ。ソーシとモモカの間に食くい違いが発生している。なんだ、この違和感。今はそんなことを考えているヒマはない、そのはずなのに、この食い違いは見み逃のがせないという気持ちもある。なんだ、いったい昨夜、ソーシとモモカの間になにがあった……ダメだ、違和感は感じるが、なにも思い出せない……

「ソーシ。ごめんなさい。でも最後に……思い出が、欲しいの」

　モモカの顔が、ソーシに近づいてくる。

「口吸いキスして……」

　今度はソーシも拒絶しなかった。モモカのクチビルがソーシのものに重ねられる……初めてのモモカとのキスのはずなのに、なぜだろう。以前にもどこかで、彼女の柔らかいクチビルを味わったような、そんな記き憶おくがある。

「ありがとう、ソーシ……思い残すことはないわ」

「なぁ、モモカ、一緒に逃げよう。これ以上戦ったって……」

「でもお別れよ」

　モモカの声はかたく、決意は変わらないようだった。モモカはソーシと巫女兎、二人分の毛皮を引きずって海まで持って行く。

「それじゃぁ、ソーシ……お別れね」

「モモカ……」

「ゲッヒャッヒャッハッハッハッハ、見ぃぃぃぃぃつけたぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　砂浜に狂くるったような笑い声が響ひびく。砂浜を見下ろす位置に『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の小こ柄がらな姿が見えた。その背後には、視界を埋うめ尽つくすほどのオオカミたちの群れ。最悪だ。

「逃げて、ソーシ！」

「モモカ！」

　モモカが最後にソーシと巫女兎の袋を海へと放り投げた。同時にモモカは振ふり返り、刀を手に『人類駆逐者マン・デストロイヤ』へと立ち向かっていく……あぁ、だがなんということだ。海に流されたソーシには、そんなモモカの背中が見えた。今まで見えなかったモモカの背中は、傷だらけだった。服はやぶけ、背中の肉がえぐられ、傷口は焼き潰つぶされたように醜みにくくつぶれていた……ヒドイ傷。常人ならもはや動けるはずのない重傷。その重傷状態でモモカは、巫女兎とソーシの二人をここまで運んでくれたのか。あの傷では、モモカももう助からないだろう……だから彼女は脱出を諦めたのか……

「バカ、なにがもののふは背中を見せないだよ……そんな背中隠してるんじゃねぇよ、モモカァァァァァァァ!!」

　ソーシが叫さけぶと同時に無数のオオカミがモモカに殺さつ到とうし──砂浜に、血肉が飛び散った。

「ゲッヒャッハッハッハッハッハ、ざまぁねぇな、『桃もも太た郎ろう』！　そして、狙ねらった獲え物ものは一いつ匹ぴきたりとも逃にがさねぇぇぇぇ、それが一流の狩人かりゆうどってもんだぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　ザバァッ、大きな水音、海中から巨きよ大だいなオオカミが姿を現し、海を漂ただようソーシと巫女兎、二人の入った毛皮を口にくわえた。

　出現したオオカミはそのまま島に上陸し、くわえていたソーシたちを砂浜の上に投げ出した。倒たおれたソーシは、もはや自力で立ち上がる気力さえ残っていなかった。そんなソーシに近づいてくる『人類駆逐者マン・デストロイヤ』。彼女はソーシの目の前でしゃがみ込み、嫌いやらしい眼まな差ざしでソーシの顔を見下ろした。

「よぉ、どんな気分だよ。人間の分際で『侵蝕者オレタチ』を倒すとか息巻いてたくせに、オレサマの配下おもちや相手にまともに戦うこともできないで全ぜん滅めつして犬死にして無様にマヌケ面づらを晒さらす今の気持ちは、どうだよ？　ねぇ、どんな気分？　ねぇねぇ、どんな気分？　ねぇねぇねぇ、どんな気分か教えてくれよ、どんなに笑える気分なのか、オレサマに教えてくれよぉぉぉぉぉぉぉ、ゲッヒャッハッハッハッハッハ」

　ペッと、ソーシは口の中にたまった血混じりのツバを吐はいた。ツバは『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の頰ほおについた。『人類駆逐者マン・デストロイヤ』は指先で自分の頰をぬぐうと、ベロリ、自分の指先をねぶった。

「やるじゃねぇかよ、ペド野や郎ろう。幼女の顔に自分の体液ブッかけるとか、こいつはとんでもねぇクソヘンタイ野郎だ。どうだ、興奮したか？　お前の体液を舐なめとるオレサマ相手にチンコ勃起たつたか？　なんならてめぇのチンコもしゃぶってやろうか。てめぇの体から切り落とした後、アメ玉みたいにしゃぶってやんよ。キンタマってやつは、魚の白子みてぇな味するから嫌きらいじゃないぜぇぇぇぇぇぇぇ！」

「あぁ……知ってるよ。俺もキンタマは好物だ。気が合うな」

「ゲッヒャッハッハッハッハ、この期ごに及およんでこいつはとんだ肝きもっ玉たまだ。気に入ったぜ、お兄さん。てめぇ人間のくせにクソ度胸あるじゃねぇか。だからてめぇを殺すのは最後にしてやるよ……てめぇの目の前で、先にこいつを嬲なぶり殺してやるよぉぉぉぉ！」

　傍かたわらにいたオオカミが、巫女兎の体を嚙んで持ち上げた。

「やめろ、殺すなら俺を殺せ！」

「うんうん、こいつはとんだお約束的セリフだな。そしてもちろん、やなこったぁぁぁぁぁぁぁぁぁ。そんなにイヤならお兄さんの目の前でこいつを全身ミンチ肉にしてやるよ！　その有様を全部お兄さんは特等席でご観覧だ！　ゲッヒャッハッハッハ、眼めを背そむけるなよ、失神もゆるさねぇ、一部始終その眼に焼き付けさせてやるぜぇぇぇぇぇぇ」

『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の腕うでが、ソーシの頭を摑つかむ。子供とは思えないほどの怪力。さらに両目を指が押さえつけてきた。まぶたが固定され、瞬まばたき一つできない。ソーシは必死に体を動かそうとするが、もはやソーシにはロクな力が残っていなかった。

「さぁ、やれ、殺さつ戮りく解体ショーの幕開けだぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「やめろぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　グッタリとして、身動き一つしない巫女兎。その体を、巨大なオオカミが大口を開け、全身を丸まる吞のみにして嚙み砕くだいた。

　ガリンッ、硬こう質しつな音。巫女兎を吞のみ込んだオオカミの動きが止まった。

「なんだぁぁぁ、どうしたぁぁぁぁぁ、さっさと磨すり潰せよぉぉぉぉぉ！」

　だが、そのままオオカミは巫女兎の体を吐き出した。巫女兎は無傷だった。無傷の状態で砂浜の上を転がり、やはり死んだように動かない。

「なんだなんだなんだぁぁぁぁぁ、こいつはなんだぁぁぁぁぁぁ、もう死んでるのか、こいつはぁぁぁぁぁぁぁ！」

　周囲のオオカミたちが巫女兎の体に一いつ斉せいにツメやキバを突つき立てる。が、巫女兎の体が一いつ瞬しゆん発光、次の瞬間、オオカミのツメやキバの方が砕けてしまった。

「なんだ、こいつ。めちゃくちゃ硬かてぇぇぇぇぇ。なんで殺せない、なんで死なない、なんでだ、なんでだよぉぉぉぉぉ！」

『人類駆逐者マン・デストロイヤ』は地じ団だん駄だを踏ふみながら叫んでいる。ソーシも驚おどろきだった。巫女兎がこの島の中で無傷だった理由もわかった。そうか、だから桜夜も巫女兎のことを重要視していたのか。巫女兎にはどうやら、強力な防ぼう御ぎよ能力があるようだ。

「そういうことかぁぁぁぁぁぁぁぁ、ゲヒャッハッハッハッハッハッハ、見つけた、見つけた、見ぃぃぃつぅぅぅけぇぇぇたぁぁぁぞぉぉぉぉ！　こいつがそうか、こいつが今までずっと『侵蝕者オレタチ』を邪じや魔まし続けていた元げん凶きようか。そうか、こいつを殺せば人類は滅めつ亡ぼう確定だぁぁぁぁぁぁ!!」

　なんだ、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』は感極きわまったように叫んでいる。いったいどういうことだ？　桜夜も巫女兎が死ねば人類は終わりだと言っていた。巫女兎はいったいなんだ？　何者なんだ？

「お兄ぃぃぃぃさぁぁぁぁん、出番だぜ。こいつはてめぇを生かしておいた甲か斐いがあったってもんだぜ！」

　叫び、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』がソーシの襟えり首くびを摑んで引きずっていく。全身が痛むが、ソーシにはもう抵てい抗こうする力がない。死んだように眠ねむり続ける巫女兎の前に、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』はソーシを突きつけた。

「おい、起きろクソ野郎。起きなきゃこのお兄さんを殺す。てめぇの目の前で、徹てつ底てい的に嬲なぶり殺す。そんなの見たくないだろ？　オレサマもやりたくねぇ。だから起きろよ、さぁ、起きろよ、さぁさぁ起きろよ、さぁさぁさぁ、起きろぉぉぉぉぉぉぉ!!」

『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の腕が、ソーシの脇わき腹ばらに刺ささった。新たな激痛に、ソーシの歯の間からうめき声が漏もれる。

「さぁ、聞かせてくれよ、お兄さんの悲鳴をなぁぁぁぁ、死に逝ゆく者の断だん末まつ魔まをなぁぁぁぁぁぁ、そして命いのち乞ごいをしてくれ、できるだけ惨みじめでむごたらしい声を出してくれ、その声を聞けばきっとこいつもいい加減眼を覚ますだろぉぉぉ、お兄さんの声が最高ぉぉぉの目覚まし時計になるのさぁぁぁぁ!!」

　ソーシの脇腹に食い込む『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の小さな腕。その腕が、ソーシの体内をえぐる。腹の中がかき回される異様な激痛。苦しい、痛い、痛覚を無視できない。だが、ソーシは耐たえた。歯を食いしばって、うめき声もそれ以上漏らさないように耐えた。

「巫女兎、聞こえるか、いや、聞こえなくてもいい、勝手にしゃべる……どうせ俺は助からない。だからここで俺が殺されてもお前に責任はなにもない。お前に人類を救う力があるっていうなら、頼たのむ、このまま俺のことは無視して、自分の身を守ってくれ……それが、俺の最後の頼みだ」

「こいつはとんだお涙なみだちょうだいの悲劇だ。あの悲劇マニアが気に入りそうな涙ちょちょぎれるお話だ。でも、残ぁぁぁぁぁん念ぇぇぇぇぇん賞。ここでそんなわりきれるような、物わかりのいい奴やつは『保全者パラミシア』になんかなってねぇんだよ。滅亡の確定した人類をわざわざ助けようなんていうお人ひと好よし連中が、ここでてめぇを見捨てるはずがねぇんだよぉぉぉぉ！」

「……わかった……起きる、よ」

　巫女兎の、声。それまで動かなかった巫女兎がむくりと、上半身を起こした。そしてその眼が、ソーシたちを見つめる……巫女兎の眼が完全に開いた状態を、初めて見た。いつもは閉じているか半分寝ねぼけた眼差しの巫女兎。初めて見る彼女の完全な眼差しは……どこまでも、悲しそうに曇くもっていた。

「お馬ばぁぁぁぁ鹿かさぁぁぁぁんっ！　てめぇは確実にこの場で殺す！　いや、その運命を、カケラも残さず侵しん蝕しよくする！　全力でこの世から滅めつ却きやくしてやるよぉぉぉっ！」

　ソーシの体が砂すな浜はまに投げ出された。もはやソーシに用はないと言わんばかりの態度。『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の全身から、無数の糸が放出された。それは、ソーシにだけ見える運命線だ。複数の運命線が絡からみ合い、太く巨大な鎖くさりとなった。生み出された運命線の鎖はそのまま巫女兎の全身をがんじがらめに縛しばり──巫女兎の全身が、ズタズタに引き裂さかれた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ソーシのノドから絶ぜつ叫きようがほとばしった。まただ、また目の前で、仲間が死んだ、もう、イヤだ、なんだ、これは、この運命はなんだ……ソーシは、こういった理り不ふ尽じんから身を守りたくて、自分と周囲を護まもりたくて、それで師し匠しように教えを乞こい、これまで必死に努力してきた……その結末がこれか！　ソーシの努力の全すべてをあざ笑う最悪の結末じゃないか！

「……だい、じょう、ぶ……」

　巫女兎の声。すでに致ち命めい傷しようのはずの巫女兎だが、血まみれの顔でソーシを見つめている。巫女兎の眼は、いつのまにか淡あわい緑色の輝かがやきを発していた。

「これは夢だから……」

「バカ、なにを言っているんだ！」

「そぉぉぉだぁぁぁ、それがてめぇの能力、『侵蝕者オレタチ』の努力をあざ笑う最さい凶きよう最悪の『幻装咒式レジエンダリ』！」

「これは……これは全部夢……夢の中で夢を見ていた……ただそれだけのこと……『幻装咒式レジエンダリ』〈夢幻如也ドリーム・オブ・ワンダーランド〉」

　そして……世界が、塗ぬり替かえられた。




　なにもない世界、なにもない空間を、ソーシは一人で漂っていた。

「なんだ、ここは……傷が、治っている？」

　致命傷だったはずの全身の傷が消えていた。いったい、どうして？

「ここは微睡まどろみの世界……次の世界を準備するためのわずかな隙すき間ま、だよ」

　巫女兎の声だ。見れば、ソーシの正面に巫女兎が佇たたずんでいた。珍めずらしく自力で立ち、その眼はソーシを見つめていた。

「巫女兎か」

「うん……初めまして」

「いや、初めましてじゃないだろ？」

「こうやって会うのは初めてだ、よ？　ボクはいつも寝ているし……キミはボクの寝ね顔がおを見ているんだろうけど、ボクは見たことがないんだ。ただ、夢の中でボクは学校に通って、夢の中でキミの顔を見た、ただそれだけの夢だ、よ」

　巫女兎がなにを言いたいのかよくわからなかった。

「ソーシちゃんって呼んでいい？」

「いや、それは恥はずかしいからやめてくれ、ソーシでいい」

「ソーシちゃん？」

「ソーシだ」

「ソーシちゃん？」

「ソーシだ」

「ソーちゃん？」

「やめろ、それは母親が俺を呼ぶ呼び方だ……」

「じゃ、ソーちゃんって呼ぶ、ね？」

「おい、聞けよ、話を」

「あまりゆっくりしてられないし、説明する、ね？」

　説明……そうだ、なにより今のこの状じよう況きようを説明して欲しい。

「いったいなにが、どうなったんだ。状況的に、お前が『幻装咒式レジエンダリ』ってヤツを使ったのか？」

「ソーちゃんには教えてあげるけどね、ボク、『眠り姫ひめ』の『保全者パラミシア』なんだ」

「あぁ……そうか」

「あまり驚いてない？」

「いや、だってな……巫女兎。お前、いつも寝ているだろ？　いつも寝ている童話の登場人物っていったら、『眠り姫』か『三年寝ね太た郎ろう』か、まぁそのあたりしか思いつかなかったしな」

　もちろん思うだけで口に出したことはない。

「でもいいのか？　『保全者パラミシア』は自分の正体を隠かくさなきゃいけないんだろ？」

「ボクと、ソーちゃんの仲だから、ね？」

「いや、お前たった今、俺とは初めて顔をあわせた、とか言ってなかったか？」

「……Ｚｚｚ……」

「おい、寝るな、話を聞け！」

「はっ……寝てないよ？　ちょっと、眼を休めただけ……」

　この子大だい丈じよう夫ぶだろうか……いや、これでも巫女兎にしては普ふ段だんより会話が成立している方だ。だから今は目覚めている状態なのだろう。しかし……『眠り姫』が正体だったとは。




　童話『眠り姫』

　昔々、ある国の王に娘むすめが生まれる。

　だが生まれた王女は魔ま女じよに『十五歳で死ぬ』呪のろいをかけられる。

　しかし別の魔女が『十五歳では死なず、百年眠り続ける』呪いを上書きすることで死の呪いを弱めることに成功する。

　その後美しく成長した王女は十五歳となり、呪いのとおり、目ざめない眠りにつく。

　王女が眠る城は茨いばらで封ふう印いんされ、誰だれも近づけなくなってしまう。

　そして百年がたち、ある王子がこの城へとやってくる。王女に会いたいと願う王子が茨を越こえて城に入り、眠り続ける王女と出会い、キスをする。

　王女は眼を覚まし、王子と結ばれ、幸せに暮らした。




　たしかそんな内容の話だったはずだ、とソーシは内心で思いだした。

「ボクの能力〈無垢なる夢幻の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・メランコリ〉は、その逸いつ話わに基もとづく能力……ボクが眠る時、誰もその眠りを妨さまたげることはできない。殺すことも、できない。死んだら、ボクは眠っていない状態になってしまうから……」

「強力じゃないか。だから『人類駆逐者マン・デストロイヤ』も、お前を殺せなかったのか」

　それはつまり、寝ている間は常に無敵という反則的能力……そうか、だからこそ巫女兎はいつも寝ているのか。

「けど、それだけじゃないんだ……ボクにはもう一つ『幻装咒式レジエンダリ』がある。その力を使って、理事長は人類を護まもろうとしていた……」

「もう一つって？」

「〈夢幻如也ドリーム・オブ・ワンダーランド〉……ボクが目覚めた時、ボクが寝ている間に起きた全ての出来事を、夢にしてしまう能力」

　それは……反則すぎるだろう。

「だから、今まで起きた出来事──島でみんなが殺された現実を、全て夢の出来事にして、無かったことにしようとしているんだ」

「それってつまり……みんな、無事だってことか？」

「事件が起きる前に巻き戻もどるだけで、無事に終わるかどうかはボクにもわからない、よ」

「そうか……桜夜先せん輩ぱいが言っていたのはこういうことだったのか」

　巫女兎さえ無事なら再起はできると言っていた桜夜の真意が、今ようやくわかった。確かに、この能力なら、危なくなったら全部無かったことにしてしまえばいいだけだ。そして今度は失敗しないようにやり直す……完かん璧ぺきだ。巫女兎がいれば、人類は『侵蝕者デイストラクタ』になんて負けはしない。

　巫女兎の能力は二つ──寝ている間は無敵という能力と、目覚めたら寝ている間のことをリセットできる能力。単体でも強力な二つの能力を巫女兎が組み合わせれば、巫女兎は常に身の安全を確保しながら、危険が発生した時だけそれを無かったことにできるわけだ。

「もちろん、弱点もある……夢は覚めたらあっというまに忘れてしまうように……〈夢幻如也ドリーム・オブ・ワンダーランド〉で全てをリセットしたら、ボクはそのことを忘れてしまう。もちろん誰も夢の出来事なんておぼえていない。だからループしても、結局は同じことを繰くり返すだけの、終わらない悪夢が続くだけ……なのかもしれない、よ？」

「あやふやだな」

「たぶん、高確率で、ソーちゃんもボクも、すでに何回も『侵蝕者デイストラクタ』に殺されている。ただそれが全部夢の中のことだから、おぼえていないだけ……ボクらはいったい何回死んで、何回殺されたのか……それは、誰にもわからない、よ？」

　いや、待って欲しい──ソーシの脳のう裏りで、なにかがゆらいだ。なんだ。自分は、知っている、それが何回目か知っている、思い出せ、それは重要な情報、ここで思い出さなければ、その情報に価値はない……

『おまえは■■■にひゃくさんじゅうはちかいだまされました』

「そうだ……増えてるんだ、回数が」

「回数、って？」

「俺は、変な本を持っているんだ。説明が難しいんだけど、それは、俺の運命が書かれた本らしいんだ。合宿に行く前、本には確か『おまえは■■■にひゃくさんじゅうななかいだまされました』って書いてあった。けどさっき見た時は『おまえは■■■にひゃくさんじゅうはちかいだまされました』って文字が変わっていたんだ。これはきっと、あの『人類駆逐者マン・デストロイヤ』に百三十八回だまされたって意味だ。この世界でも俺はだまされたから、回数が増えたんだ」

　相手の名前が伏ふせ字なのは、ソーシがまだ『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の正体に気づいてないせいだろう。

「へぇ……その本、見せて？」

「いや、今ここには……あった」

　手元にはないと思ったのに、なぜか近くに落ちていた。本当に、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな本だ。

「ほらこれ、『おまえだけのものがたり』だ」

「……読めない、よ」

「いや、読みにくいけど、読めなくはないだろ？」

「ん～ん……ボクには、白紙にしか見えない……なにも書いてない、ようにしか見えない、よ」

　それって、似た経験をしたことがある。運命線だ。そう、運命線はソーシにしか見えない。もしかしてこの本に書いてある文字は、運命線と同じ構造なのか？　だとしたら、今まで役立たずに思えた運命線が見えるという能力も意味を持ってくる！

「そうか、すごいぞ、巫女兎。きっと、この本に書いてあることだけは、お前のループ能力でも消せないんだ。なぜなら、これは運命そのものだから。むしろ、ループしても内容が更こう新しんされ続けるんだ！」

「それ、で？」

「だから、この本に必要な情報を書き込んでおけば、ループしても記き憶おくを失わないんだ！　巫女兎、ペンないか？」

「ない、よ？」

「クソ、俺もない……いや、この際ゼイタクは言ってられない！」

　ソーシは自分の指を嚙かんだ。指先の皮ひ膚ふを、ムリヤリ食い破る。痛いが、こんなの先ほどの傷に比べれば軽傷だ。その血を指につけて、本にムリヤリ文字を書き込む。が。

「……か、書けない」

　血文字を書こうとしたのに、血が紙にはじかれてしまう。ビニールの上に水すい滴てきをこぼしたような状態に似ている。文字を書くことはできなかった。

「そううまくは、いかない、よ？」

「みたいだな。それにこの程度のこと、たぶん今までも気づいたはずだ」

　すでに百三十八回繰り返しているのだ。過去のソーシもどこかで一度くらい気づいていたと思う。しかし今のソーシはそんな記憶など無い。つまり、記憶を残す手段はないということ……あれ？　でもなにか忘れていないか？

「あぁ、そうだ……俺はこの合宿に来る前から、変な白昼夢を見ていた。そのどれもが、俺が合宿の途と中ちゆうで殺される夢だった。それってまさか……」

「過去の夢になった運命……それが、見えたのかも？」

　巫女兎がキラキラした眼をソーシに向けてきた。

「やっぱり、ソーちゃんはすごい。理事長が、言ってた。ソーちゃんは『異能運命者デイス・クラウダー』だって……人間とも、『保全者パラミシア』とも、『侵蝕者デイストラクタ』とも違ちがう、全く別の運命をもつ存在だって」

「いや、俺はそんな大それた存在じゃないぞ。結局なにもできずに今回も殺されたマヌケ野や郎ろうだ」

「ソーちゃんは、すごいよ……ただの人間が、ここまでできない……普ふ通つう、とっくに、逃にげている。逃げても、誰も責めない。むしろ逃げた方が、いいくらい……」

「逃げないさ、俺は絶対に逃げない」

「ごめん、ね、ソーちゃん。ごめん……本当に、ごめんなさい」

「なんだ、巫女兎？　なんで謝る？」

「ボクは、ソーちゃんにひどいことをしたから……」

　巫女兎が悲しそうな眼まな差ざしで顔を伏せた。

「ソーちゃんは、春に、モモカちゃんと戦って、大切なものを無くしたでしょ」

　それは春先の事件──ソーシはそこで入学してからのできごとと、妹の記憶を失った。記憶を失ったことは知っているが、その記憶がどんなものだったか、思い出すことはない。

「ボクの力なら、全てを夢にしてしまえば、ソーちゃんは、失った大切な記憶も取り戻せるのに、ボクはなにもしなかった……本当に、ごめんなさい」

「いや、謝ることはないさ。なにか、できない事情があったんだろ？」

「理事長が、それはダメだって。絶対に巻き戻しちゃダメって……」

　桜夜が？　いったいなぜそんなことを？

「ボクも、理由は知らない……本当に、ごめん、ね。ボクは、ソーちゃんの力になってあげられなかった。そのことを謝りたかったけど、ボクはいつも寝ねているから、言えなかった……」

「今言ったじゃないか。それで充じゆう分ぶんだ。巫女兎が気にすることはない」

「ありがとう……でも、残念……ボクらが今した会話も全部、もうすぐ夢になって消えちゃう……」

「いや、消えない。俺は『異能運命者デイス・クラウダー』だ。俺は、かすかにだけど、殺された過去をおぼえていた。だからこのことをおぼえている可能性だってあるはずだ」

「そうだ、ね……」

　ビシッパリンッ、と、なにかが割れるような音が響ひびいた。見ると、空が割れていた。なにもない白い空間が広がっているだけの世界、その空に亀き裂れつのようなものが走っている。

「まずい……壊こわされちゃう……もうダメ……耐たえられない……」

「なんだ、巫女兎？　なにが起こっている？」

「ソーちゃん、助けて、ボクを、ボクらを助けて、もうこれ以上、ボクは能力を使えない」

「なんでだよ！」

「ソーちゃん……落ち着いて聞いて。誰も知らないけど、人類は、とっくの昔に滅めつ亡ぼうしている」

「どういう意味だ？」

「『侵蝕者デイストラクタ』に、人類は勝てないから、人類は滅亡した──だからボクは、ボクの能力で、人類の滅亡を夢にした……夢にしたんだと、思う。ボクはおぼえてないけど、でもきっともう何回も、何十回、何百回、何千回何万回何億何兆何京けい何垓がい……数え切れないくらい、やり直したんだと、思う。人類は滅亡のフチで、ボクの能力でギリギリ踏ふみとどまっている状態……でも、それがもう、限界なんだ、よ？」

「巫女兎の限界なのか？」

「ボクじゃない……数え切れないくらいの繰り返しの果てに、『侵蝕者デイストラクタ』の誰だれかが、気づいたんだ、ボクの存在に……ボクがいる限り、自分たちが何度人類を滅亡させても無意味だって、気づかれた……理事長は、ボクを護ろうとして、轟岳館学園を作ったんだ……多くの『保全者パラミシア』の中にボクを紛まぎれさせることで、ループ能力を持つ『保全者パラミシア』が誰かわからないようにして、ボクを護るための学園絶対防衛システムも作った……そのことに、『侵蝕者デイストラクタ』も気づいた。だからボクを捜さがすために、『侵蝕者デイストラクタ』の誰かが学園島に潜せん入にゆうした」

「それって、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』のことじゃないのか？」

「『侵蝕者デイストラクタ』は他にもいる……それだけが、今回唯ゆい一いつはっきりしたこと……『人類駆逐者マン・デストロイヤ』は、広域殲せん滅めつタイプの『侵蝕者デイストラクタ』……強いけど、能力の相あい性しよう的に、ボクを殺せない……他にいるんだ……ボクの『幻装咒式レジエンダリ』を無効化できる『幻装咒式レジエンダリ』を持った、本物のスパイが……」

　桜夜の言っていたスパイが、それか。

「スパイはずっと探している、学園島にいるループ能力者が誰かを……ボクを見つけて、ボクの夢を終わらせるのが、そいつの目的……そして今回、とうとう、ボクの存在が、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』に知られた……たぶん、『侵蝕者デイストラクタ』側に、過去に情報を伝達する系統の『幻装咒式レジエンダリ』を持った奴やつがいる……今、ループしても、過去に伝達された情報はキャンセルできない……『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の手に入れた情報が、過去のスパイにすでに伝えられたはず……スパイはきっと、全力でボクを殺しに来る……今、微睡まどろみの世界が壊されようとしているのが、証しよう拠こ……もう、ダメ、今回ループしたら、もう、二度とループできない……」

「どうすればいいんだ、巫女兎！　お前を助けるには、いったいどうすればいい！」

「探して、スパイを……結局今回、スパイが誰かわからなかった……ボクの『幻装咒式レジエンダリ』を消すことができるほどの『侵蝕者デイストラクタ』は、たぶん一人しかいない……だからそのスパイ本人さえどうにかすれば、ボクも、人類も、助かる……できなければ、次のループで人類の滅亡が確定する……」

　空間の亀裂はあっというまに広がっていき、ガラガラと、音を立ててソーシたちのいる世界が崩くずれ始めた。ソーシの体が勝手に巫女兎から遠ざかっていく。

「お願い、ソーちゃん……ソーちゃんだけが、頼たより……救って、人類を、それだけが、『保全者ボクら』の願いだから……」

「あぁ、わかった、助ける……助けるぞ、絶対に助ける！　俺は、今度こそ失敗しない！」

　この決意はひょっとしたら、すでに百三十八回繰くり返した後なのかもしれない。だとしたらお笑いぐさだ。百三十八回決意して、一度も護まもることのできなかった決意だ。そんな決意は無意味に等しい……と、普通なら思うだろう。

　だが違う。本当に無意味なのは諦あきらめること。諦めない限り必ず機会は残っている。諦めればわずかな望みさえ完全に消えてしまう、それが最悪の結末だ。

　ソーシは、奥歯をかみしめた。そうだ、絶対に忘れられない……目の前で仲間が次々と殺されていった最悪の現実を……委員長、寮りよう長ちよう、桜夜、乖人、灯萌、モモカ、そして大勢の『保全者パラミシア』たち……全員、殺された。ソーシは近くにいたのになにもできなかった。その悔くやしさ、いっそ狂くるってしまいそうなくらいのありえない現実、そのとき感じた絶望、それらの感情を、忘れてはならない。同じ感情を、二度と味わってはならない。そのために……過去の失敗を繰り返さないために、幼いソーシは決意し、師し匠しようから戦う術を、刃じん無ないの技わざを学び、轟岳館学園へとやってきたのだ。今ソーシの胸に宿るこの感情を、絶対に忘れてはならない！

「お願いだよ、ソーちゃん……」

　ソーシの視界を、白い光が埋うめ尽つくした。そして……








第四章　繰くり返される悲劇
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「ソーシ、どうしたの？　最近変よ？」

　と、傍かたわらのモモカが尋たずねてくる。ちなみに今は夏休みだが、集合した生徒たちは全員制服である。合宿は学校行事ということになっているからだ。

　そう、合宿だ。瀬せ戸と内ない海かいにあるというイカロスグループが保有する島がその会場になるらしい。ソーシたちは学園島からその島へとフェリーで移動中である。

「いや、別になんでもない」

「そう？　ならいいんだけど……ソーシもオヤツ食べる？」

　むしゃむしゃと、モモカがなにか茶色っぽいものを食べながらソーシに差し出してくる。

「なにを食べているんだ」

「せんじがら」

「それはまたしぶい物を食べているな」

「美味おいしいわよ」

「知ってるよ。なんだか、すごく懐かしいな。一個もらおう」

　油で揚あげた肉をもらってかみしめる。口の中にじんわり肉の旨うまみが広がってくる。まさに肉の味のガムみたいなものだ。それになんだか、懐かしい味でもある。前もどこかで食べたような……子供のころ、食べた思い出だろうか。

　と、そこに灯萌ともえがやってきた。

「ちゃんモモなに食べてるの？　アタシのポ○キーと交こう換かんしない？」

「いいわよ、はい」

「うわ、なにこれ、グロくない？　受けるわ～……でも、意外と美味しい」

「でしょ？　ポ○キーと一いつ緒しよに食べるのも悪くないわね」

　灯萌と会話をしていると、委員長もやってきて結局いつものクラスメートと一緒にダベる感じになってしまった。何気ない日常。だが悪くない。『侵蝕者デイストラクタ』との戦せん闘とうの合間に感じるこういった日常でこそ、ソーシは平和を感じることができるのだ。

　少し乖かい人とたちとダベった後、ソーシは船の中を散策し、見知った顔を見つけた。

「よぉ、巫み女こ兎と。来てたんだな」

「くぅ……」

　海風の当たるデッキの上で椅い子すに横たわって寝ねていたのは巫女兎だった。

「来れないんじゃなかったのか？」

「……理事長が、行ってもいいって……」

「そっか。一緒に合宿できるならよかったな」

「……嬉うれしい？」

「そうだな、嬉しいよ」

「……なら、ボクも、嬉しいかも……ね？」

　なんだろう、巫女兎の様子がいつもと違ちがう気がする。

「巫女兎、なにかあったか？」

「……ソーちゃん、ありがと……」

「おい、その呼び方はよせ」

「……すり～ぴんぐ～」

　巫女兎は普ふ段だん通り、寝息を立てている。

「なんで急にそんな呼び方……まぁいい。合宿中困ったことがあったら、なんでも俺に聞いてくれよ」

「……Ｚｚｚ……」

「空く我が山やま君、そこにいたんですか」

「委員長か？　どうしたんだ？」

「いえ、合宿中のスケジュールについて少し確かく認にんしたいことがあって」

「なんだ、俺にできることがあるか？」

「はい。私、空我山君、篝かがり火びさんがチームですから、今回の合宿中にその連れん携けいを強化したいな、と思っているんです」

「あぁ、それは俺も思っていたところだ……けど、なんで俺に？」

「だって、リーダーは空我山君でしょう？」

「いや、リーダーは委員長だろ？」

「私は、ただの委員長ですから」

「いやいや、委員長ってみんなのまとめ役じゃん。どう考えてもリーダーじゃないか」

「いえ、どう考えてもモモカさんと篝火さんは空我山君を中心に動いています。やはりあなたがリーダーです」

「そう……言われてみれば、そうかも……」

「ですからリーダーには、今後のチームの方針を決めて欲しいので、相談に来ました。書類を作成しましたから、ここにまとめてください」

「書類？　そんなのなにに使うんだよ……」

「書面で残すことで情報を他のチームと共有できるようになります。効率的な成長には必要なことなので、明日までにまとめてください」

「いや……やっぱ、委員長がリーダーやらない？」

「ダメです。手伝ってあげますから、サボろうとしないでください」

「わかったよ……」

　結局、島に到とう着ちやくするまで委員長と一緒に書類作成の仕事に追われた……なんとなく、今後が不安になる合宿の始まりだった。




　そして──島に着いたら、みんなはなんか遊びだした。いや、遊びではなく『幻装咒式レジエンダリ』の強化らしいのだが、ソーシの視点ではただみんなで海ではしゃいでいただけだ。合宿じゃなかったのかよ、と文句の一つも言いたいところだったが……結局ソーシも場の空気に流され、一緒に遊んだので大きなことは言えない。いや、空気を読んであえて一緒に遊んだのだ、とも言うことができる。

『空我山さん。例の件、注意なさってくださいね』

　先ほどすれ違いざまに桜さく夜やにそう釘くぎを刺さされてしまった。もちろん忘れていない。この島に来ているメンバーの中にスパイがいるかもしれないということ……本当にいるのだろうか？　ここにいる『保全者パラミシア』はみんな、命がけで『侵蝕者デイストラクタ』と戦う仲間ではないのか？　少なくともソーシの眼めには、そんな大それたことをする怪あやしい人物は見あたらない。

「Ｚｚｚｚ……」

　浜はま辺べから少し島の奥へ入ったあたり、高い木が生いしげって日ひ陰かげになった場所にきた。海風が吹ふき抜ぬけて真夏だというのに予想外に涼すずしい場所だ。そしてそこに巫女兎がいた。二本の木の幹にロープを渡わたし、その間の四角い布の上に横たわって寝息を立てている。これはハンモックというやつだろう。

「巫女兎、あいかわらずだな。もしかしてずっと寝ていたのか？」

「……すり～ぴんぐ～」

「せっかくこんな場所に来たんだから、海で遊ばないか？　気持ちいいぞ」

「……おかまいなく～、むにゃむにゃ」

「おいおい、まったく、寝ているだけじゃ合宿に来た意味がないだろ？　せめてなにかみんなと一緒に行動しろよ」

「……うん、わかった～」

「本当か？」

「……すり～ぴんぐ～」

　巫女兎は相変わらずだな……と、そこでソーシは奇き妙みような気配を感じた。なんだ、誰だれかが近くにいる？　でもいったい……がさっと、近くの茂しげみが動いた。その茂みから出てきたのは、一いつ匹ぴきのヘビだった。けっこう大きい。見たこともない種類だけど、毒はなさそうだ。

「けれど危ないな」

　ここでは巫女兎が昼ひる寝ねしている。毒のないヘビとはいえ、寝ている巫女兎の上にはい上がってきたら巫女兎もビックリするだろう。ソーシは素す手ででヘビを摑つかまえると、どこか遠くへ持って行くことにした。いっそ殺す？　いや、ヘビだって生き物、無む闇やみな殺生はよくない。とりあえずヘビを持ったまま道を引き返し、浜辺のあたりまで戻もどってきた。

「あ、空我山ちゃんだ～。こんなところでどうしたの～？」

　とことことソーシに駆かけ寄ってくる小さな人ひと影かげがあった。

「あ、寮りよう長ちようですか。俺はちょっと散歩ですよ。寮長は？」

「ん～、わぁたしもねぇ、ちょっと島を探検してたんだ。やっぱ寮長として、島に危険がないかを調査する使命があるからね！」

　えっへん、と胸を張る寮長。かわいい、ラブリー。スクール水着の胸に『りょ～ちょ～』って書いてある。狙ねらったかのような姿だが、そこがあざとかわいい。

「探検して、楽しかったですか、寮長？」

「うん、楽しかった……じゃないよ！　危険がないか調べていたの！　そうしたらね、スゴイの見つけ……あぁんっ、飛びついちゃダメだよ」

　と、寮長にじゃれついてきたのは子犬だった。グレーの毛並みの犬。なんだか、見た感じ変わっている気がする。犬にしては顔立ちがちょっとおかしいというか……

「この犬、どうしたんですか？」

「さっき見つけたんだ。どこから来たんだろ？」

「海を泳いできたのかもしれませんね」

「空我山ちゃん、なにかオヤツない？　この子にご飯あげないと」

「野の良ら犬にエサをあげるのはあまりよくないと思うんですけど……これ、食べるか？」

「わふっ!?」

　今捕まえたばかりのヘビを犬の目の前に持ってきた。くねくね動くヘビを見て、犬は悲鳴のような鳴き声を上げ、寮長のお尻しりに隠かくれてしまった。

「わぁ、空我山ちゃん、ヘビなんてどうしたの？」

「さっき捕まえたんですよ」

「かわいいね」

　つんつん、寮長が蛇へびの頭を指でつついている。毒はないはずだけど、嚙かまれたらあぶない。しかしどうやら寮長はヘビを怖こわがらないタイプらしい。逆に犬の方が怯おびえているように見える。ちょっと面おも白しろい。

　ヘビを怯える犬の鼻先に持って行った。犬はわふっと鳴き、ヘビを前足で振ふり払はらおうとした。が、逆にヘビが身をくねらせて回かい避ひ、犬の鼻先に嚙みついた。

「わふぅぅぅぅぅんっ！」

「わ、わわわ、た、たいへんだ、ど、どうしよ、空我山ちゃん？」

「あぁ、たぶん毒がないヘビだから大だい丈じよう夫ぶですよ」

「でもでも、この子なんだか苦しんでるよ～」

「ヘビが苦手な犬みたいですね。たいしたことないと思うけど……」

「ソーシ、なにをしているの？　あら、犬？」

　と、モモカがやってきた。

「懐なつかしいわね。私も昔犬を飼っていたの」

　そういえば、ももたろうのお供に犬がいたな、とソーシは思い出した。

「あら？　この子、どうかしたの？」

「あぁ、今ヘビに嚙まれたんだよ、こいつ」

「そう。見せてみて」

　モモカが手を伸のばすと、犬は急に暴れ出した。まるでモモカから逃にげ出すように。

「あっ、ダメだよ～」

　寮長の制止も振り切って、犬は砂すな浜はまを走って林の奥へ全力で走り去っていった。なんだか、ずいぶん必死な逃げ方だった気がする。まるで、モモカから一刻も早く逃げたいと言わんばかりの……

「ど、どうして……犬、もふもふしたかったのに……」

　地味にモモカがショックを受けた顔をしていた。

「モモカ、気を落とすなよ……きっとあれだ。モモカから漂ただよう抑おさえきれない殺気を敏びん感かんに感じ取って逃げちゃったんだよ」

「……ソーシ。ワタシって、そんな殺気だってるかしら？」

「え？　いや、まぁそれは……ほら、動物は敏感だから」

　半分冗じよう談だんのつもりで言ったのに、なんだかモモカが本気で傷ついたような顔になっている。日本一のもののふとか普ふ段だんは言ってるのに意外とメンタルが弱い。

「えっと……ほら、モモカ、もふもふしたいなら寮長でガマンしろ！」

「え？　なに？　なになになに、なに？」

「もふもふ……」

　モモカの胸むな元もとに寮長の小さな体を押しつけた。モモカが寮長を抱だきしめ、ふわふわした髪かみに顔を埋うずめてほおずりを始めた。寮長は身もだえしているが、モモカがしっかり抱きしめているので逃げられない。

「え～ん、モモカちゃん、やめて～、くすぐったい～」

「もふもふもふもふもふもふ……かわいい、気持ちいい。気に入ったわ、ソーシ。これちょうだい」

「うぇ～ん、モモカちゃんの眼が怖い～」

　モモカがなんだか獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうの眼になっていた。寮長が怯えている。

「なにごとですか！　こちらから風紀の乱れた気配を感じました！」

　委員長がやってきた。この子すごいな、ピンポイントでやってくる。

「空我山君、いったいなにがあったんですか？」

「えっと……ヘビを捕まえたんだ。ほら……」

「…………」

　委員長はなぜか、ひどく真ま面じ目めな顔でソーシを見つめてくる。どうしたんだ？

「空我山君、これは嫌いやがらせですか？」

「え？　嫌がらせ？」

「私がヘビが大ッ嫌きらいなことを知っての嫌がらせですか？　嫌がらせなんですね、えぇ、そうなんでしょう、私いつのまにかそんなに嫌われていたんですね」

「あ、ごめん、委員長ヘビが苦手だったんだ」

「苦手ではありません、大ッ嫌いなだけです」

　それは苦手ということなのでは……

「委員長、ごめん、わざとじゃないんだ。だから、赦ゆるしてくれ」

「つまり、悪気はなかったと？」

「あぁ、もちろんだ」

「ならはやく、その邪じや悪あくな生物を処分してください！」

「あ、ごめん」

　まだ手に持っていたヘビを、ソーシはできるだけ遠くへと投げ捨てた。ヘビには悪いが、殺さないだけマシだと思ってもらうとしよう。やれやれ、しかし完かん璧ぺき超ちよう人じんな委員長にも苦手なものがあるとは、ちょっと意外だけど、委員長にも人間らしいところがあったんだな……あれ？　前も似たようなことを感じなかったっけ？　気のせいか？

「きゃあああああああああああああああああ！！！！」

　絹をさくような悲鳴が周囲に響ひびく。みんななにごとかと声の聞こえた方角を向くと、砂浜の向こうから灯萌がやってきた。

「なんでなんでなんでなんでなんで、頭からヘビ降ってきたぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　水着姿の灯萌、その起き伏ふくに富んだ体にからみついているのは、一匹のヘビだ……やばい、ソーシが今投げ捨てたやつだ……

「誰！　こんな嫌がらせした犯人は誰!?」

　灯萌が血走った目でこっちを睨にらんでくる、これ、絶対ダメなパターンだ。ソーシはできるだけ目立たないよう、気配を隠し、足音も立てずにその場から立ち去ることにした。戦略的撤てつ退たいというやつだ。決して逃とう亡ぼうするわけではない……が、そんなソーシの動きを封ふうじる人物が一人。

「犯人は空我山君です」

「委員長!?」

　まさかの委員長の裏切り！　委員長はソーシを見て、ニヒルな笑えみを浮うかべた。

「委員長の使命として、真犯人を指摘する必要がありました」

「そんな使命あるわけないじゃん！」

「オタっち、そこを動くなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　灯萌がソーシをロックオンした。ヘビを体に絡からませたまま、すさまじ勢いでソーシに迫せまってくる。速い。『保全者パラミシア』の身体能力全開で迫ってくる。これ、絶対マズイ、逃げなきゃ、本気でソーシの命が危ぶまれる……

「逃げないでください、男らしくありませんよ」

「委員長ぉぉぉぉぉ!!」

　委員長がソーシを背後から羽は交がい締じめにしてきた。逃げられない。背中に委員長の胸が押し当てられてなんだか柔やわらかくて気持ちいいけど、今はそれを堪たん能のうする余よ裕ゆうがない。正面からすさまじい顔つきの灯萌が迫ってくるのだ。

「空我山君、男らしく報むくいをうけてください」

「委員長、やっぱり怒おこってたんだな！」

「いいえ、怒ってませんよ──ちょっとだけ、あなたにムカついただけです」

「裏切ったな、委員長ぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

「だっしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　灯萌が助走の勢いのままに飛び蹴げりを放った。その長い脚あしの先せん端たんがソーシの顔面に食い込み、ソーシは背後の委員長と一いつ緒しよにふっとばされ、海に落下した。

　すさまじい衝しよう撃げきに、意識がだんだん薄うすくなっていく……けど、やっぱりなんだか、前にも似たような経験が……そこまで考えたところで、ソーシは完全に意識を失った。




　──その日は結局夕方まで遊んで終しゆう了りよう。夕食はみんなでバーベキューを食べたらしい。らしいというのは、ソーシは参加できなかったからだ。灯萌に蹴られて意識を失っている間にイベントは全すべて終わっていた。ソーシの分の夕食は全部食べられていて、ソーシはなんか、残っていたとかいうカップラーメンを渡わたされた。本気でひどい。なにが悲しくて、こんなところに来てまでカップラーメンを食べないといけないんだ……砂浜で貝でも掘ほってきて浜はま焼やきにして食べてやろうか。

　いつもはソーシに絡んできてくれる乖人も今日はいない。なんだか、桜夜と明日の打ち合わせをするとか言っていた。あんな変人でもいないと寂さびしく思えるから不思議だ。

　とりあえずカップメンにお湯を注いで、ちょっとトイレに行った。トイレから戻もどればちょうど三分くらい経たっているだろう。そう思って食堂に戻ったら、カップラーメンがからになっていた。ヒドイ、これは本気でヒドイ。誰だれかが食べたんだ、ソーシがトイレに行っているわずかな間に。犯行時間は極きわめて短い。犯人はとんでもない食くいしん坊ぼうにちがいない。

「誰だ、犯人は！　絶対見つけてやるぞ！」

「……すり～ぴんぐ～」

「って、お前か、巫女兎！」

　まさかのスピード解決。机の下で寝ねている巫女兎を発見した。犯人は必ず犯行現場に戻ってくるというのは刑けい事じドラマの定番だが、まさか犯行現場で眠ねむりこけているとは斬ざん新しんだ。

「巫女兎、お前カップメン食べたな！」

「……食べてない、よ？」

「口にスープの汁しるがついてるぞ！」

「……ご飯まだ～」

「ねぇよ、お前が唯ゆい一いつの食料をたった今食べたよ！」

「……おなか減った～」

「知るか！　俺のほうが減ってるよ！」

　散々だった……空腹で、なんだか怒る気力も湧わいてこない。もういい、巫女兎になにを言ってもしかたない。諦あきらめよう。

　巫女兎を食堂に放ほうっておいてもいいのだが、これで風邪かぜを引かれたら寝ね覚ざめが悪い。部屋まで連れていってやるか……自分でもお人ひと好よしだな、と思う。けど、巫女兎はなんとなく放っておけないのだ。妹がいたらこんな感じなのかもしれない。

　巫女兎を部屋につれていく途と中ちゆう、なんか騒さわがしいな、と思ったら他の『保全者パラミシア』連中が酒盛りならぬサイダー盛りをしていた。あれは実質酒盛りだ。以前ソーシも参加してヒドイ目にあった。なにしろ全員サイダーを飲んで酔よっぱらう中、ソーシだけはひたすらしらふなのだ。異常なテンションにはついていけないし、後片付けは全部ソーシ一人でやらなければならないし、あれは最悪だった……賢けん明めいなソーシは、騒いでいる他の『保全者パラミシア』には近づかないようにして、さっさと自室に戻ることにした。

　今日は早めに寝るかな、と思っていたとき……コン、とかすかな物音。ノック？

「だ、誰ですか？」

　いきなりだったので少し驚おどろいた。声が震ふるえてしまった。相手の返事はない。しかし外に気配は感じる。誰だ？　みんなサイダー盛りでさわいでいてソーシのことなんて忘れているはずなのに……

「えっと……は、入ってもいいですよ？」

　そう声をかけてみる。これで相手が入ってこなかったら様子を見に行くか……と、カチャリ、扉とびらが開いて客人が室内に入ってきた。入ってきたのは、モモカだった。

　寝ようと思っていたところだったので、室内は暗い。外灯もない夜の島、室内は窓から入る月光で照らされていた。その月光で浮かび上がるモモカの姿は、半はん裸らだった。

　やってきたモモカは、一いつ瞬しゆん裸はだかかと思った。しかし違ちがった。よくよく見れば、モモカはちゃんと服を着ている。しかしそれは向こう側が透すけて見えそうなくらい薄いネグリジェだったのだ。おかげでモモカの体のラインがほとんど丸見えに近い状態だ。

「モ、モモカ、急にどうした？」

「……ソーシ、お願いがあるの……」

「な、なんだ？」

　十五年生きてきた中でこんな状じよう況きよう、ソーシも初体験だった。ノドがカラカラに渇かわいたような違い和わ感。ゴクリ、ツバを飲み込む。

「ここで、寝ていい？」

　それは……なんて言えばいいんだ、確かにモモカとソーシの仲は悪くないはずだ。最近はいろいろあって距きよ離りも縮まってきた。ありていに言えば、モモカのことが好きだ。モモカもソーシのこと、嫌ってはなかったと思う……それが、夏をきっかけに二人の距離が前進するということなのか？

「い、いや、それはいろいろ問題があるというか……」

「ダメ、なの？」

「……い、いいぞ」

「ありがとう」

　モモカが、ソーシのすぐそば、ベッドに腰こし掛かける。モモカから甘い果物みたいな匂においを感じた。普ふ段だんこんな匂いはしないはずなのに、香こう水すいでも使っているのか？

「ソーシ」

　モモカの小さなクチビルが、ソーシの名を呼んだ。ゆっくりと、モモカの顔がソーシに近づいてくる。モモカの薄い唇くちびるが、蠱こ惑わく的な輝かがやきを放っているように感じた。

「モ、モモカ、なにを？」

「……わかるでしょ？」

「いや、その……そういうのは、マズイと思うんだ……」

「どうして？　あなたはワタシが嫌いなの？」

「嫌いじゃないよ、もちろん、でも……」

「ならお願い、キスして……」

　瞬間──強きよう烈れつなフラッシュバック……以前どこか……どこか別の世界で、モモカと交かわしたキスを思い出した。決してロマンチックではなかったのに、絶対に忘れられないあの口づけ……あぁ、そうだ、なぜソーシは今まで気づかなかったのだろう……

「あぁ……そうだな、モモカ……」

　目の前のモモカの顔にソーシも顔をよせ──思いっきり頭ず突つきをカマした。が、モモカはそれを上回る反応速度でスウェーバックして回かい避ひ。ひらりと飛び上がり、宙で一回転して床ゆかに着陸するモモカ。

「ひどいわ……いきなりなにをするの、ソーシ」

「お前、モモカじゃないな」

「なんでそんなことを言うの？　ワタシはワタシよ」

「モモカはキスのことを『口吸い』っていつも言っている。お前はモモカじゃない！」

「ちょっと、いつもと違う言葉を使っただけだわ。それだけのことで、ワタシを疑うの、ソーシ？」

　そう呟つぶやくモモカの顔は、どこからどう見てもモモカ。仕草も声も、全て本人そのものにしか見えない。ソーシも、自信が揺ゆらぐ……だが、ソーシは告げた。

「モモカ、わかった。じゃぁ、お前の部屋に行こう」

「…………」

「お前がモモカ本人なら、お前の部屋に行ってもいいよな？」

「……だめよ、女子部屋の階層に、男子は進入禁止よ、見張りもいるわ」

「窓から外がい壁へきを伝ってのぼる。俺ならそれくらい簡単だ。窓の鍵かぎを開けてくれれば中に入れる。いいだろう？　それとも、部屋に行ったらマズイ理由でもあるのか？」

「……危ないわ、そんなの」

「大だい丈じよう夫ぶだ。『侵蝕者デイストラクタ』と戦うほど危険じゃない」

「……わかったわ。でも、ちょっとこの部屋の窓を見てもいいかしら？」

「あぁ」

　モモカが部屋の窓を開け身を乗り出して外壁の様子を確認しだした。そして窓から振ふり返かえった時──モモカは胸に、子犬を抱かかえていた。

「やり……」「刃じん無ない流りゆう古こ道どう術じゆつ、壱いち式覇は山ざん!!」

　モモカがなにか言うのと同時、ソーシの全力の飛び蹴りが放たれた。ソーシの脚はモモカの抱える子犬に突つき刺ささる。だが、ソーシの蹴りははじかれた。子犬の体が急速に巨きよ大だい化したのだ。部屋の中に巨大な犬が出現。いや、それは巨大なオオカミだ。部屋に収まりきらないサイズのオオカミ。その巨体で部屋の壁かべが破は壊かいされた。ソーシとモモカ、二人の体が宙に投げ出される。一瞬の浮ふ遊ゆう感。宙に投げ出されたモモカは、建物の外壁を蹴って同じ空中のソーシめがけて一直線に襲おそいかかってきた。モモカの手にはいつのまにか、抜ぬき身のナイフが握にぎられていた。その刃やいばがソーシの目前に迫せまる。

「刃無流古道術、玖きゆう式陥かん空くう！」

　ソーシは奥の手を発動させた。脳内の映像処理能力を強制的に上じよう昇しようさせる刃無流の奥おう義ぎ。視界の中、あらゆる音や気配、色が消える中、迫るモモカの動きがスローモーションで再生されていく。

　モモカがナイフを振り上げて迫る。宙で身をひねるソーシ。モモカの手首を摑つかみ、ナイフを押しのける。が、パワーは相手が上だ。強ごう引いんにナイフの先端が、ソーシの顔面に押しつけられてくる。反対の手も使う。モモカもソーシの左手を摑んできた。空中から地上に落下するまで、一瞬の間の激しい攻こう防ぼう。地面が、迫る。次の瞬間、モモカがひらりと身を翻ひるがえし、ソーシの背中に回った。まずい、思った瞬間、ソーシは空中で羽は交がい締じめにされる。うつぶせの姿勢、背中にモモカの胸が押しつけられている。身動きがとれない。このままだとソーシの体が地面に激突する。その衝撃で、人は簡単に死ぬ。

「刃無流古道術、肆し式舞ぶ桜おう！」

　ソーシの全身が、地面に叩たたきつけられた。衝撃が全身を駆かけめぐる──ひらり、ソーシの背中から飛び降りたモモカが地上に着地する。

「……生きてる。あなた、本当に人間？」

「人間だよ。ちょっとばかり、人間の限界ギリギリまで鍛きたえられているだけの、ただの人間さ！」

　立ち上がるソーシ。全身擦すり傷きずだらけだ。だが、地面に叩きつけられた衝しよう撃げきの大半は刃無の技わざで体外に逃にがした。たいしたダメージではない。

「お前はモモカじゃない。モモカは間ま違ちがってもそんな、ナイフで人を襲ったりしない……お前は、誰だ？」

「ワタシはモモカよ」

　モモカが、モモカの姿をした何者かがナイフを手にソーシへ襲いかかってくる。ソーシはそれに応戦する──と、ズシン、地じ響ひびきと共に巨大なオオカミが地上に着陸した。

「ゲヒャッヒャッハッハッハッハッハ、ざまぁねぇな、悲劇マニア！　てめぇの作戦が失敗したぞ！　こいつはとんだおマヌケさんだぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　オオカミ型の『侵蝕者デイストラクタ』が耳みみ障ざわりな笑い声を漏もらす。同時に、周囲に警報が鳴り響ひびきだした。夜の海から強烈なライトが発せられ、島を照らし出してくる。海上の巡じゆん視し艇ていの光だろう。さすがにこんなに巨大な怪かい物ぶつが現れれば、みんな異常に気づく。

「黙だまれ、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』……もう失敗はできないのよ。厄やつ介かいな『異能運命者デイス・クラウダー』とループ能力者、二人を確実に仕留めるにはこうするのが一番よかったはずなのに……」

「ソーシ、なにごと！」

　ダンッ、宿しゆく泊はく所の窓から飛び出したモモカが砂すな浜はまに着地した。こっちが本物のモモカだ。本物のモモカはオオカミの姿をした『人類駆逐者マン・デストロイヤ』を睨にらみつつ、自分ソックリのもう一人の姿を見て目を剝むく。

「ウソ、ワタシがなんで……なんで下着姿なのよ！」

　そう、ニセモモカはソーシの部屋に来た時の姿のまま、薄うすいネグリジェは脱ぬいでしまったので下着姿だった。シリアスな空気で気にしてなかったが、冷静になったら外見がヤバイ。

「お前、委員長だろ」

「…………」

　ソーシの言葉に、ニセモモカがわずかに身じろぎをした。

「……さぁ、なんのことかしら」

「モモカになりすます変装はみごとだった。つまりモモカのことを普段から観察している人物じゃないと、ここまでなりすますことはできない。モモカはいつも俺と一いつ緒しよに行動しているから、必然的に俺のよく知る人物が犯人だ。今回の合宿で怪あやしい動きをしていた人物は委員長、お前しかいないんだよ！」

「……そう」

　モモカの姿が変化し、委員長に代わる……おそらくそれが委員長の『幻装咒式レジエンダリ』だ。でもどうして。委員長が『侵蝕者デイストラクタ』で、学園島に潜せん入にゆうしたスパイだったとは、今でも信じられない。

「委員長、なんでこんなことをしたんだよ……今まで、俺たちは仲良くやっていたじゃないか？　春先から数ヶ月、委員長も学園生活を満まん喫きつしていたのに……全部ウソだったのか？」

「そうですね、ウソといえばウソです。ただ、学園生活が楽しかったのは私も同じですよ、空我山君」

「だったら、なんで！」

「運命なんですよ……私は自らの運命には逆らえない、それだけの話です！」

「オシャベリは終わりだぁぁぁぁぁぁぁ、悲劇マニア、オレサマは自由にやらせてもらうぜぇぇぇぇぇ、このままこいつら皆みな殺ごろしだぁぁぁぁぁぁぁ！」

　叫さけび、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』の巨体が宿しゆく泊はく施し設せつに激突する。ミシッと、不ふ吉きつな音とともに施設の外壁に亀き裂れつが走った。

「全員速く逃げろ！」

『保全者パラミシア』たちも、すでに異常には気づいている。次々と外へ飛び出し、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』を敵と認にん識しきして戦せん闘とう態勢に入っていく。だが。

「〈軍狼の凱歌エクス・ベキウス〉！　オレサマのオモチャと遊んでろ、クソザコども！」

『人類駆逐者マン・デストロイヤ』が雄お叫たけびをあげると、島中に無数のオオカミが出現した。『侵蝕者デイストラクタ』だ。オオカミは津つ波なみのような勢いでたちまち殺さつ到とうしてくる。が──

「〈無為なる無窮の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・スロウス〉──永遠なる時の果て、死すらも死せる暗黒の無む為いに抱いだかれ万ばん物ぶつは朽くち果てん」

　朗々とした声。同時に周囲を光が包み、光に吞のみ込まれた『侵蝕者デイストラクタ』たちが全員その場にダウンした。

「乖人か!?」

「こっちは任せて、ソーシ君！　ザコはボクの『幻装咒式レジエンダリ』で食い止める！」

　乖人の能力は、防衛戦で真価を発揮する力だ。乖人が無事ならば、いくら敵の数が多くても対処できるはずだ。

「こいつはとんだ茶番だぁぁぁぁぁぁ、厄介な野や郎ろうがいたじゃねぇか。でもなぁぁぁ、てめぇさえぶっ殺せば他はどうとでも始末できるんだよ！」

「あなたの相手は、ワタシが務めるわ」

「桃もぉぉぉも太た郎ろうぉぉぉぉぉぉぉ、こいつはとんだ裏切りもんだぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

『人類駆逐者マン・デストロイヤ』とモモカが戦闘を開始した。二人は今のところ互ご角かくに戦っているように見える。加勢したいところだが、ソーシは目前の委員長の対処をしなくてはならない。

「委員長……」

「お話しはここまで……あなたを殺します」

　委員長が悲しそうな顔をした。でも、それは一瞬の出来事だ。委員長は表情を殺して無表情となり、風のような速さでナイフを手にソーシへと襲いかかってくる。

「刃無流、参さん式……」「遅おそい」

　ソーシが技を出すより速く委員長のナイフがソーシの肩かたをえぐった。痛みに歯を食いしばって耐たえる。反撃の手をのばすが、委員長はさらに加速。ソーシの全身を切り刻んでいく。速すぎて、ソーシでは対処しきれない。

「空我山君、抵てい抗こうしないでください。あなたのこと、嫌きらいではありませんでした。委員長の使命として、苦しまないように殺してあげます」

　委員長がさらに加速する……まずい、委員長普ふ通つうに強い。当然だ。委員長も、おそらく第五階梯レベル５の『侵蝕者デイストラクタ』。『人類駆逐者マン・デストロイヤ』と同格なのだ。ソーシとは力の差が大きすぎる。だが、打つ手はある……

　ソーシの手は、懐ふところの中にあるものを摑んだ。いつのまにか出現した、本当に、いつもいいタイミングで現れてくれるソーシの『運命』──『おまえだけのものがたり』。『桃太郎』を倒たおしたソーシの切り札だ。

　ソーシの運命が描えがかれた本を片手に委員長と対たい峙じする。脳のう裏りに声がひびく。

『「侵蝕者デイストラクタ」の由来を看破せよ』

　相手の正体を見破る、それが『侵蝕者デイストラクタ』を弱体化させる重要なファクターだ。

　しかし今回はモモカの時ほど簡単ではない。委員長とは数ヶ月のつきあいだが、その正体は未いまだわかっていない。委員長はソーシたちの目の前で極力『幻装咒式レジエンダリ』を使用してこなかった。なぜなら、『幻装咒式レジエンダリ』はそれぞれの正体に関わる重大なヒントだ。委員長がスパイだったことを考えると、使わなかったのは当然だ。

　ソーシは脳内で思考をまとめていく……委員長の『幻装咒式レジエンダリ』、それはモモカに擬ぎ装そうしていたあの能力ではないか……一瞬、フラッシュバックする。委員長が以前、どこかで、指先を刃は物ものに変化させていた。委員長の能力は変身能力。変身能力を持った童話……ダメだ。それだけでは正体は突つき止めきれない。もっと他にヒントはなかったか、思い出せ、彼女の行動を……

　委員長はヘビが苦手だ……ヘビが嫌い？　ヘビが天敵だった？　いや、違う、委員長はスパイだ。極力正体を隠かくし、正体につながるヒントを見せないようにしていたはずだ。その委員長に違い和わ感をおぼえた時が何度かあったはずだ、思い出せ、思い出せるのはソーシだけだ……そう、昼間、浜はま辺べでヘビを捕つかまえた時、灯萌に蹴けられた。委員長はソーシを羽交い締めにして、一緒に海に落ちた。おかしくないか、委員長は泳げなかったはずだ……たしか、どこかで言っていた、委員長は泳げない。でも委員長は昼間、ソーシと一緒に海に落ちた。あんなことをすれば海に入るとわかっていたはずだ。泳げない人間がそんなことをするか？　委員長は実は、泳げるんじゃないか？　泳げるのに泳げないフリをしていた委員長。委員長がウソをつくのは、正体を隠すためだ。つまり本当は泳げることがわかると正体が判明してしまう可能性があるということ。裏を返せば、委員長は泳ぎがかなり得意、むしろ泳げて当然、だからこそあえてカナヅチを演じることで正体を隠そうとしていた、そう推測できる。そこまで考えれば、後は簡単だ。

「委員長、お前の正体、『にんぎょひめ』の童話じゃないのか？」

「…………」

　押し黙る委員長。

「デンマークの作家、アンデルセンの代表的な童話『にんぎょひめ』。悲ひ恋れんの代名詞とも言われる童話だ。『人類駆逐者マン・デストロイヤ』が委員長のことを『悲劇マニア』って言っていた。だから委員長の正体は『にんぎょひめ』だ！」

「……やはり『異能運命者デイス・クラウダー』、あなたは確実に殺しておくべきだった……」

　委員長が呟つぶやいた瞬しゆん間かん、『おまえだけのものがたり』が強きよう烈れつな光を発し始めた。その光がソーシと委員長、二人を包み込んだ。




　童話「にんぎょひめ」

　むかしむかし、海の中に人魚の国があった。

　人魚の王の末娘むすめはある日、海で難破した船から投げ出された人間を助ける。

　その人間はある国の王子。人魚の姫ひめは王子に恋こいし、陸に送り届ける。

　人魚と人間が交わってはいけない決まりがあったが、姫は王子にまた会いたいと願った。

　姫は海の魔ま女じよにたのみ、自分の声と引き替かえに人間の姿になる薬を飲む。魔女は姫に『王子の愛を手に入れなければお前は消えてしまう』と告げる。

　人間の姿になった姫は陸地へ行き、王子と再会。王子は姫を人間と思い、宮きゆう殿でんにやといいれる。

　しかし王子は人魚が自分を助けたことを知らず、姫も声が出ないため教えることができない。

　王子はやがて隣りん国ごくの姫と結けつ婚こんすることになる。

　人魚の姫はこのままだと消えてしまう。それを悲しんだ姉たちが魔女にたのみ、人魚姫を人魚に戻もどす短たん剣けんを手に入れる。人魚姫がその短剣で王子を殺すことで人魚姫は死なず、元の人魚に戻ることができる。

　しかし人魚姫は王子を殺すことができず、海に飛び込んで死を選ぶ。




　────────




　それは今ではない、遠い昔の物語──

　美しい海に面したある小国に、美しい少女がいた。少女はその美しさが評判となり、王子との縁えん談だんが決定する。それはいわゆる政略結婚。少女の父が王族とのつながりを持つために進めた話だ。

　政略結婚であることは確かだが、実際に会った王子は誠実な青年で少女を気づかい、少女を生しよう涯がい愛すると誓ちかってくれた。少女も王子のことが好きになった。

　結婚の直前──少女は王宮へ行く前に、生まれ育った町を散歩して最後の別れを告げることにした。見慣れた町を散策し、最後に浜辺にいくと、そこに巨きよ大だいな魚が打ち上げられているのを発見した。

　それは奇き妙みような生物だった。人間のような手足はあるものの、全身ウロコに覆おおわれ、顔は魚そのものだった。

　少女は町に伝わる人魚の伝説を思い出す……人間と魚の入り交じった伝説の生物、人魚は不吉の象しよう徴ちよう、姿を見た者は必ず不幸になるという。

　浜辺に打ち上げられた人魚は、すでに死んでいた。不吉の象徴を嫌けん悪おした少女は、人魚の死体をそのまま海に押し流し、人魚を見たという事実を隠いん蔽ぺいした。

　その翌日──少女は、恐きよう怖ふする。自分の手にウロコが生えていたのだ。それは昨日、人魚の死体を触さわった部分だった。少女は包帯で手をかくし、王子との結婚のため、王宮へ行く。

　だが包帯の下のウロコは日に日に大きくなり、少女の全身をゆっくり侵しん蝕しよくし始めた。そしてついには隠しきれなくなり、王子にウロコのことがばれてしまう。

　少女は人魚の呪のろいにかかったのだといわれ、縁談は破は棄き、王宮を追い出される。

　実家へ帰った少女。だが呪われた少女が家にいては恥はじとなる。父親はわずかな金を渡わたし、少女を家から追い出した。

　箱はこ入いり娘だった少女は自力では生活もできず、衰すい弱じやくし、やがて浜辺で力尽つき、倒れる。

　力尽きた場所は海辺に住む魔女がいるとウワサされる場所だった。

　力尽きた少女を魔女は発見し、自宅へ連れ帰る。少女の全身に広がるウロコを見て、魔女は薬を調合した。

「海の邪じや神しんに呪われたね。このままだとあんたは人間の記き憶おくを失い、魚人間になってしまう。これを治すことはアタシでも難しい。けど呪いを抑おさえる薬ならアタシでも作れる。この薬を毎日塗ぬりな。そうすれば呪いはこれ以上進行しない」

「ありがとうございます。でも私は、その薬の代金を払はらえません」

「どうせ行くアテがないんだろ。ここで暮しな。ちょうど家政婦が欲ほしかったんだ。あんたはこの家の家事をやってくれ。そのかわり、アタシはあんたにこの薬を毎日調合してあげよう。持ちつ持たれつだ」

　魔女は恐おそろしい外見に反し、気さくな人物だった。魔女の厚こう意いに甘え、少女は一いつ緒しよに暮らすことにする。家事は慣れなかったが、もともと物覚えがいいほうだったのでそつなくこなすようになる。




　だがそんなある日、怪あやしいマントを被かぶった人物がやってくる。その人物は少女を発見すると、突とつ然ぜん襲おそいかかってくる。少女は殺されかけるものの、間かん一いつ髪ぱつ、かけつけた魔女がその人物を倒し、少女は救われる。

　魔女が聞き出した結果、襲ってきたのはプロの暗殺者だった。雇やとい主は少女の実家。呪われた少女を追い出したものの、少女が生きていては面めん倒どうの種になる可能性がある。後あと腐くされがないよう始末するよう命令したのだ。

　実の両親に命を狙ねらわれていることにショックを受ける少女。

　魔女は、これから先、少女の命を狙う者がまた現れるだろうと告げる。魔女は少女にいくつかの魔法を教えた。それは身を守るため、戦うための魔法だった。少女も身を守るために魔法をおぼえた。

　しかしある日、少女が一人ででかけたとき、留守中の魔女の家にまた暗殺者がやってくる。少女が家に戻った時、魔女は暗殺者の手で殺されていた。

　少女は恩人である魔女を殺した暗殺者を怒いかりのまま、魔法で攻こう撃げきする。

　マントをとった暗殺者は、なんと人魚だった。魚のような顔をしたその人魚は、人間の言葉で告げた。

「ワタシ、ハ、アナタノ婚こん約やく者しや……ダ」

　それは変へん貌ぼうした王子だった。

　少女が町を去った後、故郷の町でも人魚の呪いが広まったのだ。人々の体にウロコがはえ、日に日に魚へと変貌していく。

　ついには王宮まで呪いが進行し、王子も呪いにかかってしまう。

　王子は海の魔女ならこの呪いを解くことができると聞き、やってきたのだ。

　しかしすでに半分魚になった王子は言葉がしゃべれなかった。

　魔女は王子を暗殺者だと思って攻撃し、王子の反撃で死んでしまった。

　そして王子は少女に殺された。

　王子は死の間ま際ぎわ、少女をずっと愛して待っていた、と告げる。少女が呪われていても構わないから結婚しようとしたが、それは周囲の反対で止められ、王子もそれ以上逆らえなかったと告白する。

　誤解から婚約者を殺してしまった少女。

　遅おくれてやってきた王宮の兵士の手で、少女は捕とらえられる。

　国中に呪いを広げ、王子を殺した罪で少女は火あぶりを宣告される。

　町に戻った少女は、すでに少女の両親が呪いで魚になって死亡してしまったことを知る。

　薬を作っていた魔女が死んでしまったことで、少女は自分がもう助からないと知る。

　少女は火あぶりを受け入れ、処しよ刑けいされる。

　その後、魔女の家をしらべて残された人は呪いを解く方法を知る。

　最初に呪いにかかった少女の体内には、呪いに対する抗こう体たいが作られていた。その抗体を利用して呪いの特効薬を作ろうとしたところで魔女は殺され、研究は未完成となった。

　抗体を持つ少女もすでにいない。

　呪いを解く方法はなく、国中の人が死に絶えた。わずかな生き残りは死体を全すべて海に捨てた後、その土地を捨て、別の場所へ移り住んでいった。




「今のは……『にんぎょひめ』の話？」

　一瞬で脳のう裏りを駆かけめぐった記憶──いや、それは疑ぎ似じ体験ともいうべきものだった。今の話に登場した少女の顔は、委員長にそっくりだった。委員長の過去の経験を、ソーシも体験したのか？

「見たようですね……私の過去を」

「今のが、委員長の……いや、だって、今の話、俺の知る『にんぎょひめ』の話と全然違ちがうぞ！」

「私は『にんぎょひめ』の『侵蝕者デイストラクタ』──『侵蝕者デイストラクタ』とは童話の運命そのもの。そして童話とは、時代によって、土地によって、常に変移、改変されながら伝えられていくもの。『にんぎょひめ』のオリジナル、そしてそこから派生したあらゆるパターンの『にんぎょひめ』を内包するものこそ、私たちの『運命』。その無数の『運命』の中で、最も無念が強く、最も強い感情を抱いだく『運命』の持ち主が主人格となって再構築された存在──それが私、『にんぎょひめ』の『侵蝕者デイストラクタ』なのです」

　そういう、ことだったのか……モモカの時もそうだった。モモカは『桃もも太た郎ろう』の『侵蝕者デイストラクタ』だったが、そのモモカの経験は、本来の童話とはだいぶかけ離はなれたものだった。そういう理由があったのか……

「空我山君。私の過去はどうでした？　私の過去を見て、なにを感じました？　ぜひ感想を教えてください」

「今のが事実なら……委員長も、苦しんだんだな。その気持ち、俺なんかじゃ想像もできないけど……でも、だからってなんで……なんで人類を滅ほろぼそうとするんだよ！」

「空我山君は経験したことがありませんか？　悲劇的なできごとを。自力ではどうしようもできないような理り不ふ尽じん、どうあらがっても覆くつがえりようのない不条理を、人生で経験したことはありませんか」

「……あるさ、そんなの、誰だれだって何度か経験するだろう」

「えぇ、私も経験しました……悲しいですよね。とても悲しい。でもその悲劇が人じん為い的に引き起こされたものだったらどうでしょう？　誰かが意図的に、わざと私たちを不幸な目に遭あわせているのだとしたら、空我山君はどう思います？」

「それは……」

「えぇ、赦せませんよね、そんなの。簡単な話ですよ」

　委員長が自分の胸に手を当てる。

「物語って、つまるところ読者が読んで楽しむための存在ですよね。なのに世界には必ず悲劇に分類される物語があります。なぜでしょう？　読んで楽しむのは、わかります。でもわざわざ読んで悲しくなるための物語に、どんな意味があるのでしょう？」

　委員長の声に、徐じよ々じよに熱がこもってくる。

「その答えも簡単です──世の中には悲劇を見ることを楽しいと感じる人種がいるからです。悲劇を見て悲しいと共感すること、それで感動する人、それを快楽と感じる人、そういった存在がこの世にいる限りこれからも悲劇は生み出され続けていく……私たちの悲劇は、そういった人間の傲ごう慢まんさによって生み出されたもの。そういった作者の思おも惑わくで私たちの『運命』は狂くるわされ、意図的に悲劇を演出された……そんな『運命』を認められますか？　あなたはそれを、受け入れられますか？」

「それは……」

　想像すると、ゾッとする。たとえば自分の人生全部が誰かの考えた小説で、人生のあらゆる思い出が作者の都合で作られたただの演出でしかないとしたら……

　委員長は、さらに大きな身み振ぶりと共に語り続ける。

「そう、私はだからこそ立ち上がったのです。私は、人類おまえたちの操あやつり人形じゃない、『侵蝕者わたしたち』は人類おまえたちのオモチャじゃない……そう主張するために」

「だからって……だからって、お前たちが人類を滅めつ亡ぼうさせていい理由にはならないだろ！」

「人類には代だい償しようを支し払はらってもらわねばなりません。今まで散々『侵蝕者わたしたち』をもてあそんできた、代償を。私たちを散々好き放題してきたんです。今度は逆にこちらが好き放題にしても、文句はありませんよね？　殺される覚かく悟ごもない人が他人を殺してはいけない、そういう理り屈くつです」

　委員長の言う言葉は、一見すると筋が通っているようにも見える。そう、確かに、確かに童話というものが人格を持っていたとすれば、人類は彼らに対し、とんでもないことをしでかしてきたのかもしれない。彼らが怒おこるのも当然だ。だが……

「委員長。一つだけ教えてくれ」

「なんでしょう？」

「なんで……なんで委員長は、今笑っているんだ？」

「もちろん──楽しいからですよ」

　そう、こんな状じよう況きようであるにもかかわらず、委員長はいつのまにか笑っていた。心底楽しそうな委員長の笑えみ。

「あぁ、本当、いつかこうなると思っていました。轟ごう岳がく館かん学がく園えんに潜せん入にゆうした時から、私はずっと演じていました。完かん璧ぺきな生徒を、模も範はん的な生徒を。学園の生活は、とても楽しかったです。みなさんとても親切なかたばかりで、私を友人と呼んでくれる人もたくさんいます。でも、『侵蝕者デイストラクタ』である私はそんなみなさんを裏切って、みなさんを殺さないといけない……あぁ、なんて悲劇。またしても私の運命は神々によってもてあそばれたのですね、本当に悲しい……」

　悲しいと言いながら、委員長の顔に浮うかぶ表情は満面の笑み。

「委員長が……委員長が今までずっと、俺たちを殺してきたのか？」

「何回目のループの話ですか？　えぇ、そうですね、基本的には私です。『人類駆逐者マン・デストロイヤ』に手伝ってもらうこともありましたが、そもそも『人類駆逐者マン・デストロイヤ』を島内に入れたのは私ですからだいたい私が原因です。空我山君はさすが『異能運命者デイス・クラウダー』ですね。何度か私を邪じや魔ましてくれたので、優先的に殺したことが何度もあります。けれどあなたが早めに死ぬと逆に学園の防備が固まって、なかなかうまくいきませんでした……前回のループであなたを最後まで生き残らせたら、ようやく紅くれない巫女兎さんがループ能力者だと判明しました。そのたった一つの正解ルートを探すのにとても時間がかかりましたね」

「なんで今夜、俺の部屋に来たんだ？」

「前回はこの方法でうまくいったからです。モモカさんの姿で空我山さんの部屋に行って、空我山さんの姿でモモカさんの部屋に行きました。さすがですね、演技は完璧だったはずなんですが、二人とも違い和わ感を感じたようです。残念でしたね、空我山さん。あなたが受け入れてくれたなら、私本気であなたに抱かれてあげてもよかったんですよ。えぇ、モモカさんが大好きなのに、勘かん違ちがいで変装した私を抱いてしまったと気づいたら、あなたがどんな顔をするのか、モモカさんがそれを知ったらどんな気持ちになるのか……あぁ、本当、想像するだけで悲しいですね。翌日のお二人の間の気まずそうな空気、ただのすれ違いなのにああなってしまって、そばで見ていてとても悲しかったです」

　そう言いながらも委員長の顔はどこまでも晴れやかだった。

「委員長は、前回『人類駆逐者マン・デストロイヤ』に殺されたのに……」

「それも演出です。言っておきますが、あれは演技でなく本当に殺されました。でも、ループすればどうせ生き返るってわかってますから、私もあえて大だい胆たんな行動に出させてもらいました。何回かに一回仕込みで『人類駆逐者マン・デストロイヤ』が私を殺すよう指示してあります。そうしておけば、私がスパイだとは疑われにくいでしょう。あぁ、友人である私が無む惨ざんな死体を晒さらした時、あなたやモモカさん、篝火さん、高たか伏ふせ君がどんな悲しい顔をしていたのか、その顔を見ることができなかったのが唯ゆい一いつの心残りです。みなさんやさしいですから、きっと悲しんでくれたでしょう……裏切り者の私なんかのために、本当になんてひどい悲劇なんでしょう！」

「ならなんでそんな楽しそうに笑えるんだ！」

　ソーシはすでに知っている──委員長の異常性を。

　先ほど体験した委員長の過去──『にんぎょひめ』から派生して生み出されたという、委員長のルーツの物語。

　人魚の呪のろいを受けて、親から捨てられ、国を滅ぼす元げん凶きようともなった過去の委員長──その人生を疑似体験したソーシにはわかっていた。

　委員長は、あんな人生を送ったというのに……笑っていた。恋こい人びとをその手で殺した時も、最後火あぶりにされて死ぬ時でさえ、委員長は笑っていた。なんであの状況で笑えるのか、ソーシには理解ができなかった。

「言っておきますが、私は異常ではありません。えぇ、本当に悲しいんです。あなたやみなさんが悲劇を見て悲しいと感じるように、私も本当に悲しいんです。でも、先ほども言ったでしょう？　人は、悲劇を求めるから悲劇を作るんです。悲しいと思いながらもそれを見たいと思う人の感情は、ごく自然なものなんです。私はそういった人類の意思が具現化した『侵蝕者デイストラクタ』。悲劇を見て、心底悲しいと思いながらも、それを心底楽しめる、そういう二面性は、決して異常ではありません。人なら誰でも持っている感情なんです」

　たとえば、ランナーズハイ、というものがある。マラソンなどで長時間走り続けた場合、肉体の感じる苦痛に反応して、人間の脳はエンドルフィンを分ぶん泌ぴつする。エンドルフィンは苦痛を和やわらげる鎮ちん痛つう効果を持ち、同時に多幸感をあたえる神経伝達物質だ。体は苦痛を感じているはずなのにいつのまにかそれを快楽と感じている、これは人間なら誰もが経験可能な、肉体の反応なのだ。たとえば辛からい食べ物を食べた時、辛味は人に痛覚として感じられる。すさまじく辛いものを食べると人は痛みを感じ、同様にエンドルフィンを分泌する。それが快楽につながり、一部の人はより辛いものを食べ続けようとするのだ。

　委員長の場合も、それに似たようなことが起こったのかもしれない……委員長が経験した生前の記き憶おくは、とてつもなく悲しいできごとだったはずだ。胸が張り裂さけるような悲しみを委員長が経験した時、委員長はその苦痛を、性的な快感と錯さつ覚かくしてしまったのかもしれない……他人の悲しみを見て心底嬉うれしいと感じる委員長のその感情は、そうやって誕生してしまったのかもしれない。

「さて、空我山さん。オシャベリも十分でしょう──私はこれからあなたを殺します。あなたを殺した後紅巫女兎を殺し、人類を今度こそ滅亡させます。あぁ、なんということでしょう。人類はついに私自身の手で終しゆう焉えんを迎むかえようとしているのです。それが私の使命、人に作られた悲劇わたしがついには人類滅亡という悲劇を演出できる時が来たのです！　これこそ人類史上最大の悲劇といえるでしょう……あぁ、人類滅亡の瞬しゆん間かんを想像すると、悲しみのあまり絶頂してしまいそうです！」

「委員長ぉぉっ！」

　ダメだ……委員長なら、あの理性的でやさしい委員長なら、ひょっとしたら説得できるかもしれない、ソーシは直前までそう思っていた。可能性は低かったが、モモカの時のような、『侵蝕者デイストラクタ』を説得する道を模も索さくしていた。

　けれどダメだ。委員長はモモカとは違ちがう……委員長は人類にひたすら敵対的で、その運命を自らの意思で受け入れている。説得する余地がない。今は委員長を倒たおす以外に、彼女を止める方法はない！

「刃無流古道術、壱式覇山！」

　全力で駆かけ寄りながらの飛び蹴げり。委員長は、よけない。片手でソーシの脚あしを摑つかんだ。

「痛いですね。でも……この程度の痛み、私の経験した悲しみには遠く及およびません！」

　叫さけび、ソーシの体がそのまま地面に叩たたきつけられた。全身に衝しよう撃げき──だがその衝撃を体内に吸収し、ソーシは再度飛び跳はねるように委員長に蹴りを放った。

「刃じん無ない流りゆう古こ道どう術じゆつ、零ぜろ式落らく陽よう！」

　ソーシの蹴りを、委員長は後方へ飛んで躱かわした。追撃に出ようとするソーシ。委員長がその場でバク転を放つ。委員長の脚が長く伸のび、ソーシを襲おそう。委員長のつま先は刃は物もののように鋭するどくなっていた。委員長の変身能力だ、忘れていた。ソーシの胸むな元もとが斬きり裂かれ、血が飛び散った。

「私は『にんぎょひめ』の逸いつ話わに基もとづいた『幻装咒式レジエンダリ』を保有しています。〈名状難臥メタモルフオーゼ〉……人魚姫ひめが薬をのんで人間の姿に変化した逸話に基づき、私は自分の姿を自由に変化できます。こんなふうに……」

　委員長の体に水がまとわりつき──次の瞬間、委員長の下半身が、魚のような姿になった。そう、童話の人魚姫と同様の姿だ。体の半分が光こう沢たくあるウロコに覆おおわれた委員長は、どこか神秘的で美しかった。

「そしてこういうこともできます」

　人魚の姿となった委員長がふわりと、宙を舞まう──空気中を水中のように泳いで上空へのぼった委員長。まずい、ソーシでは届かない高さだ。

　さらに委員長の手にはいつのまにかナイフが握にぎられていた。ねじれた刀身を持つナイフだ。そのナイフが宙に浮くと、数十本に分ぶん裂れつした。

　そのナイフが雨のように地上へと降り注ぐ。ソーシは全力で回かい避ひをするが、全身が切り刻まれてしまう。

「悲しいですね、悲劇ですね。私は空にいる。あなたは人間だから空を飛べない。この事実だけで、あなたは絶対に勝てないのは明らかです」

「……委員長、変身しても空は飛べないって言ってなかったか？」

「えぇ、悲しかったです、友人であるあなたにウソをつかないといけなかった過去の自分は」

　委員長は宙に浮いたまま、降りてこない。そこからさらにナイフを生みだし、地上のソーシを攻こう撃げきする。ナイフが一本、ソーシの腕うでに刺ささった。瞬間的に腕の筋肉を緊きん張ちようさせ、なんとか致ち命めい傷しようになるのを避さけた。しかしダメだ。一方的に攻撃されるばかりで打つ手がない。単純だが、ソーシを確実に殺す安全策。

「いくらでも粘ねばっていただいてけっこうですよ。あなたが必死に足搔あがけば足搔くほど、あなたが死んだ時の悲劇はより大きくなるのですから」

　再度、無数のナイフが降り注ぐ──やるしかない、ソーシは覚かく悟ごを決め、上空の委員長を見つめた。

　委員長のいる高さは、目算で二十メートルくらい。マンションで言うと六階建てくらい。人間が間違っても跳ちよう躍やくできる距きよ離りではない。しかし……ソーシは、告げる。

「いつから勘違いしていた……人間は、空を飛べないなんて」

　同時に、気持ちを切り替かえる。

　刃無流古道術、玖きゆう式陥かん空くうを発動──脳内処理を高速化し、視界が強制的にスローモーションになる。上空に浮かぶ委員長。委員長から放たれる無数のナイフ。ソーシはその場で跳躍。スローモーションの世界の中、ソーシ自身の体も動きが遅おそい。まるで水中を動いているような違和感。だがだからこそできると思った。

　刃無流には、天てん征せい歩ほという技わざがある。歩法の一種で、早い話空中を歩く技術だそうだ。そんなことできるわけがないと、師し匠しようから話を聞いたときは思った。なぜなら、天征歩は師匠でも使えない技だったからだ。大昔の刃無流の達人はこの技で空を歩いてみせたそうだが、刃無でも長く絶えて幻の技になってしまったのだ。

　天征歩とは、窮きゆう極きよくの重心移動の技術だと師匠は語った。通常人間は肉体の中心、仙せん骨こつ周辺に重心があるとされている。刃無流の達人は想像を絶する修しゆ行ぎようの果て、その重心を体外に押し出すことができるようになったのだそうだ。重心を体外に移動させることで身軽となった人間は空気を足場に空を歩くことさえ可能だったという。

　師匠はその段階までいっていないが、ある程度の重心移動は可能だと、昔ソーシに見せてくれた。池の水面に桜の花びらを浮かべ、その花びらを足場にして水面に立ってみせたのだ。見せかけの重心を花びらにずらすことで、身を軽くしたのだという。

　そしてソーシには……もちろんそんな技はできない。師匠でもできなかった天征歩など夢のまた夢だし、一枚の花びらにのって水に浮くなんてもう人外の技だ！　ソーシではせいぜい、小枝を足場に水に浮く程度が限界だ。

　でも重心移動の基本は身につけている。要は呼吸とタイミング──宙を舞ったソーシは、飛来するナイフの柄えに脚をのせ、自分の重心を足の裏のナイフに移動させる。次の瞬間にはナイフを足場にさらなる跳躍、迫せまる別のナイフへ着地、重心移動、ジャンプ──玖式陥空でスローモーションとなった世界の中、ソーシはナイフを足場に宙を舞う。これぞ刃無流古道術奥おう義ぎ、拾じつ式虚こ身しん！　瞬間的に宙を駆け上がったソーシの体は、一瞬で委員長と同じ高度へと到とう達たつした。

「あなた……本当に人間ですか！」

　初めて見せる、委員長の引きつった顔。心外だ。ソーシなどまだまだ人間。本当の人外はソーシの師匠や刃無の過去の達人たちのことを言うのだ。彼らに比べればソーシなどまだまだ凡ぼん人じんの範はん疇ちゆう。ソーシは、驚きよう愕がくで硬こう直ちよくする委員長に肉にく薄はく、その両りよう肩かたを摑み、一瞬で背後に回って委員長を羽は交がい締じめにする。

　二人の体がひとかたまりとなって、落下を始める。委員長を下にして、地面へ落ちていく。先ほど委員長にやられたことの、お返しだ！

「空我山ソーシ、あなたはいったい何者ですか！」

「俺はただの人間だ。ただし、俺には刃無の技がある。お前たち人外を倒すための技術を受け継ついだ破は邪じや拳けん聖せいの末まつ裔えい！　刃無流古道術壊かい級きゆう討とう魔ま士し、空我山葬そう屍しだ！」

「そんな人間が存在するなんて、それこそまさに私にとっての悲劇……」

　地面に激げき突とつ。衝撃が委員長の全身に伝わる。ソーシにまで伝わってくるその衝撃を、刃無の受け身、肆し式舞ぶ桜おうで受け流し、逆に委員長へと逆流させる。結果、委員長の体内を衝撃が嵐あらしのように駆け回り、逃にげ場を失った衝撃が委員長の肉体を内部から破は壊かい……頑がん丈じような『侵蝕者デイストラクタ』の肉体が、一瞬で行動不能となった。

「なるほど……これが、最強の『侵蝕者デイストラクタ』『桃もも太た郎ろう』を倒したあなたの力……お見事、認めます、あなたを」

　地面に転がって動かなくなった委員長が、そう告げてくる。ソーシは委員長の前に立ち、静かに彼女を見下ろしていた。

「空我山さん、さぁ、私を殺しなさい。それが勝者のつとめです」

「……本当に、殺さないといけないのか？」

「えぇ、ここで私を殺さなければ、私はまた復活し、あなたを殺しに来ます。いえ、あなたを殺すのは難しいので、先にあなたの周囲の人たちを殺します。それがイヤなら私を殺すしかありません。それが唯ゆい一いつの解決策です」

「なんで……なんで委員長は、この状じよう況きようで笑っているんだ？」

「悲しいからです」

　晴れやかな笑え顔がおで委員長は告げる。

「あなたは今、私を殺すことをためらっていますね」

「あぁ」

「だとしたらそれだけで私は目的を達成できています……空我山君は、敵であるはずの私に今友情を感じています。殺すのをためらっています。その躊躇ためらいを振ふり切って、私を殺しますか？　えぇ、私はその死を受け入れます。きっとあなたは私の死を悲しんでくれるでしょう。私も悲しいです、悲劇ですね。あるいは、私を見み逃のがしてくれますか？　それでも私は構いません。回復したら今度こそみなさんを殺しにきます。私を見逃したばかりにあなたの大切な人がみんな死んだら、あなたはどんな悲しみを私に見せてくれますか？　どっちに転んでも悲劇。えぇ、私はどちらでもいいんです」

「……殺さないよ、委員長。委員長が喜ぶってわかっていて殺したりはしない」

　ソーシは、自分でも意外なほど冷静だった。あるいは、ニコニコ笑顔の委員長を見て逆に踏ふん切りがついたのかもしれない。

　委員長は絶対に野放しにできない……合宿で全員が全ぜん滅めつしたループ前の世界、あんな悲劇を委員長は、喜んで引き起こしたのだ。委員長を自由にすれば、この子は必ず世界に今以上の悲劇をもたらす。委員長が改心する見込みはない。なぜなら、改心をするには自分が悪いことをしていると自覚し、反省しなくてはならない。委員長は自分が間違ったことをしていると自覚し、その事実に喜びを感じる精神構造の持ち主だ。彼女は決して反省しない。むしろ、間違ったことを繰くり返す自分自身に酔よっている節さえある。そんな彼女を大人しくさせる方法……

「桜夜先せん輩ぱいに頼たのんで、委員長をどこかに閉じこめてもらう。委員長がなにもできないように力を封ふうじる『幻装咒式レジエンダリ』を持った『保全者パラミシア』がいるはずだ。少なくとも乖人ならそれができる」

「それがあなたの選せん択たくですか、空我山君」

「不服か？」

「えぇ、つまらないです。確かにそれで、私は目的を達成できないまま朽くち果てるしかない……でも悲劇としては三流です。一流の悲劇になるにはスパイスが足りません。えぇ、もっと破は滅めつ的なエンディングを演出しないと、読者は満足しませんよ」

「委員長を満足させるつもりなんてない」

「そうですか……ところで、いつから勘かん違ちがいしていましたか、私がこれで敗北したと」

　地面に転がっていた無数のナイフ。それらのうちの一本が浮うかび上がり、ソーシめがけて飛んできた。委員長はナイフに触ふれなくても操あやつることができるのだ。

　しかし、ソーシはあわてずそのナイフを宙で摑む。委員長はかなり弱っている。素す手でのソーシでも十分対処できる勢いしかなかったのだ。

　しかし、委員長の目的はただの時間稼かせぎ──ソーシがナイフの対処をしているスキに、委員長は一本のナイフを手にしていた。

「ねぇ、空我山君。私が死んだら、あなたはどんな悲しみを見せてくれますか？　あぁ、そのとき悲しむ空我山君の顔が見れないのが唯一の心残りです」

「委員長、やめ……」

　委員長は、ナイフを自らの胸に突つき立てた。心臓の位置。根本までナイフが刺さり、血だまりが広がっていく……

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　ソーシの喉のどから絶ぜつ叫きようが漏もれた……委員長は敵で、どうしようもないほど救いようのない相手だったのに、なのにこんな死に方をされたら、やっぱり悲しい……そう思う感情を抑おさえられなかった。

　委員長が死亡したことで、世界が崩くずれていく──ソーシと委員長が戦っていた、二人だけの世界が崩れ、元の島へと戻もどってきた。

「ソーシ、やったの！」

「モモカ、みんなは！」

「やー、アタシらの友情パワーの勝利、って感じ？」

　灯萌がＶサインをする向こうでは、砂すな浜はまにオオカミの毛皮が無数に積み上げられていた。

「ゲヒャッヒャッハッハッハ、そうか、やられちまったか、悲劇マニア。こいつはとんだおマヌケさんだぁぁぁぁぁ。全く、これ以上はつきあいきれねぇな、あばよ！」

　巨きよ大だいなオオカミの姿をした『人類駆逐者マン・デストロイヤ』は最後にそう叫さけぶと、身を翻ひるがえし、海の上を水しぶきを立てながら立ち去っていった。撤てつ退たいしたようだ。ソーシたちの勝利……なのか？

　なのになんだこの、なんとも言えない感情は。勝利したはずなのに、すごく後味が悪い……

「ソーシ。彼女は……」

「そうだ、委員長は自分で自分を刺さして……桜夜先輩を呼んでくれ、医者はいないか？　まだ助かるかもしれない！　委員長を助ければ、敵の情報だってわかる、桜夜先輩に頼んでみよう、先輩なら何とかしてくれるかも……」

「落ち着いて、ソーシ……もう、彼女から命の気配が消えているわ。たぶん助からない」

　静かにモモカが告げる……やはりダメなのか、そう思った瞬しゆん間かん、ソーシの体から力が抜ぬけた。そしてモモカは無言のまま、ソーシの体を抱だきしめてきた。

「なんだ、モモカ」

「あなたが辛つらそうだったから……泣いてもいいのよ？」

「泣かないよ……泣いたら、委員長を喜ばせるだけだ」

「空我山さん、どうやらまた、あなたがやってくれたようですわね」

　と、桜夜も姿を見せる。深夜だというのに、桜夜はきっちりスーツ姿だった。寝ねてないのだろうか？

「状況からして、七なな有う美み亞あ彌や歌かが『侵蝕者デイストラクタ』のスパイでしたのね？」

「えぇ、確実にそうです。彼女自身もそう言っていました」

「お疲つかれ様ですわ。あなたの功績は大きいですわね。この功績を反映させ、あなたの奨しよう学がく金きんも支給するよう検討いたしますわ」

　桜夜は気づかってくれているのだろうか。クラスメートの死を前にして落ち込むソーシのことを……でも、前はうらやましく思えた奨学金も、今となってはどうでもよかった。

「ねぇ、ソーシ……おかしくない？」

　モモカが呟つぶやく。それは、この中で一番死というものに慣れていた彼女だからこそ気づいた疑問だ。

「どうした、モモカ？」

「委員長……死んでないわ」

「なにを言っているんだ。委員長なら今、確かに……」

「違うわ、この死体……ニセモノよ」

　モモカが地面に転がる委員長の遺体のそばにしゃがみ込んだ。

「気配がないから完全に死んだと思ったんだけど……これ、ハリボテだわ」

　モモカが刀で委員長の遺体を切り裂さいた。あっさり真っ二つになったその遺体は、だが中身がカラッポだった。そう、表面だけ委員長とそっくりな、ただのニセモノ。

　そうだ……ソーシは、なぜ忘れていたのだろう。出現した二体の『侵蝕者デイストラクタ』。委員長は自分の体を自由に変化させる変身能力を持ち、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』は皮を被かぶって他人になりすます能力を持っていた。その二体がいたのだ。ソーシの隙すきをついて死体をでっちあげるくらいのことはいつでもできたはずだ。

　委員長の死体がニセモノということは、委員長はまだ生きているということ。そして委員長の目的は……あぁ、そういうことか！

「委員長は巫女兎を狙ねらいにいったんだ！」




「基本ですよ、空我山君、これくらいは基本です……死んだと思ったキャラが実は生きていた、こんなのは物語の基本です」

　そう嘯うそぶき、委員長こと七有美亞彌歌は音もなく忍しのび歩いていた。彼女の目的はソーシでもモモカでもない。あくまでループ能力者、紅巫女兎を始末することなのだ。ソーシにちょっかいを出したのは、彼が不確定要素だから、というのもある。『異能運命者デイス・クラウダー』は放ほうっておくとどんな手段で妨ぼう害がいしてくるかわからないから、安全のために先に殺しておきたかった。しかし目的はあくまで巫女兎。幸い『保全者パラミシア』はみな、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』が引きつけてくれている。注意すべき『保全者パラミシア』はもういない。建物の構造も事前に調査済み。なにしろすでに百三十九回も繰り返しているのだ。調べる時間はたっぷりとあった。

　本来なら、ソーシなど無視して真っ先に巫女兎を狙うべきだったのかもしれない。なのに彼を先に狙ってしまったのは、あぁ、そうだ。

「好きでしたよ、空我山君、あなたのこと」

　認めよう、委員長は内心で思った。自分はどうしようもないほど空我山ソーシという人物のことが好きで、惚ほれ込んでいたのだ。だからちょっかいを出さずにはいられなかった。

　あぁ、だって空我山ソーシの奇き抜ばつな半生を思えば……幼い時、妹が『桃太郎』の手によって運命侵蝕デイストラクシヨンされ、生き別れどころか妹などこの世のどこにも存在しないというのに、必死に妹を捜さがし続け、ついには『侵蝕者デイストラクタ』と戦うことのできる人外の技術まで身につけ、日本トップの進学校轟岳館学園に入学を果たしたのだ。彼が幼い時から今まで費やしてきた努力はいったいどれほどだっただろう。

　でもその努力は全部ムダ！　運命侵蝕デイストラクシヨンされた彼の妹はこの世のどこにもいない！　彼は無む駄だな努力で今までの人生全すべてをムダにして、挙げ句の果てについにはその妹の記き憶おくの全てを失ってしまった！　悲しい、全てが悲しい、報むくわれない悲劇……だからこそ嬉うれしい。そんな悲劇を近くで観察できて、委員長は最高に幸せだった！　彼がこの先どんな行動を起こし、どんな悲劇を引き起こしてくれるのか、それを思うとはしたない想おもいが抑えきれなくなりそうだ。

「ふぅ、ダメですね、こんなところで絶頂しかけるなんて、そんなのダメ……全ては、最上の悲劇を演出するための布石でしかないのだから……」

　宿しゆく泊はく施し設せつの四階に来た。四階のすみの部屋、ここが紅巫女兎の部屋。ここを突き止めるまでが長かった。

　なにしろ巫女兎は普ふ段だん、他の『保全者パラミシア』と同じ生活を送っていたのだ。確かにいつも寝ている変な子だとは思っていたが、轟岳館学園は個性的な変人揃ぞろいの学園だ。巫女兎だけが特別だったわけではない。おかげで彼女がループ能力者だと気づくのに手間取った。しかしそれもおしまいだ。ついに突き止めた。

　巫女兎の部屋の扉とびらを開ける。が、鍵かぎがかかっている。想定内だ。指し紋もん認にん証しよう式の最新システム。登録した部屋の主あるじの指紋以外では絶対に開かない。無駄なハイテク。委員長は指を壁かべに備えられた電子ロックに押し当てた。ピッ、解かい錠じようされる。委員長は自分の体を自由に変形できるのだ。指先の指紋を変化させることなど朝飯前だ。

　室内に入る。部屋は委員長が使っていたものと変わらない間取り。ベッドに横たわるのは部屋の主。委員長は手にしたナイフを構え直した。

『紅巫女兎がループ能力者である』これが今回委員長が手に入れた情報だ。この情報は、彼女と同等の存在、第五階梯レベル５『運命侵蝕者デイストラクタ』『最終戦争オメガ・レクイエム』から伝えられた情報だ。『最終戦争オメガ・レクイエム』は自身の『幻装咒式レジエンダリ』で、ループ能力者の存在に気づいた。くり返されるループの中、『最終戦争オメガ・レクイエム』は情報を集め、ついには紅巫女兎がループ能力者だと判明した。

　そして今回、『最終戦争オメガ・レクイエム』はもう一つの情報を委員長に伝えてくれた。

『紅巫女兎を殺すことはできない』どうやら、不死身に近い状態となる『幻装咒式レジエンダリ』を彼女は保有しているらしいのだ。過去のループの阻そ止しが全て失敗してきたのは、彼女のこの能力によるものらしい。

　だが大だい丈じよう夫ぶ。巫女兎がどんな能力を持っていようと、委員長は彼女を殺すことができる。なぜなら、委員長もまた、複数の『幻装咒式レジエンダリ』を保有しているからだ。

〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉──彼女が手にした魔ま剣けんの名だ。『にんぎょひめ』の童話において人魚姫ひめの姉たちが手に入れた短剣の逸いつ話わ。王子を殺すことで人魚姫を元に戻す魔剣。この魔剣に命を捧ささげることであらゆる『幻装咒式レジエンダリ』、魔法、呪のろいの類たぐいを無力化することができる。

　巫女兎が仮に無敵の『幻装咒式レジエンダリ』を保有しているのだとしても、その『幻装咒式レジエンダリ』を無効化してしまえば巫女兎は無防備だ。この能力があるからこそ、委員長は学園島へのスパイに選ばれたのである。

〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉に捧げるべき命、それは自分自身の命だ──あぁ、なんということだろう。委員長は感極きわまりそうだった。自分はついにここで死を迎むかえる。自分の命を生いけ贄にえに、巫女兎の持つ全ての『幻装咒式レジエンダリ』を無力化する。それはもちろん、彼女のループ能力も一いつ緒しよだ。つまりもうループはない。委員長がここで死ねばもう次のループで生き返ることができない。なんて素す晴ばらしい悲劇！　委員長の裏切りでソーシたちは巫女兎を失い、そのまま人類滅めつ亡ぼうへと一直線に突き進むのだ！　委員長自身も、ここで死ぬことは怖こわい、死にたくない、人類の滅亡という悲劇を目もく撃げきしたい……なのに自分はそれが目撃できない、それは悲劇ではないだろうか？

　委員長は人類の滅亡という最大の悲劇を見るためにここまで努力してきた。その努力は報われ、目的は達成される。達成されたのに委員長は死んでその悲劇を目撃できない。それこそが委員長にとって最悪の悲劇！　だからこそ、その悲劇を自らの手で演出したい！　だから委員長はここで死ぬ！　あぁ、なんて素晴らしい悲劇だろう！　自分はおそらく死と同時に絶頂を迎える！　それこそが委員長の望み！

「さようなら、紅さん」

　つぶやき、委員長は〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉で自分の首をかききった。血が漏もれる。魔剣が委員長の手の中で脈動する。委員長は命が吸い込まれていくのを感じた。委員長は手の魔剣を全力でベッドに突つき立てた。柔やわらかいものを貫つらぬく感かん触しよく……手ごたえが、おかしい？

　委員長は、ベッドの布ふ団とんをはぎ取った……中には、マクラが入っているだけだった。なぜ？　紅巫女兎が、いない、なら、彼女はどこに……

「こふっ……」

　ノドから空気が漏れる。まずい、息が、つまる、ぼたぼた、首の出血が止まらない、自分で傷つけたからだ………

「委員長!?」

　声が聞こえる。ソーシだ。その顔を見て、委員長は、ニッと笑い、その場に崩くずれた。

　強きよう[image: 靭]じんな肉体を持つ『侵蝕者デイストラクタ』は、常人なら致ち命めい傷しようの状態からでも再生できる。だが〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉、これはだめだ。委員長は〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉に命を捧げた。魔剣は忠実にその命を吸い尽つくそうとしている。『侵蝕者デイストラクタ』といえど、これでは助からない……

「おい、委員長、しっかりしろ！」

　倒たおれた委員長をソーシが抱かかえ起こしてくれる。焦あせったようなソーシの顔。あぁ、そうか、ソーシが巫女兎を連れ出したのか。

「どこ……紅さん……どこに……隠かくしたんですか……」

　こほっ、呼吸と共に血が漏れる。声を出すのも辛い。だがそれだけは聞かずにはいられなかった。

「巫女兎なら俺の部屋にいるはずだ」

　ソーシの言葉に、委員長は耳を疑った……なぜ？　ソーシの部屋は、最初にモモカに変装して行った。あそこにはソーシしかいなかったはずなのに……

「いや、巫女兎の奴やつ食堂で寝てて、それで部屋に連れて行こうと思ったんだけど、三階より上に俺は入れなかったから、しかたなく俺の部屋に連れて行って、俺はロビーかどっかで寝るつもりだったんだけど、そうしたら委員長が俺の部屋に来て、巫女兎を見られたら誤解されると思ってとっさに巫女兎を布団にくるんで押し入れに押し込んでおいたんだ」

　なんだそれ……なんだそれなんだそれなんだそれなんだそれ、そんなの全然聞いてない！　そんな情報、『最終戦争オメガ・レクイエム』だって言ってなかった！

　でも……ソーシの部屋は、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』が破は壊かいした。あそこに巫女兎がいたのなら、彼女も無事ではない……

「今確認したけど、巫女兎は無事だった。崩れたガレキの中でぐーすか寝ねてたよ。モモカや灯萌、乖人が今は護まもっている」

　そうだ、巫女兎自身には不死身の『幻装咒式レジエンダリ』があるのだから、あの程度のことで傷つきはしない……

「あ、あはっ、あはっ、あはは、ゲホッははゴホッははガホッ」

　自然、委員長の口から笑いが漏れた。しかし同時に激しく咳せき込む、けれど笑いが止まらない。ソーシが、医者を呼んでくれと叫さけんでいる。でもそんなのはどうでもいい……

　つまり、委員長は失敗したのだ。ここまで入念に計画して、いろいろ立ち回って、計画はほぼ成功して、目標達成寸前まで行っていたのに……ソーシの気まぐれな行動のせいで失敗したのだ。しかもあのとき！　ソーシの部屋に巫女兎がいたと、委員長が気づいてさえいれば、委員長はその時点で目的を達成できていた！

　ソーシはわざと巫女兎を自室に連れ込んだのか？　たぶん違ちがう。ソーシがループ前の記憶を取り戻もどしたのは、委員長がモモカの変装をして部屋に行った後だ。つまり委員長が余計なことをしたせいでソーシに逆転のチャンスを与あたえてしまった。なんてこと、最後の最後に自分でミスをして失敗してしまった。しかも〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉を自分自身に使ってしまい、委員長はもう助からない。この死もムダだ、何の意味もない、委員長は犬死にだ。

　体は呼吸ができなくて、体温が失われていって、ひどく苦しいはずなのに、委員長の脳内にはすさまじい快感が充じゆう満まんしていた。あぁ、なんということだろう、こんなみじめな死に方を自分がするなんて……想像以上だ。想像以上の悲劇だ、委員長にとっての最悪の結末だ！　これだ、この死を、委員長は求めていた……

「おい、委員長、しっかりしろ、おい！」

　ソーシの顔が見える……あぁ、本当にすばらしい。ソーシは委員長の求めていた以上の悲劇を与えてくれた。そんなソーシの顔が、輝かがやいて見える。その姿は、まるで絵画に描えがかれる神のようで……

　委員長の意識はそのまま闇やみに沈しずんでいった。








終章　そして全すべては終局へ









　次に目覚めた時……そこは、病院のベッドの上だった。

「ここは……」

　体を起こして自分の体を確認すると──傷はなかった。

「気づいたか、委員長」

「空く我が山やま、君？」

　ベッドの傍かたわらにはソーシがいた。いったいなんだ、なぜここにいる？

　委員長は確かに自分が死んだと認識した。魔剣の呪いは完かん璧ぺきだ。もはや助からなかったはずなのに、自分は生きているようだ、なぜ？

「空我山君、なにがあったんですか？」

「桜さく夜や先せん輩ぱいに頼たのんで委員長を病院に運んだ。それで委員長は治った」

「治るはずがありません。だってあの傷は……」

「これだろ？」

　ソーシが手に持っていた短剣を見せた。それは委員長の『幻装咒式レジエンダリ』〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉だ。

「どうして、それを……」

「これが委員長の『幻装咒式レジエンダリ』ってのはすぐわかった。委員長と運命線が絡からみ合っていたしな。で、なんで委員長が死にかけていたのかもなんとなく想像できた。委員長の性格を考えたら、巫み女こ兎とを殺して自分も死んで、目的は達成したけど結果を見ることなく死ぬ自分ってすごく悲劇、みたいなこと考えてたんだろ？」

　図星だった。

「『保全者パラミシア』のみんなが近くにいたし、治ち療りよう系の『幻装咒式レジエンダリ』をもつ子もいたから委員長を助けようとしたんだけど、全然傷がふさがらなかったんだ。それが委員長の『幻装咒式レジエンダリ』の効果なんだな、ってわかった。委員長は『にんぎょひめ』なんだから、これは人魚姫が王子を殺そうとした短剣だろうって想像できた。巫女兎は普ふ通つうにやっても絶対死なないけど、そんな巫女兎を殺す委員長の切り札がこれだってわかった。委員長は自分の命を捧げて巫女兎を殺そうとしたけど、巫女兎がいなくて失敗したんだろ。で、委員長の傷が治らないのもこれのせいだなってわかった」

「それで、どうやって私の傷を治したんですか？」

「いや……簡単だろ、そんなの？」

「いいえ、〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉に捧げた命は絶対助からない……」

「つまり、委員長が死ぬのは、委員長自身の『幻装咒式レジエンダリ』のせいなんだろ？　それで委員長の『幻装咒式レジエンダリ』って、『幻装咒式レジエンダリ』を無効化できるんだろ？　だからこの剣で剣自身を無効化すれば委員長は死ななくて済むよな」

「そんな……考えた、こと、ありませんでした」

　普通は考えない、そんなこと、自分で自分の『幻装咒式レジエンダリ』を無力化するなんて……普通はやらない。そんなこと、ありえない。

「なぁ、委員長。聞きたいんだけどさ、委員長って、『桃もも太た郎ろう』みたいに人類を憎にくんでるのか？」

「……いいえ、そんなことありません。私はむしろ、人類が好きです。救いようのない人類が大好きです」

「だったらさ、もういいんじゃないか？　正体もバレたことだし、もう『侵蝕者デイストラクタ』やめてさ、『保全者パラミシア』側に来ればいいんじゃないか？」

「なぜ？　今さらそんなことを？」

「委員長ってさ、結局人類滅めつ亡ぼうっていう悲劇が見たいから『侵蝕者デイストラクタ』をやっていたんだよな？　しかも別に人類を憎んではいないと。で、委員長が裏切って『保全者パラミシア』側になってさ、あげくに裏切った委員長がそのまま人類救っちゃったりしたら、それって他の『侵蝕者デイストラクタ』にとってはとんでもない悲劇だよな。その悲劇を見たいとは思わないか？」

「……えぇ、そうですね。確かに見てみたいと思います、その悲劇……でも、おわかりでしょう？　人類四十億が全ぜん滅めつする悲劇に比べれば、その悲劇はだいぶ弱い。そのていどのことで私があなたの味方になることはありません」

「それってつまり、人類滅亡を超こえる悲劇が他にあるなら、委員長はもう『侵蝕者デイストラクタ』の味方はしないってことだよな？」

「……えぇ、そうですね。でもそんなもの、ありますか？」

「うん、まぁ普通はないんだけどさ……委員長に言ったら悲しみそうな話なら一個あるかな」

「ふふふ、面おも白しろいことを言いますね、空我山君。私はこれでもかなりの悲劇マニア。あらゆる悲劇を愛してはいますが、逆に悲劇を知りすぎて、並の悲劇程度ではもうあまり悲しくなくなってしまいました。そんな私の心を動かすことができますか？」

「あのさ、委員長……この剣けんだけど。返すな」

　ソーシは手に持っていた〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉を委員長に手て渡わたした。

「……なにを考えているんですか？　私がこれを取り戻せばどうなるか、想像できませんか？　いえ、感謝しますよ、空我山君。私は今からあなたを殺し、ここを脱だつ出しゆつし、紅くれない巫女兎を殺します。そして今度こそ人類滅亡の悲劇を演出します」

「……ムリじゃないかな？」

「あなたが阻そ止しする気ですか？　舐なめないでください。あなたが勝てたのはあくまで運がよかっただけ。奇き跡せきは二度起きません」

「いや、そういうわけじゃなくてさ……今説明したよな？」

「なにがですか？」

　ソーシはばつが悪そうに頭をかいている。

「だからさ……その剣で剣自身を無効化したからその剣にはなんの力も残ってないぞ」

「……………………………………………………………………は？」

　委員長にしては珍めずらしく、間ま抜ぬけな声を漏もらした。

「だからさ……え？　委員長！」

　委員長は無言で〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉を目の前のソーシの胸に突つき立たてた。

「油断しましたね、空我山君。一いつ瞬しゆん驚おどろきはしましたが、それでもあなたの死という悲劇は演出でき…………え？」

　再度、委員長は間抜けな声を漏らした。なぜなら、ソーシの胸に突き刺さしたはずの〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉、その刃は先さきがぐにゃりと曲がっていたからだ。

　ソーシはそれを見て、決まり悪そうに呟つぶやく。

「しかもさ……なんか、武器としての性能まで無効化したのかわからんけど……その剣、剣としても使えなくなってるみたいなんだ」

　委員長は、〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉を壁かべに突き立てた。ふにゃり、魔ま剣けんの刃先はゴムみたいにしなって、壁には傷一つつかなかった……

「まぁそういうわけだから、なんかもう子供のオモチャにしか使えないかもしれないけど……一応それ返すな」

「……な、なんてことをしてくれたんですかぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　委員長はベッドの上で立ち上がり、絶ぜつ叫きようしながら〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉を床ゆかに叩きつけた。ゴムのようになった〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉は床でバウンドして部屋の隅すみに転がっていった。

「わ、私の、切り札の、『幻装咒式レジエンダリ』が、子供のオモチャに……こここ、この『幻装咒式レジエンダリ』で、わわわ私は、他の第五階梯レベル５とも渡わたり合ってきたのに、こここここの力がなくなったら、わわ私は、私は、私はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああっ」

　頭を抱かかえて絶叫する委員長。やはり、ショックが大きすぎたか、とあたふたするソーシ。絶叫した委員長は、ベッドから転げ落ち、その場に座り込んだ。

　ソーシの予想通り、委員長は確かにショックを受けていた。だがそのショックは、ソーシの想像を絶するものだった。

　委員長の脳のう髄ずいを支配しているもの──それは、圧あつ倒とう的な陶とう酔すい感、今まで味わったことのない、すさまじい恍こう惚こつ、忘ぼう我が……あぁ、なんということだろう。

　委員長は、あのとき終わったと思った。紅巫女兎を殺そうとして、ムダに自分の命を散らしたあの瞬間に感じたあの興奮、あれこそ委員長の求める悲劇だと思った……でも違った、悲劇にはまだ続きがあった！

　無む駄だ死じにしたと思った自分は死んでなどいなかった！　こうしてオメオメと生きている！　それも、空我山ソーシの哀あわれみによって命を救われた！　よりによって下等な人間、救いようのない人間と思っていた空我山ソーシの手によって！　しかも、切り札の『幻装咒式レジエンダリ』を失うという未み曾ぞ有うの危機までセットだ！　イヤになるほど繰くり返されるループの果て、勝負の決着の果てに自分はなにもかも失った、いや、違う、ただ一つ手に入れた、そう、それは空我山ソーシ！　常に自分の期待を裏切り、上回り、さらなる悲劇を与え続けてくれる、あぁ、そうだ、そういうことだったのか、つまり空我山ソーシこそ、自分が求め続けた本物、悲劇の神……嗚呼ああ、絶頂……

「え？　委員長、ちょっ！」

　委員長は、はしたなくも昇しよう天てんした。耐たえがたいほどの快感が彼女の全身を支配した。眼めから、鼻から、口から、彼女の体液がこぼれ落ちる、そして……足元が、温かくなった、知らないうちに、漏らしてしまった、濡ぬれた、びしょびしょだ。

「えっと……その、委員長、俺、看護士さん呼んでくる……」

「……行かないでください」

　座り込んだまま、委員長はソーシの腕うでを摑つかんだ。エッと、ソーシが驚おどろいたような顔で委員長を見ている。委員長は慌あわてて手を離はなした。

「あぁ、申し訳ありません。私のようなゴミ溜ための如ごとき卑いやしい女に触ふれられ、不快でしたよね、本当に申し訳ありません」

「え？　いや、委員長……どうしたんだ？」

「空我山君……いえ、空我山様、いえ、空我山神。あなたは私にとっての神です。お願いです、どうか私を、その配下におくわえください」

　委員長は、その場で土下座して頭を下げた。床には自分が粗そ相そうをした液体が広がっている。その上で躊躇ためらいなく土下座。あぁ、なんて惨みじめ、でもそれが委員長の求めていたものだ。

「委員長、本当にどうしたんだよ？」

「えぇ、わかっています。私などが神の配下になるなどおこがましかったですね。下げ僕ぼくでけっこうです、あなた様の奴ど隷れいにしてください、肉便器でも、穴奴隷でも、なんでもけっこうです、私の全すべてを捧ささげます、だからお願いです、私をあなた様のおそばに、そして、これからも変わらぬ悲劇を私にお与あたえ下さい」

「いや、なんだよ、それ、委員長、おかしいよ？」

「おかしくなどありません、私は目覚めたのです、大いなる神の存在に……目め障ざわりなら、いつでも私を殺してください。神の手で殺されるなら本ほん望もうです……ちなみに私は処女です。殺す前に処女を散らしてくださると、さらに悲劇的な死を演出できます。いえ、贅ぜい沢たくは言いません、私の股こ間かんの穴に適当な棒きれを突っ込んでいただければ十分です。でも、できれば神のお手ずから、棒をつっこんでいただけると、私は昇天します、あぁ……想像するだけで、濡れてきました。お目汚よごしですが、ご覧になりますか？」

「お、おかしいよ、委員長、俺は、ただ、今なら委員長が仲間になってくれるかと、軽い気持ちで思っただけなのに……」

「なります。神がおっしゃるのなら、仲間になります。私の知っていることならなんでもお教えします。なんでもします。戦えと言うなら『侵蝕者デイストラクタ』全軍相手でも戦います。肉壁へきになれというなら体で核かくミサイルだって受け止めます。死ねというなら全人類を道連れに盛せい大だいな徒あだ花ばなを咲さかせてご覧に入れます」

「それダメ、死ぬのはダメ、お願いだから委員長、前の委員長に戻もどってくれ！　頼たのむから！」

「はい……神の思おぼし召めしのままに」




　ソーシの部屋の机の上──そこには『おまえだけのものがたり』と書かれた本が置いてあった。

　その本のページが自然とめくられ、ページに書かれた文字が音もなく変化した。

　そこにはこう書かれてあった。




『あるひ、おまえはしまへでかけることにしました

　おまえはあやかにひゃくさんじゅうきゅうかいだまされました

　おまえはあやかにひゃくさんじゅうきゅうかいだまされ、そしておまえは『にんぎょひめ』をなかまにしました？




　TOBECONTINUED？』







　その後──委員長は結局、ソーシが仲間になれと言ったらはい、とかぶせるような勢いで頷うなずいてきて、仲間になった。それでいいのかと、自分でも思ったが、委員長も仲間にして欲しい、反省している、というので、受け入れることにした。

　もちろんそのことでいろいろみんなにお願いして回ったのはソーシである。桜夜や他の『保全者パラミシア』にソーシも委員長と一いつ緒しよに頭を下げたら、みんな受け入れると言ってくれた。まだ信用したわけではないけれど、とりあえず様子を見よう、という空気だった。

　結局のところ──ループ前の世界で、史上最悪の全滅というバッドエンドを演出してくれた委員長も、現在の世界ではまだ大それたことをしていなかった。彼女が今回やった大きな裏切り行こう為いというと、『人類駆逐者マン・デストロイヤ』を合宿所に招き入れたことくらいだが、運良くこの世界では人的被ひ害がいが出ていなかったので、みんな委員長に対してさほど悪感情を持っていなかった。そのため、ソーシの想像以上にあっさり受け入れられた。

　そして寮りようの自室で……

「ご主人様、お呼びでしょうか？」

「いや……委員長、そのご主人様って、やめてくれないか？」

「私は神の下僕となったのです。ご主人様と呼ぶのがふさわしいと思います」

　改めて味方になったはずの委員長は、なぜかこんな調子だった。周囲に誰だれか他の人がいると以前と変わらない委員長なのだが、二人きりになった途と端たん、陶とう酔すいしたような表情でこんな調子となるのだ。

「……わかった、二人だけの時はそれでいい。そのかわり、みんなの前ではいつも通りでいてくれよ」

「はい、神の思し召しのままに……それで、ご主人様。今朝はどんなご用件でしょう？　あぁ……いえ、失礼しました。ご用件は想像できています。ちゃんと準備をして参りました。下着はもう脱ぬいであります。それとも、神のお手ずから脱がせる方がお好みだったでしょうか？」

「そんな話はしていない！　とにかく、あれだよ、委員長の知っている敵の情報、教えてくれよ。そういう約束だっただろ？」

「えぇ、私の知っていることでしたらなんなりと」

　と、委員長が紙を差し出してきた。その紙には、なにかの名前が書かれていた。




『悲愴葬送ペシミストルテン』

『剣魔鬼神オウマ・オウガ』

『人類駆逐者マン・デストロイヤ』

『窮極完全兵器アルフア・ジエノサイド』

『永遠輪廻機関リイン・ゼフオルテイン』

『天空機甲要塞マス・ヤルゴ・カイゼル』

『終焉闇黒アルマゲドン』

『再々最災厄カタストロフ』

『騎士皇騎インペラトル』

『最終戦争オメガ・レクイエム』




「なんだ、これ？」

「『侵蝕者デイストラクタ』の中心、第五階梯レベル５と呼ばれるもののリストです。全員の特とく徴ちようと能力を、私の知る限りまとめておきました」

「準備がいいな……これで全員か？」

「私が知っている第五階梯レベル５は全員です。もしかしたら他に潜せん伏ぷくしているやもしれません」

「あやふやだな」

「あぁ、申し訳ありません、ご主人様。不ふ甲が斐いない私に、ぜひオシオキを……」

「そういうのいいから……ったく」

　ソーシは委員長のまとめてくれた資料に目を通していく。

「しかし、全員すごい名前だな」

「私たち第五階梯レベル５は、互たがいに童話としての正体を隠かくしています。ですので、互いにコードネームで呼び合っているのです」

　コードネームはいいけれど、ネーミングセンスがすさまじい。この名前を『侵蝕者デイストラクタ』本人が考えたのだとしたら、第五階梯レベル５というやつは全員厨ちゆう二に病で間ま違ちがいない。

　委員長のまとめてくれた能力に目を通していく……見たところ、委員長の〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉を別とすれば、巫女兎を殺せそうな能力の持ち主はいない。巫女兎が生存している限り人類の滅めつ亡ぼうは何度でもやり直せるので、ひとまずは安心といったところか。

　ただ、第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』は一人で複数の『幻装咒式レジエンダリ』を持っていて当たり前らしいので、委員長も把は握あくしていない切り札的『幻装咒式レジエンダリ』を持っている可能性も否定できないため、油断はできない。

　だが──そこに書かれたとある『侵蝕者デイストラクタ』の持つ『幻装咒式レジエンダリ』、その内容にソーシの目がとまった。

「委員長、こいつの『幻装咒式レジエンダリ』は、本当か？」

「無論です。ご主人様にウソなど申しません」

「そうか……こいつの能力なら、俺の運命侵蝕デイストラクシヨンされて、消しよう滅めつした記き憶おくが戻るかも……いや、今まで運命侵蝕デイストラクシヨンされて消えていった人類も、取り戻せるかもしれないな……」

　ソーシがそう呟つぶやいた時──どんどん、ソーシの部屋がノックされた。

「ソーシ、今日は夏休みの登校日よ。早く行きましょう！」

　モモカの声だ。あぁ、とうなずきかけ……少しまずくないか、とソーシは思い至った。今ソーシの部屋には委員長がいる。早朝から男女が二人きりというのは、あまりよろしくない状じよう況きようではないか。あれ、なんだか前もこれと似たような状況があったような……

「オタっち、入るわよ」

　なぜか灯萌ともえの声まで聞こえ、がちゃり、勝手に部屋の扉とびらが開かれた。制服姿のモモカと灯萌、二人がソーシの自室へと入ってきた。そして、室内にすでにいる委員長の存在に二人が驚く。

「な、なんで委員長がソーシの部屋に……」

「ちょっと、委員長、オタっちとなにしてたのよ？」

「なにって……」

　委員長がソーシの襟えり首くびを摑つかみ、引き寄せてきた。委員長は『侵蝕者デイストラクタ』。その腕わん力りよくはすさまじい。ソーシと委員長のクチビルが重ねられた。

「むふぅっっ！」ちゅっ、くちゅっぴちゅっちゅるっちゅちゅっ

　驚おどろくソーシだが、灯萌とモモカも驚いている。特にモモカは顎あごが外れそうなくらい大口を開けて目を剝むいている。委員長がソーシの頭を摑んでいるので逃にげられない。委員長の柔やわらかい舌がソーシの口を強ごう引いんにこじ開け、舌がソーシの口内を蹂じゆう躙りんするかのように愛あい撫ぶし、甘い委員長の体液が流れ込んでくる。まずい、頭がクラクラしてきた……委員長の舌した技わざが、すごい……

「……ふぅ、こういうことをしていました」

「きききききき、口吸いキスした、ソーシと委員長が口吸いキスした、口吸いキス口吸いキス口吸いキス……」

「ど、どーゆーことよ、オタっち！」

「どういうもこういうもありません。空我山君は私に教えてくれたのです、真実の愛を。その愛故ゆえに、私は『侵蝕者デイストラクタ』を裏切り、皆みなさんの仲間になることにしたんです、そう、これは愛なんです」

「ちょっ、委員長!?」

　白々しくぬけぬけと表情も変えずに委員長が言う。

「オタっち、あんた委員長になにしたのよ！」

「ち、ちがう、俺は、なにもしていない……」

「あのクソマジメを絵に描かいたよーな委員長がここまで壊こわれるなんて、オタっちが絶対なにかとんでもないことしたんでしょ！」

「ちがう、誤解だ！」

「口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス……そんなのずるい！　ソーシ、なんで委員長とばっかり！　ワタシともして！」

　涙なみだ目めになった灯萌とモモカが詰つめ寄ってくる。が、二人ともマズイ、なんだか殺気を感じる。傍かたわらでソーシと腕うでを組み、胸を押しつけてくる委員長を睨にらむと、委員長はニコッと、花のように可か憐れんな笑えみを浮うかべ、ソーシの耳元でささやいた。

「ご主人様、私、期待しています。あなたがこれからも、これまで以上の悲劇を私に見せてくれることを……だから私も、ご主人様にどんどん悲劇が訪おとずれるよう、お手伝いしますから、期待していてください、ご主人様」

「ちょっ、まっ！」

「今なに話したのよ、オタっち！」
















「口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス」

　灯萌はなんだか泣きそうだし、モモカはなんだか眼めがグルグル渦うずをまきながらソーシに迫せまってくる。これはヤバイ、ソーシは身の危険を感じて全力で逃げ出した。

「待ちなさいよ、オタっち」

「口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス口吸いキス」

　灯萌とモモカが追いかけてくる。その後ろで、一人残った委員長が恍こう惚こつとした表情で、ソーシに向かって投げキッスを送っていた。

「なんでこうなるんだよ、俺がいったいなにをした！」

　ソーシの絶ぜつ叫きようが学園島に響ひびいた。




　一方、学園の中ちゆう枢すうで、轟ごう岳がく館かん学がく園えん理事長、伽が藍らん道どう桜夜は一人呟いていた。

「……とうとう、紅巫女兎さんの存在が『侵蝕者デイストラクタ』側に知れ渡わたってしまいましたわね。相手は次にどう動くか……えぇ、ですが状況はこちらが圧あつ倒とう的に有利ですわ。紅巫女兎さんがいる限り、こちらはゲームで言う無限コンティニューができるに等しい状況。『侵蝕者デイストラクタ』側にどれほど強力な戦力がそろっていようと、最後に笑うのはわたくしですわ」

　伏ふし目がちなまま、桜夜はテーブルにおかれた一冊の本を見つめていた。

　桜夜の見つめる一冊の本、それは真っ白な表紙にタイトルが書かれただけのシンプルな本だった。そこに描かれたタイトルは『あなただけのものがたり』。

「わたくしは、絶対に取り戻もどして見せますわ。あの日失った全てを……何百何千何万何億何兆何京何垓がい回繰くり返そうとも、わたくしはたった一つのハッピーエンドを手に入れてみせますわ」

　そう呟いたとき、テーブルの上の電話が呼び出し音を鳴り響かせた。

「はい、どうなさいましたの……なんですって？　学園島、入り口に？」

　桜夜が緊きん迫ぱくした声を漏もらした。




　──同時刻、学園島、北部地域、正面ゲート前──

「ちょっ、ちょっと待ってくれ。あんたら、ここの生徒じゃないだろ？」

　学園島と本州とをつなぐ一本の橋、その上には頑がん丈じような検問所が設置され、二十四時間態勢で警備員が常じよう駐ちゆうし、強固な警備がなされていた。また生徒たちには知らされていないが、ここにいる警備員も普ふ通つうの警備員ではなく、密ひそかに日本政府から派は遣けんされた自衛隊員が極ごく秘ひ裏りに任務に就ついているのだった。

　そんなゲートを不ふ審しんな集団が通り抜ぬけようとしていた。様々な外見の男女が十人ほど、共通点は見えない。ほとんどが外国人らしき見た目をした怪あやしい集団だ。当然警備員は、その進入をとがめた。

「ここには許可証がない人は入れない。帰ってくれ」

『……転校生だ』

　集団の先頭に立つ人物が告げた。それは、ひどく重々しい、まるで地じ獄ごくの底から響くかのような重低音の声だった。

『学校施し設せつに違い和わ感なく進入できる存在……そう、人間は確か転校生と呼ぶのだろう？　我々はその転校生だ』

「バカ言うな。そんな話は聞いていない。ウソをつくのもいい加減にしろ」

『ウソか……『永遠輪廻機関リイン・ゼフオルテイン』！　お前の得意分野だ！』

『それがウソかマコトか、誰だれが決めた？　お前か？　お前じゃない、全ては我が決める、「我々は転校生だ」、このウソはマコトだ。いいな？』

「……………………はい、転校生ね、わかりました、入ってください」

　あっさりと、あからさまに怪しい集団を警備員は素す通どおりに近い状態で招き入れた。

『さすが『永遠輪廻機関リイン・ゼフオルテイン』。童話界一の大ホラ吹ふきの異名はダテではないな』

『誉ほめるな誉めるな、今のなど、ウソの中でも下策の下策よ。違和感のあるウソをむりやりマコトと信じ込ませただけ。我が求める芸術的なウソは、世界の誰もウソと気づかぬほど自然なウソ、世界の理ことわりすらも騙だますウソ、その理想からはほど遠い』

『おめぇは小難しいことばっかだなぁ、そんなことよりこれからどうすっぺ？』

『ゲヒャヒャッハッハッハッハッハ、決まってるだろ。敵の本ほん拠きよ地ちに入ったんだから、皆みな殺ごろしにするんだよぉぉぉぉぉ！』

『人類駆逐者マン・デストロイヤ』、独り占じめ、よくない』

『これはゲームだ。誰が一番多く『保全者パラミシア』をぶっ殺せるか』

『待て待て、いくら殺したところで、またループ能力者に巻き戻されて終わりだ』

『だからいいんじゃねぇか。殺し放題のお代わりし放題でいくらでも殺せるぅぅぅ』

『ループ能力者が無限に巻き戻すなら、我々は無限に殺し続ける、どちらが先に諦あきらめるかの勝負だな』

『全く奴やつらも愚おろかなことだ……ループ能力者、紅巫女兎の命さえ差し出せば、この終わらない悪夢の如ごとき無限回かい廊ろうのＢＡＤＥＮＤから抜け出せたものを』

『しかしあくまで刃は向むかうなら仕方ない。永遠のＢＡＤＥＮＤを続けよう。さぁ、始めようか、今回が八百三十一[image: ]じよ四千八百四十二垓がい七千百九京けい千四百二十一兆四千六百十五億七千三百二十四万九千三百二十六回目の人類滅めつ亡ぼうだ』




　そして、学園島を舞ぶ台たいにソーシ対『侵蝕者デイストラクタ』全軍との最終戦争が始まるのだった。





了りよう










あとがき









　みなさま、お久しぶりです、八街やちまたです。みなさまのおかげでＶＦＴ二巻を出すことができました。ちなみにＶＦＴとはこの話の略りやく称しようです。そう、『とっても普ふ通つうじゃない物語』（Very FuTsuujyanaimonogatari）の頭文字をとったものです。はい、ごめんなさい、ウソです。この話の正式タイトルはVS Fairy Taleです。




　ちなみにこの作品における学園島周辺は、日本の某ぼう所しよをモデルにしております。勘かんのいい読者ならすでにお気づきでしょう。舞ぶ台たいは広ひろ島しまです。なぜ一いつ瞬しゆんぼやかしたのか。作中でも一部地名が出ているのに。様式美というやつです、あるいは中二病です。

　せっかくですので広島に関する話題を一つ。

　先日、八街が外出先から帰宅すると、なぜかお金が少ないという事件が発生しました。財布の中身を確認したら、手持ちの現金が八街の記き憶おくより一万円くらい少ない。いったいなぜ。どこかで落としたのか。その日はちょうど歩きながらＶＦＴ二巻の構想を練っていたので、少しボーっとしていたことは否定できない。お金がないのはくやしいけれど、どこで落としたのか全く覚えていない。泣なき寝ね入いりするしかないのか。

　そう思った翌日、知らない電話番号からの着信がありました。出てみると、八街がよく利用する本屋さんからの電話でした。話を聞いてみると、昨日八街が本を買ったとき、誤ってお釣つり九千円を渡わたさないまま帰してしまったというのです。

　状じよう況きようを整理すると、本を購こう入にゆうした時、八街は代金として一万円を支し払はらいました。しかし店員は受け取ったそのお金を千円と勘かん違ちがいして処理をして、八街もお釣り九千円を受け取らないまま帰ったということでした。

　そういったわけで八街のお金が足りない事件は解決しました──気づけよ昨日の八街。普通気づくよ。九千円あればこの本が十五冊買えるよ！　本の売り上げが十五冊減ったようなものだよ……ちょっと違ちがうかな？　そもそも消費税入れたら十五冊買えないですね。

　ともあれ、お店側はお釣りを八街の自宅に届けると言ってくれましたが、八街に問題があったのでお店に直接取りに行きました。それにしてもよく八街がお釣りを忘れたことに気づいたものです。おそらく閉店後にレジチェックをして金額が合わないと気づき、レジの防犯カメラで全ての会計をチェックしていったのでしょう。しかも今回の場合、お店側が損したわけではなく、むしろ得をしているのにあえて調べてわざわざ八街に連れん絡らくをしてくれるとは、店側の誠意にはただただ頭が下がる思いです。ちなみにお店が八街の連絡先を知っていたのは、八街が会員登録していたからです。八街の不注意でこのようなことになったのに、お店側の対応のおかげで逆に気分はよくなってしまいました。

　要は、広島を中心に展開している○タバ図書さんは素晴らしいということです。




　ところで話は変わりますが、ＶＦＴも今巻で一区切りです。次はまた新シリーズを考えようと思います。ＶＦＴの続きは、一巻と二巻がもう少したくさん売れれば出せるかもしれませんが、とりあえずはここで一区切りです。

　イラストのれい亜あさん、今回も美び麗れいなイラストありがとうございます。この本の出版にかかわったＫＡＤＯＫＡＷＡの皆みな様さま、たいへんありがとうございます。そしてなにより応おう援えんしてくださった読者のみなさまに最大限の感謝を捧ささげます。




　それではまた、次回作でお会いしましょう。


八街歩あゆむ










八街歩

●やちまたあゆむ



夏です。夏と言えば海、水着回です。でも現実は冬……季節感が台無し？　いいえ、夏だろうと冬だろうと、女の子の水着が見れて嬉しいことに代わりはありません。かわいいは正義。むしろ冬こそハワイとかにいって、水着でビーチで遊んだりしたいですよね。作中の舞台は思いっきり瀬戸内海ですが……。
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バーサス・フェアリーテイル２




─バッドエンドな運うん命めいのヒロインを救すくい出だせ─
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